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再生のパラダイムシフトⅢ




ゴースト・エッジ








武葉コウ







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　ntny

















戦いの中に救いを求める壊れた少年は、

記憶をなくした迷子の少女と出会い──

世界を、自分を再生する。









　ＣＯＮＴＥＮＴＳ






プロローグ　Passport Control




第一章　本日は快晴、訓練日和なり　─Sometimes, meets a non "Wagtailian"─

第二章　希望の塔　─The guy says "I'm a ghost"─

第三章　鶺鴒のもっとも長い一日　─The day starts from Aquarium─

第四章　暗くて冷たいそこに沈め　─It's a party time─

第五章　水深二万キロメートルの底で　─The Gospel─

エピローグ　Ghost Edge







　あとがき
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　プロローグ　Passport Control







　潜せん水すい都市『鶺せき鴒れい』中央シーポート、第一ターミナル入国審しん査さゲート。

『──次の方、どうぞ』

「ん。じっくり見てくださいな」

『拝見させていただきます。……今日は、どこからいらっしゃいましたか？』

「『羽は衣ごろも』からですよ。あそこはいいですね、なんでも揃そろっている。さすがは世界の二大有名都市……あまりにも広すぎて、たまに迷子になりましたよ」

『あら、それは大変でしたね。ということは、今日はあちらからの直通で？』

「いや、自分の足で。出国スタンプのほう、確認してもらえればわかるかと」

『あ、はい……確認しました。ご自身の潜水艇ていで来られたんですか？』

「規模としては潜水艦かん？　に、なるみたいですよ」

『……軍属の方、ではないですね。少々お待ちください。データベースに機体の登録を確認いたします……すみません、個人で潜水艦を所有する方は大変珍めずらしくて』

「いえいえ、構いませんよ。……けど、もしかして、ここのセキュリティがやたら厳きびしいのと関係あります？　あちこちにゴツイ警備員さんがいますけれど」

『ええ……ご存じかもしれませんが、少し前に政府の転てん覆ぷく事件がありましたから』

「ああ、ニュースで見ましたよ。結構な大おお騒さわぎだったみたいで」

『それはもう。今もまだ、新政府発ほつ足そくの影えい響きようで、国内のあらゆる事情が不安定になっていますから……せっかく来ていただいたのに、こういうことを言うのは気が引けますが、今の時期はあまり観光には向いていないかもしれません』

「はは、大だい丈じよう夫ぶですよ。それって今だけの限定でもありますし、そういう現地の雰ふん囲い気きを楽しむのも旅行の醍だい醐ご味みですから。それに観光は……まあ、ついでなんで」

『そうなんですか？　一応、旅行の目的をお訊たずねしても？』

「ん……人に、会いにきたんです」

『家族か、知人にですか？』

「ああ、いや。長い間連れん絡らくが取れなかった人、といいますか。最近になってようやく見つけたんです。なのでまあ……パーティでも開いて、親しん睦ぼくを深めようかなと」

『パーティですか。それは素敵ですね…………はい。お待たせしました、潜水艦の照合が確認できました。お友達と会えるといいですね』

「ああ、ありがとう……あ、そうだ。あと、後ろに並んでいるあの子、俺の連れなんですけど、人見知りするところがあるんでよろしく頼たのみます」

『わかりました。……もしかして、恋こい人びとの方ですか？』

「まさか。一いつ緒しよに暮らしている、手……はかからないか。まあ妹みたいなものです」

『そうでしたか。ではパスポートをお返しいたします。良き旅をお過ごしください』

「ああ、そちらにも幸運があることを」

『はい。……次の方、どうぞ────』




「──さて、と。まずは……パーティの招待状でも送るとしますかね」







　第一章　本日は快晴、訓練日和びよりなり　─Sometimes, meets a non "Wagtailian"─







「……ええと、これは」

　それは、昼休みのことだった。

　姉さんお手製の弁当を平らげ、食休みにと教室を出たところで、僕は廊ろう下かの一角に出来る人だかりを見つけた。つい数か月前だったら、関心すら覚えずに素通りしていたと思うけれども──足は咄とつ嗟さに人だかりのほうへ向いていた。

　学園の生徒が興味を抱いだく、それは──情報掲けい示じ板ばんに貼はられた新聞だった。

「なんというか……うん」

　いわゆる、校内新聞である。『号外！』と、大きく銘めい打うたれた新聞の一面には、そこそこ鮮せん明めいな写真と、タイトルと思おぼしき大きな黒文字が躍おどっていて。




『学園の救世主、現る！　学生という身分に身を隠かくし、銃じゆうを握にぎるこの少年の正体とは!?』




　その写真には、大型の拳けん銃じゆうを構える僕の後ろ姿が、くっきりと写っていた。

「……な」

　震ふるえた声は、僕の喉のどから出たものじゃぁなかった。

　すぐ隣となり。僕と一いつ緒しよに教室を出てきて、同じく校内新聞に目を釘くぎ付づけにした──

「なにこれっ──！」

　腐くされ縁えんでクラスメートのつばさが、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　周囲の生徒が何事かと視線を集める。僕は宥なだめるように苦笑を浮うかべた。

「ま、まあまあ、つばさ、落ち着いて……」

「おっ、落ち着いてって……な、なんで橙とう矢やはそんなに平然としているのっ？」

　つばさが僕の襟えり元もとを掴つかまんばかりの勢いで迫せまってくる。なんで、と言われても、

「……慣れ？」

「こんな事態に慣れているの!?」

　今まで色々あったからねぇ……そう呟つぶやくと、つばさがあぁもぅっと唸うなった。

「その落ち着きようが納得いかない……こ、これってあのときの写真でしょ!?」

　あのとき──その言葉が差す時期は、まだ具体的に思い出せるほど最近だ。

　二か月ほど前、僕たちの通うここ『南鶺せき鴒れい第二学園』を、一体の残ざん留りゆう体たいが襲おそった。異い形ぎようの生命体──残留体による襲しゆう来らいは、校内に破は壊かいの爪つめ痕あとを多く残したけれども、幸いにして生徒には大きな怪け我がもなく幕を下ろして。そのときの幕引き役が、僕だった。

　実際には、つばさや姉さん、色々な人の力を借りてのことだったけれど──

「こんなはっきり撮とられているなんて……橙矢、隙すき見せすぎ！」

「いや、生きるか死ぬかの戦いの最中だったんだけどね……」

　むしろこれ以上なく緊きん迫ぱくしていたはずである。うーんと首を捻ひねっていると──ふと、肩かたに軽い感かん触しよくが当たった。見れば、緋ひ色いろの髪かみのつむじが軽快に跳はねる。

「んっ、とうやくんたち、なにしているの？」

　風かざ峰みねほのみ──去年の冬、出会って家族となった少女が、無む邪じや気きに訊たずねてくる。僕は苦笑い気味に校内新聞を指差した。んー……と、ほのみはじっと新聞を見つめると、

「……とうやくん、有名人？」

　こてん、と小首を傾かしげる。その隣で、つばさが何な故ぜか肩を落とした。

「橙矢もほのみも、なんでそんなにのんびりしているの……」

「そういう家庭だから……かな？」

　僕がなんとなくの結論を出すと、ほのみがうんうんと頷うなずいた。多分、僕らは今──同じ人を頭に思い浮かべているはずである。どうやら、つばさもそうだったのか、

「そっか……それもそうだよね」

　妙みように納得していた。それで納得されるウチの姉さんは──さておき。

「でも、どうするの？」

　つばさが気き遣づかうような音量で囁ささやいた。周囲の生徒をさっと見回し、新聞に目を遣やる。

　そこには隠す余地もないくらい大きく──銃を持つ僕の姿が載のっている。

「この写真、後ろ姿だけど結構はっきり写っちゃっているし……これが橙矢だってわかったら、武装研究員だってこともばれちゃうんじゃ……」

「あー……うん、そうだね」

　つばさがなにに対して気を遣つかっているのかを知って、僕は自然と頬ほおを掻かいていた。

　武装研究員──残留体と戦うための銃、駆動銃ランゲージを携たずさえ、残留体を駆く除じよする者たち。一いつ般ぱんには戦せん闘とう職種として敬遠されがちで、学園側にも内ない緒しよにしてある。

　それに、なにより──学生が異形の生命体と戦っているという、その事実が周囲のどういった反応を買うのかは、想像できないこともないのだけれど。

「ばれても、いいかなって」

　僕は表情を硬かたくするつばさに向けて頬を緩ゆるめてみせた。

「今までずっと、周りに隠してきたけれど……今はもう、隠す必要もないから」

　僕が武装研究員であることを、なにより隠していたかった相手は──そこで目を丸くしているつばさは、僕のことを知ってくれて、受け入れてくれた。それだけで、もう。

「だから、周りになにを言われても気にしない、かな」

　十分すぎる。そう、言葉にしたわけじゃぁないけれど──つばさがはっとしたように俯うつむき、耳の先を赤く染めているところを見ると、想いは伝わってくれたのか、

「……そ、それなら、いいけど……」

　ぼそぼとした呟きが返ってきた。その反応にこっちの頬も熱くなる。むずむずとしたものが脇わき腹ばらを走っていると──とんっ、と今度は直接的な振しん動どうが脇に伝わった。

　見れば。唇くちびるを尖とがらせ、ほのみが身体からだを軽く僕にぶつけている。

「……ええと、ほのみ？」

「んー。なにー、とうやくん？」

　返ってくる声はどこか素そっ気けない。その間にも、こつん……こつん……と、僕の身体にほのみの肩がぶつかる。顔を覗のぞき込んでみると、ほのみは軽く頬を膨ふくらませていた。

　なんとなく、不満そうで。なんとなく……その理由もわかったから。

「……そうやって、隠さないでいようって思えたきっかけは、冬休みの頃ころにあったんだけどね」

　大事なことを付け足しておくと、ほのみの肩こつんが止まった。緋色の髪を肩口から零こぼし、ほのみがおずおずと僕の顔を見上げてくるので、僕は微ほほ笑えみ返す。

　んっ──と、ほのみも頬を緩めてくれたから、きっとこれで正解だ。

「……いよっ、さっすが風峰先せん輩ぱい！」

　不意に。威い勢せいの良い声に、名前を呼ばれた。

　ざわざわとした廊下で、はっきりと耳に届いた。つまりそう遠くない──と、思わず後ろを振ふり返ってみると、一人の生徒と目がしっかり合った。華きや奢しやな、女子生徒。

　彼女は、興きよう味み津しん々しんといった活いき活いきした表情でこちらに近づいてくると、

「そうやって意思がぶれないところ、ぐいぐい来ていると思いますよー！」

　いきなり、褒ほめられた。つばさもほのみも、揃そろってぽかんとしているけれど。

「ええと、ありがとう……？」

　とりあえずお礼が先だと思い、軽く頭を下げてみる。いえいえ、と少女が肩を揺ゆらす。

「わたしは先輩の美点を挙げているだけですからっ」

「……うん？　それは、どうも？」

　なんとなく、お礼にお礼を返されたような気がする。というより。

「先輩って……え、同おない年……だよね？」

「はいっ。でもっ、風峰先輩は人としての先輩だと思っていますから！」

「そ、そう……」

　だから先輩ですっ、となんとも力強い理論が返ってきた。う……うぅん？

　確かに──僕を先輩と呼ぶ目の前の少女は、身体の線が細く、中学生と言っても通用しそうな幼い雰ふん囲い気きがある。ブレザーではなくセーターを着ていて、学園で指定している色ではなく、大きさも合っていないのか袖そでの裾すそが大分余っていた。頭には帽子を被っていて、どこかで見たようなロゴが目立っているのだけど──

「ええと、ごめん。僕、あんまり学園の人の顔、覚えてなくて」

　学園を遠ざけていたツケは未いまだ払はらい続けている最中だ。正直に頭を下げると、セーターの少女はさらに低い位置から、僕の顔を覗き込んできた。くりくりとした瞳ひとみ。

「それも、いえいえ、ですよ。違ちがうクラスですし、会ったことも一度しかないですから」

　ちらと両隣の二人に目を向けてみると、つばさが首を横に振った。知らないらしい。ほのみはというと、んー……と、なにかを思い出すように首を傾げている。

　うぅん。ほのみの知り合い……なのかな？

「……御厨みくりやです！」

　僕も同じように首を捻っていると、セーターの少女がはきはきと口を開いた。

「御厨葉は子こ、わたしの名前です！　風峰先輩とは二か月ほど前に会っていますよー」

　そう言って、件くだんの校内新聞に目を向ける──御厨、さん。その先にある写真には、駆動銃ランゲージを構える僕の後ろ姿が写っている。そう、あれも丁度、二か月くらい前で……。

「…………え……って」

　当時の記き憶おくがふっと蘇よみがえる。学園を襲った残留体と戦う最中、僕はあの写真のように駆動銃ランゲージを構えて、残留体から庇かばうように立った──一人の女子生徒の前に。

　あの少女は、腰こしを抜ぬかして地面にへたり込んでいて──そう、まさに。

「……もしかして、あのときの女の子？」

「覚えてました!?　やー、有り難がたいですねー！」

　御厨さんが嬉うれしそうにくねくねと身を揺らした。やけに元気の良い子である。

「先輩にはずっとお会いしたかったんですよー」

　ほのみとつばさが圧あつ倒とうされている中、御厨さんは僕にぐいぐいと迫ってくる。

「違うクラスですし、普ふ段だんはお仲間さんの手前遠えん慮りよしちゃってましたが、こうしてお目にかかれて光栄です！」

「そ、そう……それはよかった」

「そう思ってくれます!?　先輩ってお世辞言いそうにないから嬉しいんですよねー！」
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　突とつ然ぜん、僕の腕に抱きついてきた。あっ──と声を上げたのは、僕だったのか両隣の二人だったのかは、判別できなかったけれど。御厨さんが柔やわらかい感触と共に伝えてくる。

「先輩とお近づきになれるなんて、久しぶりに新聞つくった甲か斐いがありましたよー！」

「ちょっと、橙矢から離はなれ……えっ？」「とうやくんくっつきすぎっ……んっ？」

　つばさとほのみが僕の腕に掴みかかったまま、ぴたりと動きを止める。……うん？　今、なにか引ひっ掛かかったような。僕は未だに腕にしがみつく御厨さんに目を落とす。

　くりっ、とした瞳と目が合った。輝かがやきを内包するような──楽しげな瞳。

「……御厨さん、新聞って」

「はいはいわたしの自作ですよー。あ、御厨葉子、新聞部所属です！」

　ついでに部長ですっ、との情報が補足された。非常に楽しそうである。

　僕とほのみ、つばさは揃って校内新聞に目をやる。そこにあるのは、残留体と対たい峙じして駆動銃ランゲージを構える──僕の姿。後ろ姿だけれど、はっきりと写っていて。

　新聞……ついでに部長。自作……つまり、自分で──作った……？

『──ええええええええ！』

　三人、ほぼ声を合わせて驚おどろいた。周囲の視線がぎょっとして集まるも、気にする余よ裕ゆうがないまま、僕は御厨さんに詰つめ寄よった。ひょうっ、と御厨さんは何故か嬉しそうである。

「み、御厨さんがこの記事書いたの？　でも、写真は？」

「ああ、それは先輩に助けてもらった後、こっそり後つけて撮さつ影えいしました！」

「よくそんな余裕あったね!?」

　あれ、校舎も破壊されていて、結構緊迫した状じよう況きようだったはずなんだけれども！

「なんでまた僕の記事なんか……」

「当然、先輩に助けてもらったからですよ！　危険に晒さらされて大ピーンチなところをあんな颯さつ爽そうと現れて助けてもらったら、吊つり橋ばし効果でもなんでもいちころなんですって！　色々とたぎっちゃいますよー。有り体ていに言うと……惚ほれました！」

「ほ、惚れっ……」

　ほのみが上うわ擦ずった声を上げた直後、御厨さんはにんまり笑ってから、

「あくまで人間的に、ですけどね。お二人の大事な先輩を……例えばそうですね、旦だん那なにしたいとかそーいうのはないので、どうかご安心くださいませっ」

「だ、だんっ……だ、だんっ、だんっ……」

　つばさが軽いしゃっくりを起こしていた。地じ響ひびきのような言葉を繰くり返している。

　……多分、これは確信犯。

「御厨さん……掻き回すのはそれくらいに」

「あははは、冗じよう談だんですってば」

　御厨さんは僕からそっと離れると、悪気のない笑みを浮うかべた。

「記事をつくったのは、先輩の格好良さをみんなに知らせたかったからですよ。わたしを助けてくれた先輩はこんなにすごいんだぞって見せびらかしたかったと言いますか」

　ふと、気付いた。いつの間にか。

　さっきまでのおちゃらけた御厨さんとは──どこか、雰囲気が違っている。

「勝手にはしゃいじゃってましたというか……はい。迷めい惑わくかけてます、よね？」

　御厨さんがちょっとだけバツの悪そうな顔をする。もしかしたら、記事を見たときの僕たちの慌あわて様を気にしていたのかなとか、思考が色々と頭を巡めぐりはしたけれど。

「……そんなことないよ」

　僕はちょっとだけ苦笑して、御厨さんの書いた記事に改めて視線を移した。

「ここ最近、残留体の襲しゆう撃げきもあって、学園の雰囲気が暗かったから。学内の施し設せつが壊こわされたのも、こうやって面白く書いてくれるとちょっと救われる気がするし」

　僕の言葉に、思い当たるような顔をしたのはつばさだった。先の一件で、つばさの部活である弓道部は今、道場を破は壊かいされて無期限の休部中だ。その影えい響きようは知っていると思う。事実、この新聞に目を留める生徒たちは、なんだこれー、と笑い合い、その談笑の楽しげな声からして、話題の種が一つ増えたことに喜んでいるみたいだし。

　それに、なにより。僕自身、やっぱり──自分のことを書いてくれるのは。

「嬉しかったよ。写真まで撮とってくれてたのには驚いたけどね」

　注目されるのはむずがゆいけれど、決して嫌いやなことばかりじゃないから。

「……な、なるほど」

　そう言って、ぽけーっとしていた御厨さんが、おぉ……と静かに唸うなって、俯いた。

「……やっぱりといいますかなんといいますか……今からファンクラブでもつくっとけば来年には会員溢あふれそうな勢いですよこれは……ほんともうド天然ですね……」

「なんか最後のほうだけはっきり聞こえたんだけど……」

　天然の称しよう号ごうは是ぜ非ひともほのみに譲ゆずりたい。そう思って隣となりを見やると、ほのみはどこか難しそうな、複雑そうな顔で御厨さんを見つめていた。僕に気付くと困ったように笑う。

　……今の、もしかして……取り繕つくろった？

「やー、まー先輩がそう言ってくれるならばんばんざいですけどねっ」

　威勢の良い声が僕の思考を中断した。御厨さんが嬉しそうにぴょんとその場で跳はねる。

「クラブつくるときは一声おかけください。特典とか豪ごう華かなの考えちゃいますから」

「特典……え。なんの話？」

「いえいえ、先輩は格好いいですねーという話ですよー」

　うぅん。どうにもはぐらかされたような気がするけれど、この新聞部部長の幸せそうな表情を見ていると……まあいいやと、些さ細さいなことだと思えてくるから不思議だ。

「──相変わらずね」

　風峰君、と。

　いつの間にか……小こ柄がらな女子生徒が、背後に立っていた。まるで気配を絶たっていたかのような唐とう突とつさ──実際、この若わか紫むらさき色の髪の少女ならばきっと気配くらい消せると思う。

「こんな朝早くから精力的に活動できるなんて」

　そんな気け怠だるげな声は、皮肉を言っているのでもなく、ましてや不ふ機き嫌げんでもないはずだ。

　リノン・クリスベル──彼女が朝に弱いと知ったのは、最近のことである。

「あ、リノン。おはよう」

「ええ、おはよう。……ところで、風峰君？　今いま更さらでしょうし、私がわざわざ指し摘てきすることもないかもしれないけれど……」

　ちらと眠ねむたげな目線を流し、周りを示す。僕も自然とその視線を追うと…………あ。

　大変、お騒さわがせしました、と言うべきなのかもしれない。

　周囲の生徒たちが遠巻きで僕をじっと見守る中、リノンは少し呆あきれたように言った。

「貴方あなたたち、すごく目立っている」




「へぇ、御厨葉子……ねぇ」

　同どう僚りようが愉ゆ快かいそうな声を漏もらした。

　放課後──校内新聞の一件もあり、周囲からの視線をこれでもかと感じる中下校した僕は、真っ直すぐにバイト先である特立研究機構、通つう称しよう、研究所に足を運んでいた。普段なら所属先の部署──特査に向かうところだけれども、今日に限っては別室だった。

　研究所の地下区画の一室。訓練室、と通称が用もちいられる大部屋である。

　僕たちは向かい合うようにして、一台の作業台を挟はさんで座っていた。

「なーるほど、昼休みんとき橙矢っちがあたふたしてたのはそういう訳か」

　ノボルが思い出したようにくつくつと肩かたを揺ゆらした。その手元には、整備版の上に置かれた僕の駆動銃ランゲージと、その整備を補助する卵形の機械──ネスティがある。

　調律師──駆動銃ランゲージの整備士であるノボルと、こうして向かい合うのはほぼ日課だ。

「でも、あのとき助けた子が、まさか新聞つくってくれるとは思わなかったな……」

「あれだろ、政府──じゃね、旧政府の武装蹶けつ起きのときの新聞だろ？　あれが起きたのって二か月も前だし、冬の頃ころからコツコツ記事書いてたんだとすりゃ、健けな気げなもんじゃねぇか。出で逢あいなんてどこに転がってるかわからんっつー良いお手本だな」

「最後の付け足しは深いんだかそうじゃないんだかなぁ……」

　調律を続けるナンパな同僚から、ネスティに目を移す。卵形の中心にある、瞳のような部分と目が合う……気がすると、うぃぃぃんと二本指でピースをつくられた。あ、どうも。

「こらネスティ、今は二連接続ピースじゃなく単一接続サムアツプだろ……でもま、御厨葉子か。そんときのほのみちゃんと緋あけ空ぞらっちの慌て様は簡単に目に浮かぶぜ」

　そう言って、ノボルは手を止めると、大部屋の奥に首を向けた。訓練室──その用よう途との通り、この部屋は射しや撃げき訓練用のレーンが複数並ぶつくりになっている。うち、レーンの一つに使用中のランプが点灯していた。時折、ひゃぁっ、という声が漏れてくる。

　あー……と、ノボルがちょっとだけ同情するような目になる。

「緋空っちは今がまさに試練の時って感じか？」

「……ちょっと見てくるね」

　その試練の内容を知っている身としては苦笑を浮かべる他ほかない。はいよーとの声を背にレーンに向かうと、そこでは二人の女性が重なり合うようにして立っていた。

　一人は両手で駆動銃ランゲージを構える、つばさ。もう一人は彼女に寄り添そうようにして──

「ふふふ、さぁつばさん、照準をよく定めるんだよ……ふぅっ」

　つばさの首筋に吐と息いきを吹ふきかける、我らが特査の出来る……室長、美み陽よさんである。

　ひゃぁぁっ、と顔を真っ赤にしたつばさがぷるぷると震ふるえた。

「だ、だーかーらー……なんでそう首筋ばっかりふぅってしてくるんですか!?　狙ねらいを定さだめてって言ったの天あま之の河がわさんですよねっ？」

「だからこそだよ、つばさん。思考昇華パラダイムシフトの基き盤ばんは、集中力──いかなる状況でも的確な思考を巡らせ、精せい緻ちな想像を形作るための、強きよう靭じんな精神力が必要不可欠なのさ。自分がこうしてつばさんの集中を乱しているのも、歴れつきとした訓練だよ？」

　美陽さんが大人っぽい微ほほ笑えみを浮かべる。その言葉を信じたいのか、つばさがそーっと背後に寄り添う教官を確かめた。清すが々すがしい顔で頷うなずく我らが室長。

　なんとも混じりっけのない──純じゆん粋すいなまでの笑顔である。僕は小声で訊たずねた。

「……で、美陽さんの本ほん音ねは？」

「無論、恥はずかしがるつばさんを堪たん能のうするために決まっているよ。耳から首まで真っ赤にする様子はなんとも筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい可愛さだからね──」

　そこまで口にして気づいたらしい。美陽さんがぱちくりと瞬まばたきをするその先、つばさが美陽さんの言う通り耳から首まで真っ赤にして、肩を怒いからせたかと思えば、

「あ、天之河室長の……」

　きっ、と若じやつ干かん涙なみだ目めで、我らが室長を睨にらみ──

「お……お茶目ーっ！」

　捨て台詞ぜりふらしきものを残し、その場からものすごい勢いで逃にげ出した。おおぅ、と向こうからノボルの驚いたような声が飛んですぐに、しゃっ──と自動扉とびらの開閉音が響ひびく。

　ちなみに、きちんと駆動銃ランゲージを射撃台に置いていっている。つばさらしい。

「……だ、だいだいやじるし……」

　後に残されたのは──立ち尽くす美陽さんと、僕だけである。

　美陽さんは震える声で僕の渾あだ名なを呼ぶと、こちらに振ふり返った。その顔がやや青い。

「自分は……お、お茶目なのかい？」

「え、気付いてなかったんですか!?」

　今日一番の驚きよう愕がくだった。僕はつばさの去った方向を遠くに見てから、

「つばさもすごい言葉選んできましたけど……」

　ジト目を美陽さんに注そそぐ。我らが室長は悪戯いたずらが見つかったような顔で髪かみを弄いじっていた。

　なんというか……この人は、変なところで子供なんだから。

「……いや、すまない。少々、やりすぎた。自覚はしていたのだけど、つばさんがあまりに可愛らしくてたまらず、いじりすぎてしまったんだ」

　反省する、となんとも真ま面じ目めな顔で神しん妙みような理由を述べられた。いや、美陽さんのことだから訓練そのものはしっかりやっているのだろうけど──つばさ曰いわく、お茶目である。

　僕の渾名しかり、ほのみのへそ出し私服贈ぞう呈ていしかり、つばさの首筋ふぅしかり。

「まあ……つばさも本気で怒っているわけじゃないですよ。どっちかっていうと恥ずかしかったんだと思います。スキンシップをもう少し抑おさえれば、許してくれるはずです」

「……だいだいやじるしが言うと、説得力が違ちがうね」

　そう言って、美陽さんは緩ゆるやかに頷いてから目を伏ふせた。なんだかんだおちゃらけつつも責任感のある、我らが室長だ。多分、つばさにどう謝るか考えているのだと思う。

「……しかし」

　ちら、と美陽さんは考えがまとまったのか、射撃台の上の駆動銃ランゲージに目を落とした。

　そこにあるのは、蜂はちの巣す状の弾だん倉そう──リボルバー型式の、セーフティの付いた訓練用駆動銃ランゲージだ。側面に刻印された型番は、ホーネスト・エッジモデル。

　先程まで訓練に使われていた、それである。その使い方の手ほどきを、美陽さんはつばさにスキンシップ混じりに教えていたわけだけれども。

「やはり、つばさんの才能は特出しているね」

「……タイムラグ、ですか？」

　訊きき返した単語は、つばさ独自の思考昇華パラダイムシフトの名めい称しようだ。

　美陽さんは応こたえるようにリボルバーを手に取り、蜂の巣状の弾倉を回し始める。

「うん、タイムラグ──つばさんの思考昇華パラダイムシフトは、必ず、思考を物質化した神経信号として創造するからね。逆を言えば、彼女には通常の物質創造が出来ない。自分やだいだいやじるしのような、物理的な質量を武器にする戦い方は初めからないと言える」

「武装研究員として不利……ってことですか？」

　かつての学園の襲撃をきっかけに、つばさは武装研究員を目指して特査に入った。

　武装研究員には必ず命の危険が付きまとう。だから僕も最初は反対したし、今でも全面的には賛成できていない──それでもつばさの意志は固く、こうして毎日訓練に通っているところを見ると、応おう援えんしたい気持ちも強くなってきて、でも、

「いや、つばさんには間ま違ちがいなく武装研究員としての展望があるよ」

　実力経験共に折り紙付きの美陽さんにそう言われると、複雑な気持ちにもなる。

　美陽さんが軽く駆動銃ランゲージを構える。銃口は射撃台の方へ向け、片目を瞑つぶって。

「今はまだ、物質化した思考を真っ直ぐに撃うち出せてはいないけれど……だからこそ、こうして銃弾を的まとに飛ばすための訓練をしているのだからね」

「それで……手伝っている美陽さんも、たまに意識が飛んでいるんですよね」

　タイムラグに殺傷能力はない。撃ち出すのはあくまで物質化した思考だ──とはいえ暴発すれば、その思考も制せい御ぎよを失って辺りに飛び散ってしまう。

「なに、あれはあれで面白い感覚だよ」

　安いものさ、と美陽さんはつばさの将来に想いを馳はせるように微笑んだ。

「タイムラグ──意識の硬こう直ちよくという武器は、使い方によっては次元の違う強さを発揮するからね。今すぐにとはいかないにせよ、いずれは研究所の頂点だって狙える才能だよ」

「……でも、つばさはまだ初心者ですよ」

　思わず、否定に近い声が喉のどを衝ついていた。床ゆかのタイル、その繋つなぎ目を見つめる。

　都市を守り、生かす仕事──武装研究員の大たい義ぎがどうであれ、内容は死神と刃やいばを交まじえるものでしかない。どれだけ才能と技量があっても、生存確率が百に満ちることはない世界だ。怪け我がをしても当たり前、血を流しても仕方ない、命を落とさないように戦え──そうやって傷つくことを前提とした職業は、経験上、痛くて、辛つらい。

「誰だれだって初めは初心者だよ、だいだいやじるし」

　ぽん、と誰かの手が肩に優しく触ふれた。見上げれば、美陽さんが目を和なごませている。

　若じやつ干かん二〇歳ながら一つの部署をまとめあげ、研究所でも五指に入る実力者──そんな美陽さんにも、右も左もわからないときが、きっとあったのだろうけれど。

「それは、君だって同じだったろう？」

「……つばさは……僕とは、違うと思います」

　率先して傷つこうと思った──そんな僕とは違って、つばさは武装研究員を、逃げるために戦っていた僕の姿を見て、憧あこがれたと言ってくれた。だから考えてしまう。

　僕はつばさに憧れてもらうような、武装研究員を務めてもいい人間なのだろうかと。

　本当は。そう、本当のことを言えば、つばさにはこんな世界に憧れて欲しくも──

「……また、考え込んでいるのね」

　ふと、声が空間に染しみ渡わたった。僕ではなく美陽さんでもなく、ノボルでもつばさでもない声──透すき通るような声こわ色いろの持ち主は、自動開閉扉のすぐ横に背を預けていた。

　目が、合う。リノンは、問い掛かけるように小首を軽く傾かしげた。

「考えすぎは身体からだに毒よ。今すぐに考えなくてはいけないものなら、話は別だけど」

「……いや」

　少しの間考えてみてから、僕はゆっくりと、首を横に振った。そうだ。

　つばさはまだ、訓練の段階だ──命の危険が生じるのは実戦からで、なにより本人が毎日のように美陽さんから教えを受けているほど、ひたむきな熱意を見せている。

　それなのに今、危ないからと僕の一存で口を出すのは──きっと、違う。

「うん。時間をかけて考えることにするよ」

「……そう」

　返ってきた答えは短い。それでもほんの少し、僕に向けて微笑んでくれたような気がした──リノンは、すたすたと歩いてくると、美陽さんに薄うす型がたの情報端たん末まつを手渡した。

「室長。住所や所属先の変へん更こう、諸もろ々もろの申しん請せいをしてきました。確認をお願いします」

　うん、と美陽さんも心得たもので、指先で画面を次々と弾はじいていく。

　そっか。そういえばそうだった。僕は思い出しついでにリノンに訊ねる。

「リノン、もう新しい家に引ひっ越こしたんだっけ？」

「いいえ、まだ。荷物の幾いくつかが前の家に残っているから」

　前の家──話を軽く聞いた限りだと、それは特例捜そう査さ局の管理する建物らしい。

　つい二か月前、『旧』政府が画策した学生の誘ゆう拐かいに始まる一連の事件が収束した後、リノンの所属していた特例捜査局は、母体である旧政府の崩ほう壊かいと共に解体された。その関係で、リノンは特例捜査局時代の自宅も引き払はらうことになったらしいけれど──

「──確認終しゆう了りよう、かな。よし、これでリノノンは書類上でも正式な特査の一員だ」

　美陽さんは情報端末から顔を上げると、愛いとしそうに目を細める。対するリノンは、僅わずかながらだけれど驚おどろいたように目を瞠みはり──さっと伏せて、小さく頷いた。

「……よろしく、お願いします」

「ふふ、こちらこそ。研究所の制服もよく似合っているよ」

　美陽さんに流し目を送られ、僕も頷く。リノンの服装はもう、特例捜査局時代の赤い制服ではなく、研究所の白を基調としたそれだ。

「うん。すごくいいと思うよ、リノン」

「…………そう」

　リノンが目元を隠かくすように顎あごを引いた。相変わらず表情は読めないけれど、なんとなくなら察せられるようになってきていて──これは多分、照れている。

「……そういえば」

　その証しよう拠こかどうかはわからないけれど、リノンは心なしか少し早い口調で、

「さっきそこで、顔を赤くしたつばさとすれ違ったのだけれど……」

　変えた話題の内容に、美陽さんがぐぅと声を詰つまらせていた。




「美陽ちゃんは可愛い子が大好きですからねー」

　夕食の席で、ハル姉さんはほんわかと目め尻じりを下げた。

　色いろ鮮あざやかな食しよく卓たくを囲むのは僕と姉さん、それにほのみだ。一日の出来事を報告しながらの夕食が風峰家ではいつものことで、今日はほのみが特査に寄らず家の仕事──花屋を手伝っていたため、話題提供は主おもに僕からとなった。

「私も美陽ちゃんの気持ちがよくわかります。可愛い子にはついついよしよししたくなっちゃうんですよねー」

　そう言いつつ、姉さんは隣となりの席に座るほのみの頭を撫なでている。くすぐったそうにするもほのみは満まん更ざらでもなさそうで、その表情がどことなくつばさのそれと重なり、

「あ、そっか。美陽さんの可愛いもの好きって姉さんの影えい響きようなんだ……」

　なんだか色々と納得した。昔、姉さんと美陽さんは同じ部署で働いていたというし。

「んふふ、どうかしましたか橙矢ちゃん？」

「いや、なんでも。で、美陽さん、そのあとつばさと仲直り……かな？　したってさ」

「そうですかー。つばさちゃんも楽しくやっているんですね」

　よかったです、と姉さんは箸はしを止め、自分のことのように嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。

「最近は楽しいことがいっぱいですね……ほのみちゃんがウチの子になったり、橙矢ちゃんが学校の新聞に載のったり。んふふ、盛りだくさんです」

「んっ、とうやくん有名人っ」

　ほのみが同調するように髪を揺ゆらした。その一件は未いまだに気き恥はずかしいけれども。

「……そうだね」

　校内新聞に載ったり、バイト先の仲間と騒さわいだりする──そんな毎日に。

　苦笑するのではなく、素直に頷うなずけるくらいには、『慣れ』てきたのかなと思う。

「……橙矢ちゃんも」

　だから、和やかな空気の中、姉さんがふと漏もらした言葉にも、

「もう銃じゆうを握にぎる必要は、ないのかもしれませんねー」

「……え？」

　ただ訊き返すだけで、すぐには反応を返せなかった。

　んふふ、と姉さんは柔やわらかな眼まな差ざしを──箸を宙で止めた僕に注いでいる。

「学園でお友達が出来て、旧政府の起こした事件も解決して……橙矢ちゃんは今、とってものんびりできていますよね？」

「それは、うん……そうだけど」

　だけど、と。自分でもわからないまま、語ご尾びがあやふやなものになっていた。宙に浮うかんだままの箸の置き場を探してしまう──あまりしちゃいけない、迷い箸。だけど。

「橙矢ちゃんは学園が楽しいですよね？　ほのみちゃんやノボルくん、つばさちゃんや美陽ちゃんと一いつ緒しよに、毎日のんびりのんびりするのも、きっと楽しいと思いますよ」

　ゆったりと語り聴きかせるような口調だった。ほのみが不思議そうに僕と姉さんを交こう互ごに見み遣やっている。僕は上う手まい返事が見つからない──だって、そんなの。

　学園が、毎日が、楽しいなんて──もう、当たり前のことで。

「ですから、もう、銃を握らなくてもいいんじゃないですか？」

　姉さんにそう言われても、あまりにぴんとこなかった。

　銃を握らなくてもいい──戦わなくていい……武装研究員でなくても、いい？

「……そんなこと」

　ない、とも。ある、とも。どちらの言葉を口にするよりも先に──ぶー、と。

「あ……」

　腰こしの携帯が振しん動どう音を鳴らし始めた。画面に表示された名前は──緋空つばさ。

　ちらと姉さんを見ると、さっきと変わらない優しげな微笑が返ってくる。

「もうご飯も終わりですし、いいですよー」

「……じゃあ、ちょっと出てくるね」

　それだけ言い残して僕は席を立った。その横で、ほのみが小首を傾げたまま、僕に小さく手を振ふってきたので、控ひかえ目に返しておく。

　ほのみには今のやり取りが妙みように映ったんだろうなと──頭の片かた隅すみで考えながら、

「もしもし、つばさ？」

　居間から扉とびら一つ抜ぬけて、僕は通話ボタンを押した。あ、という声が電話口から漏れる。

『橙矢？　今、いい？　夕ご飯、食べてなかった？』

「いや、丁度終わったところだよ。そっちはまだ？」

　付き合いが長いと、お互たがいの家庭のご飯時まで大体知れているものである。

『うん、これから。ごめんね、急に電話して…………』

「……つばさ？」

　前置きからの言葉がどうしてか続いてこない。

　聴こえてくるのは息いき遣づかいだけで、首を捻ひねっていると──そのっ、と唐とう突とつに。

『そ、その……橙矢、こんなこと、急に言っても困るかもしれないんだけど』

「？　うん」

『……あ、明日あした』

　すぅ、と。

　電話口の相手は、緊張をほぐすように大きく息を吸った。

『明日…………デート、しない？』

　ぎこちない声で、そう、言われて…………え？

「……え。で……ぇ、と？」

　考えもなしに訊きき返してしまった。うっ、うん──と、つばさが上うわ擦ずった声で続ける。

『ほ、ほらっ……あ、明日っ。休みでしょ？　それに、特査のバイトも、ないし……あっ橙矢の予定が空あいてればなんだけどっ。だ、だからっ』

「う、うん」

『約束っ……デートの約束、覚えてない？』

　急に話が飛んだような気がして──ぴりっ、と思考が火花を散らした。思い出す。まだ寒かった頃ころ、去年の冬。誰もいない屋上で、今みたいな携帯越ごしに交かわした約束──

「……一緒に、弓を引こう？」

　声に出して確かめると、電話口で息を呑のむ声が聞こえた。ついで、安あん堵どのため息。

『お、覚えている？　よかった……てっきり忘れちゃったかと思ってた』

「……いや、ごめん。思い出すのに、少し時間かかった」

　つばさの声があまりに嬉しそうだったので、申し訳なさから正直に言うと──くすくすという、思わず零こぼれてしまったような笑い声が返ってきた。

『ううん、いいよ。橙矢、最近ずっと忙いそがしそうにしてたし……まあ、忘れられてたのは、ちょっとショックだったけど？』

「……ごめんなさい」

　素直に謝ってから、気付く。つばさの声こわ色いろはからかうようでいて──けれども、時折エコーする息遣いは微かすかに震ふるえていて、それが緊張によるものだと悟さとってから、

「で、でも、こっちもすごい楽しみにしてたから」

　こちらも妙に携帯を握る手が硬かたくなり、つい本ほん音ねが零れた。

『そっ、そうなんだ……そっか……ふふ』

　そんな声だけでわかるくらい嬉しそうに笑われると……なんというか、色々と困る。

　頬ほおに当たる携帯が、ひんやりと冷たく感じるくらいに──顔が、熱い。

「……あ、でも今、弓きゆう道どう場じようって壊こわれてるんじゃ」

『うん。だから、弓は引けないんだけど……』

　それはつばさも承知していたのか、声は特に落らく胆たんの色もなく続き、

『代わりに、駆動銃ランゲージの訓練、一緒に手伝ってもらえないかなって』

「……駆動銃ランゲージの？」

　思い出すのは今日の一幕だ。研究所の訓練室で、美陽さんにいじられつつも顔を真っ赤にして駆動銃ランゲージを構えていたつばさ。あれを一緒に──手伝う？

「あ。もしかして……美陽さんの訓練がイマイチ、とか？」

『ううん、天之河室長は……その、色々してはくるんだけど、教え方も上手いし、私もすごく助かっているの。だから、橙矢としたいのは、そういうことじゃなくて……』

「じゃ、なくて？」

　言葉の先が読めずにいると、つばさが焦じれたように言った。

『だ、だからっ……橙矢と、その……二人っきりでっ、訓練したくてっ』

「っ……そ」

　そう、と僕は短い息を吐はき出す。しばらくして……息をするのを忘れていたことに気付いて、胸が少しだけ苦しくなった。慌あわてて喉のどを湿しめらせてから、

「……うん、わかった。じゃあ、一緒に訓練……しようか」

『はっ、はい』

　やけにかしこまった返事が聞こえて、僕は頬が緩ゆるむのを自覚した。

　息遣いからして──多分、向こうも息をするのを、忘れていたのかもしれない。

「待ち合わせとか、どうしようか？　研究所のエントランス前でいい？」

『え、と……その、出来たら、そこじゃなくて、池いけ上がみの噴ふん水すい公園……が、いい』

「噴水公園？　って……」

　そこそこ大きな公園だったはず。研究所からは遠いと言わずとも離はなれている。

「結構、遠くなると思うけど……そこでいいの？」

『だって、いきなり研究所の前じゃ、デートしているっぽい雰ふん囲い気き出ないから……』

　……あ、というつばさの抜けた声が聞こえてきて、僕はそれが思わず零れてしまった呟つぶやきだと知った。頬に触ふれるチタン金属がまたさらに、冷たく感じる。

「……じゃ、じゃあ、噴水前で。朝の十時で、いいかな？」

『……う、うん。いい』

　大事な確認が、ぼそぼそと囁ささやき合うような音量になってしまった。それっきり、つばさの息遣いだけが聞こえてきて、僕のそれも響ひびいていないかなと心配になった頃。

『……明日、楽しみにしているね』

　小さな囁きが耳に届いた。……僕は息を整えてから、口を開いた。

「……うん、僕も。じゃあ、また、明日」

『……明日、ね』

　くす、とつばさが温かな笑いを零して──ほどなくして、通話が切れる。

「……ふぅ」

　息を大きく吐き出し、僕は床ゆかの感かん触しよくを確かめた。地に足がついていないような──足あし下もとが覚おぼ束つかない感覚を覚え、熱っぽいのかと頬を触さわってみれば、もうとっくに熱かった。

「……明日」

　口に出してみると、毎日訪おとずれるはずのそれが、特別なものに思えてくる。

「長電話、しちゃったか」

　叩たたくような胸の鼓こ動どうを落ち着かせてから、僕は夕飯の片付けを手伝いに踵きびすを返した。




「……ちょっと早く来すぎたかな」

　見上げれば、突つき抜けるような青空が広がっている。

　週末の解放感で賑にぎわう──噴水公園。青々とした芝生しばふから続くちょっとした茂しげみ、ちょこんと並ぶベンチを抜けた先にある、大きな噴水が雫しずくの傘かさをつくる──その前。

　僕は一人、ぽつねんと立ち尽つくしていた。

「まだ四五分前……」

　公園にある大時計を見上げれば、さすがにちょっと早すぎた。早朝の散歩、という理由で今日は家を出てきたのだけれど、姉さんのやたら温かな眼差しに脇わき腹ばらのあたりがもぞもぞして、予定の時間よりも早く玄げん関かんを出てきてしまっていた。

「……ほのみにも、なにも言わなかったな」

　それに、なんとなく──つばさと二人で出で掛かけてくるとは、姉さんを含ふくめ、一つ屋根の下で暮らす少女にも言えなくて。ほのみがまだ寝ねている間に家を出てきていた。

　起こしちゃ悪い。そんな理由が、言い訳以外の何物でもないとは自覚している。

「──そこの人」

　ふと、聞こえた声が、自分に向けられたものだとすぐには気付けなかった。

　噴水の雫がつくる傘の下に──見れば、一人の青年が入ってくる。群ぐん青じようや藍あい、黒寄りの色を基調とした、風変わりな衣装が目に映った。そう……風変わりだった。

　あまり『鶺鴒』では見かけない──珍めずらしい、服の様式。

「道を、訊いても？」

　青年にそう訊たずねられて、僕はじっとこの人を見つめていたことを自覚した。

　顔立ちや背格好からして──多分、僕より一つくらい年上。あ。

「はい……えっと」

「……ああ。見知らぬ人には一ひと握にぎりの不ふ審しんを……っていう国でしたっけ、『鶺こ鴒こ』は」

　僕がなにかを言う前に、青年は軽く頭かぶりを振った。どこか悩なやむような、仕草。

「『鶺鴒』だと、身分を示したほうが早かったような……それはそれで怪あやしいのか？」

　……その言葉と風ふう貌ぼうから、ある程度の推測を導き出せた。

　多分──これで、正解だとは思うけれども。

「もしかして、外そ国とからの人……ですか？」

「あ、察してくれました？　有り難がたい──察しの良さはこの国の美点ですね」

　そう言って、青年はすっと手を差し出してくると、

「レーシュです。いわゆる、観光客やってます」

　なんの気負いも気き兼がねもなく──爽さわやかな笑顔と共に、握あく手しゆを求めてきた。

　その手を物珍しく見つめていると、レーシュと名乗った青年が不思議そうに首を捻る。

「あれ？　『鶺鴒』って、初対面の人間と気軽に握手とかしませんでしたっけ？」

「あー……た、多分？」

　戸と惑まどう理由はそれだった。あまり……身に覚えは、ないような？

　じゃあ、と相手はごく自然に手を伸のばし──すんなりと僕の手を握った。

「俺からさせてもらいますよ。よろしく、『鶺鴒』の人」

　そのまま握手した手を揺ゆらしてくる。いきなり手を握られたけれど──青年の雰囲気というか、さっぱりした空気もあってか、決して嫌いやな気はしなかった。

　ただ、それはそれとして──慣れない状じよう況きように対する戸惑いは、ある。

「ど、どうも……レーシュ、さん？」

「『さん』付けですか？　うぉぉ、むずがゆい」

　青年は本当にむずがゆそうに肩かたをすくめた。

「レーシュでいいですって。そんなに歳とし、変わらないでしょう？」

「まあ、見た感じ……？」

　一八ですよ、とレーシュさん……ではなくレーシュが口にするので、僕は、

「あ、一七です」

「大差なし、っと。一個差なんて同おない年みたいなもんですからね、出来ればその敬語もなしの方向でお願いしますよ。むずがゆいんで」

「……そっちは敬語だけど？」

「俺はまあ、これが地と言いますか。この言葉使いは、そうですね……外そ国との人間からの現地の人に対する敬意、だとでも思ってくださいな」

　はあ、と頷うなずいておく。なんというか、えらく奔ほん放ぽうな言語感覚である。

「ともかくですよ。俺はレーシュで一八歳、観光客ってことで。そっちは？」

　レーシュが切れの長い瞳ひとみに僕を映す。そっち、の意味は大体予想できた。

　そういえば、前にもこんなことがあったな──と、真冬の屋上を思い出しつつ。

「僕は、風峰橙矢。一七歳で……『鶺鴒』国民かな？」

「へえ。トーヤ……いい名前ですね。響きがいい」

　臆おく面めんもなく言われた。どうも、最近はよく褒ほめられるような。

　トーヤさん──と、レーシュは早さつ速そく、僕の名前を呼んできた。

「世間話でも挟はさみたいところですけど、まずはトーヤさんに道を訊ねさせてくださいな。特立研究機構……っていうやたら硬い名前の建物、どこにあるか知ってます？」

「え……研究所？」

　訊ねられた名前は、思いの外ほか身近なものだった。レーシュが片かた眉まゆを上げる。

「お、知ってそうな反応ですね。ケンキュウジョ……って聞こえたけど？」

「うん、通つう称しようなんだ。名前、覚えにくいからさ。ここから歩いてもいけるけれど……列車のほうが早いかな。ええと、ここから一番近い駅が……」

　と、僕は身み振ぶり手振りを交まじえて、研究所までの道筋を説明していく。まさかこの後、デートしにいく先がそこだとは言えない。それを抜ぬきにしても、自分の街の道を教えるのは存外に難しかったけれど、レーシュはどうやらすんなり理解したようで、

「なるほど、なるほど……意外と近かったんですね」

　研究所のある方角を遠くに見つめている。その横顔に陽ひが差して、陰かげが出来た。

「……研究所に、なにか用事が？」

　用事はもう済んでいたけれど、僕はなんとなく自分から口を開いていた。

「んー……捜さがし物、ですかね」

　レーシュはすんなり答えてくれた。それが嬉うれしくて、僕はもうちょっと踏ふみ込む。

「研究所に？　お土産みやげでも買うの？」

「いや、土産とは違ちがって……ああ、でも土産話くらいにはなるのかな」

　ふわっとした答えが返ってきた。レーシュの瞳が陽の光に眇すがめられる。

　眩まぶしい、というより──むしろ太陽の奥底まで見み極きわめようとするような、鋭するどい眼まな差ざし。

「まあ、捜し物というより、捜し人と言いますか。その人を捜すための手て掛がかりが、特立研究機構……現地風だと、ケンキュウジョ？に、あるんですよ」

「へえ…………その人と、会えるといいね」

　自然と言葉が口から出ていた。レーシュがふっと視線をこちらに戻もどす。

　その口元が、綺き麗れいに吊つり上がった。

「ああ、ありがとう。時間とらせちゃいましたね。誰だれかと待ち合わせとか？」

「あ、うん。まあ」

「この時間帯に噴水の前……相手は女の子と見ましたよ。とくれば、デートとか？」

　えほっ、と思わず咽むせてしまった。はは、とレーシュが愉ゆ快かいそうに声を上げる。

「ビーンゴ。こっちの言葉じゃ、逢あい引びきとか言うんでしたっけ？」

「い、いや……それはちょっと古いけどね」

　へぇ、古いのかー……と、青年は特に気にした様子もなく、辺りを軽く見み渡わたしてから、

「だったら、俺がここにいちゃ邪じや魔まになっちゃいますね。早々に退散するとしますよ」

「え、ああ、いや……」

　大時計を見上げれば、約束の時間まではまだ余よ裕ゆうがある。とはいえ、女の子とのデートの直前までここで他の人と話し込む、というのもどうかと悩んでいると、

「道、教えてくれて助かりました。また──いずれ、機会があれば」

　と、レーシュが片手を掲かかげ、あっさり踵を返してしまう。咄とつ嗟さだった。

「あっ……僕、研究所の研究員だから！」

　言葉を投げ掛けた。レーシュが足を止めこちらを振り返ったので、さらに続ける。

「なにか困ったことがあったら、研究所で僕の名前を出して。力になれると思う！」

　なにをどう力になれるかはまったく考えていなかった。ただ、この一時に偶ぐう然ぜん会った相手と、これっきり話が出来ないと思うと──どこか、寂さびしくて。

「……はいよ、トーヤさん」

　短い言葉が、風に乗って耳に届く。レーシュは唇くちびるの端はしを上に曲げ、もう一度片手を掲げると、今度はそれを左右に少しだけ揺らしてから、僕に背中を向けた。

　やがて、その背中が見えなくなるまで……僕はそこに立ち尽くしていて。

「──ごっ、ごめんっ橙矢っ。私、遅おくれちゃったっ？」

　と、慌あわてたような足取りで駆かけてくる──つばさに気付いた。

「家、結構早く出たんだけど……橙矢？」

「え、ああ。いや、僕が早く着きすぎちゃっただけだから」

　心の中で頭を振って、僕は改めてつばさの格好を見た。付き合いが長いと、お出かけ用の服装ともよく対面するのだけれど、今日の私服は初めて見るもので、

「……可愛いね」

　直前までぼぅっとしていたためか、いつの間にか率直すぎる感想を口にしていた。

「なっ……なっ、ちょっ、ちょっとっ、いっ、ぃいいきなりなにっ」

　つばさが口をぱくぱくさせて、真っ赤な顔を隠かくすように俯うつむく──その姿に。

　僕は平静を装いつつ、心臓をこれ以上ないほど叩かせて、

「少し早いけど、いこうか？」

　楽しみにしていた、と伝えると、つばさはさらに耳を赤くさせた。




「今日は誰も使う予約入れてないってさ」

　扉とびらが背で閉じる音を聴きいて、僕は一日ぶりの訓練室を見回した。

　結局、研究所までは徒歩で来たこともあって、室内の暖だん房ぼうが暑く感じる。道中、街の大通りを抜けてきたから、室内の静せい寂じやくが耳に心ここ地ち好よい。

　それでも、やっぱり暑い。僕は早々に上着を射しや撃げき台の脇わきに置いてから、

「つばさ。早速、訓練始める？」

　後ろにいるつばさに声をかけた。つばさにもこの部屋の温度は暑いのか、落ち着かない様子で顔を赤らめてそわそわしている。その目がそーっと僕を見上げた。

「……と、橙矢は、落ち着いているんだ」

「？　落ち着いている、って？」

　意図が読めずそのまま返すと、つばさはどこか拗すねたような顔でそっぽを向き、

「だ、だから……こうして、部屋に……他に、誰もいない、のに……」

「うん。今日、ほとんど貸し切りみたいだし。落ち着いてできると思うよ」

　せっかくのつばさとのデートだ。訓練も兼かねているのだし、他人を気にせずゆっくりと過ごせるのは有り難い限りだと思う。

「……ああもぅっ……この、ど天然っ」

　だと思うのに──つばさは何な故ぜか、むっと柳りゆう眉びを逆立てている。頬ほおが赤く、唇をきゅっと閉じている様子は、怒おこっているようにも、恥はずかしがっているようにも見える。

「……天然じゃ、ないと思うけど？」

　今日の発言を思い返して、特に問題も見当たらなかったので、そう口にした途と端たん。

　ふぅぅぅん……と。つばさが、色々と……感情が渦うず巻まいていそうな声を響ひびかせ、

「そう……ほんっっとに自覚ないんだ……」

　きっ──と、まるで睨にらむかのように、上うわ目め遣づかいを向けてきた。ええと……あれ？

　その首から耳まで赤く染まった表情を前に、ようやく困こん惑わくに至るも。

　ずんずん、とこちらに歩いてくるつばさを止める術すべはすでになかった。

「……今日という今日は、わからせてあげるんだから」

　そう、小さな呟つぶやきが聞こえた気がして。

　つばさは足を止めることなく──そのまま僕の胸に寄より添そってきた。え。

「えっ、あ、あ……あの、つばさっ？」

「……訓練、一いつ緒しよに手伝ってくれるんでしょ？　だったら、こうやって……」

　ぎゅぅ、と柔やわらかな感かん触しよくが衣服越ごしに胸元に伝わってきて、

「しっかり……そ、傍そばで教えて」

　僕の胸元から、お互たがいの瞳がのぞき込める距きよ離りで、むっとした顔で見上げてきた。

　その目元は、目め尻じりが吊り上がりつつも──ほんの少し、潤うるんでいて。

　強気なようでいて弱気な、初めて見る表情だった。

「……う、うん」

　頷かなくちゃいけない気持ちより、先に──頷きたい気持ちが勝まさった。

　つばさが僕に密着したまま向きを変え、射撃台の前に移動する。自然、僕はつばさの背中に回ることになり、その身体からだを胸元にすっぽり収める形になった。

　すりすり、とつばさは前を向いたまま、自然と頭を僕の胸に預けてくる。

「……か、髪かみ、くしゃくしゃになるよ？」

「いい。後で梳とかすから」

　素そっ気けない返事と共に、焼やき栗ぐり色の尻尾しつぽのような髪が顎あご先をくすぐる。なにかの花だと思う香かおりが鼻び腔こうまでくすぐり、僕は少しだけ身を引こうとして──つばさがさらに頭を押しつけてきたため、身動きが取れなくなった。

　この位置を変えるつもりは、ないらしい。つばさはこちらを振り返らないまま、

「橙矢訓練官、まずどうしたらいいですか？」

「……その呼こ称しよう、やめない？」

「やだ」

　頭でぽすんと僕の胸元を叩たたいてくる。早く、と急せかすような仕草。

　なんだろう──この、物理的にも、精神的にも押されているような状じよう況きようは。

「……じゃあ、まずは駆動銃ランゲージを両手で握にぎって、水平に構えてみて」

　おとなしく、訓練官として先を促うながすしかないような。

　つばさが言われた通りに訓練用の駆動銃ランゲージを構える。少し、腕うでがふらふらとしている。それもそうだ──物を持ち上げるのと、持ち続けるのはまったく別物である。

「つばさ、肘ひじの関節をもっと緩ゆるく意識してみて。銃だけを構えようと思うと腕が突つっ張ぱっちゃうから、もっと腕ごと銃を持ち上げるイメージだといいかも」

「……こ、こう？」

　つばさの肘が少しだけ曲がる。けれどもまだ、緊きん張ちようしているのが見て取れた。

「け、結構、難しい……」

「うん、最初はね。構えようと意識しちゃうのは仕方ないよ。ゆっくり慣れよう」

　誰でも初めはそうだと思う。すると、つばさはそっと僕を見上げると、

「……お、お手本になる人がいれば、もっと早く慣れる、かも」

　身体ごと僕の胸元に寄り掛かってきた。すりすり、と首のあたりがくすぐられて、僕は思わず手足を硬くする。つばさが再度、ちらと見上げてくる。その頬が赤い。

　まるで、ねだるような──そんな視線だった。

「お手本に、なる人？」

「……はい」

　降参、という二文字が頭に浮うかんだ。とはいえ、苦笑するだけの余裕も……ない。

　僕は一度、つばさから離はなれようとして──つばさが片足を後ろに引き、僕の両足の間に入れてきた。つばさは頬を膨らませると、駆動銃ランゲージをぐっと掲げてくる。

「……このまま、一緒に握って」

「そ、それで訓練になるのかな…………はい」

　腐くされ縁えんの拗ねたような視線に貫つらぬかれ、僕はつばさを胸元に収めたまま、駆動銃ランゲージを構えるその手に触ふれた。ぴくん、と震ふるえる細い手を包み込むように、握る。うわ。

　びっくりする。思った以上に──指先から手の甲こうまで、柔らかい。

「ひゃっ……と、橙矢、優しく握りすぎ……く、くすぐったいよ」

「え、そうかな？　ええと」

「ひゃぁぁっ、つ、強いってば！」

「ご、ごめんっ。こ、これくらい……？」

　赤い顔に睨まれ、三度目でようやく握あく力りよくの調整を終えた。銃を構えるつばさの手を握っているため、どうしてもつばさを後ろから抱だきしめるような体勢になってしまう。

　さすがにこれは……恥ずかしい。僕は口早に言った。

「じゃ……じゃあ、腕は僕が固定するから。つばさは思考昇華パラダイムシフトの準備、よろしくね」

　射撃台の先には当然、的まとがある。思考昇華パラダイムシフトの訓練室では、放たれる銃じゆう弾だんが危険極きわまりないものであるため、その的は通常では想像もつかないほど……ではないにせよ、そこそこの強度を誇ほこっていたりするのだけれど、つばさの場合は少々特とく殊しゆな的を準備してある。

「物質化した神経信号……タイムラグの弾たまが的に当たれば、その箇か所しよが光るから」

　詳くわしい原理は知らないけれど、と僕は内心で呟き、遠くにある的を見み据すえる。腕の中のつばさは目を閉じて集中しているけれど、肩かたが強こわ張ばっていた。

　当たり前だと思う。訓練を始めて、まだ一か月と経たっていないのだから。

「……ねえ、橙矢」

　ふと、つばさが瞼まぶたを開け、僕を見上げてきた。眉まゆ尻じりが下がっている。

「……失敗しても、笑わない？」

「笑わないよ」

　僕は頬を緩める。当たり前だ。そんなことで笑うつもりは毛頭ない。

　うん、とつばさは少しだけほっとしたように頷うなずくと、射撃台の先を見据えた。

「……私ね、もっと上手になって、早く橙矢に追いつきたい」

　囁ささやきのような音量のそれは、静かな室内でははっきりと僕の耳元に届いた。

「……僕に？」

「うん、橙矢に。早く橙矢と同じところに立って、同じものを見て、同じものを感じたいの。昔はそうだったと思うけど……ここ二年は、ずっと見てこられなかったから」

　二年間──僕がずっと身勝手な理由で、武装研究員であることを隠していた時間だ。

　その間、確かに僕は──つばさとは違ちがうものを見続けてきていた。

「……隠してて、ごめん」

「そのことはもういいの。あんまり気にすると怒るよ？」

　気にしていることは見み抜ぬかれていたらしい。僕は頷くことで反省を示す。

　それを受けてつばさは満足げに微ほほ笑えむと、だからね、と嬉うれしそうに続けた。

「私は、橙矢に早く追いついて、橙矢と同じところにいたい。でも、これって私のわがままだから、本当はこうやって橙矢に教わるのもだめなのかもしれないけど」

「だめってことはないよ。むしろ……そういうことなら」

　手助けしたい。そう、僕は腐れ縁の少女に伝えた。

　昔の僕を受けいれてくれて、今の僕と同じものを見たいと。僕がひた隠しにしていた世界を知って、それでもなお、こちら側に足を踏ふみ入れたいと言ってくれるのであれば。

「僕の手くらいだったら、いくらでも……喜んで貸すからさ」

「……その言葉、後こう悔かいしない？」

　つばさが悪戯いたずらっぽく唇くちびるの端はしを上げ、頭でぽすんと僕の胸元を叩いた。

　そういえば。こんなからかうような表情も──初めて、見た。

「私、結構、負けず嫌ぎらいだから。橙矢に追いつかないと負けた気がするし、追いつくまでずっとこうやって、橙矢のここ、占せん領りようしているかもよ？」

「それは……困るね」

　苦笑を浮かべると、でしょ、とつばさが嬉しそうに目を細めた。

「だから、占領はしないから……今だけは、私のこと、しっかり訓練して」

「……うん、了りよう解かい」

　僕の掌てのひら越ごしに、つばさの手が銃じゆう把はを握りしめる。もう、硬さは残っていない。

　銃口が上がる。照準が遠くの的に定まる。引き金にかかった指が──動く。

　────寸前。

　ばんっ、という音が炸さく裂れつした。

「きゃっ」

　つばさの悲鳴が上がった途端、僕の身体は反射で動いていた。つばさを背に回し、手が腰こし元もとの大型拳けん銃じゆうに伸のびる──ところで、ようやく異変に気付く。

　辺りが……暗い。というより……見え、ない？

「……て、停電？」

　背中にいるつばさから声が漏もれた。訓練室の明かりは根こそぎ失われ、ようやく目が慣れてきて部屋が薄うす暗ぐらく見えてくる。光がない分、吐と息いきがやけにはっきり聞こえた。

　つまり──停電だ。僕は駆動銃ランゲージの構えを解いてから、天てん井じようを見上げた。

「訓練室の電源が落ちたってことは……この階のブレーカーが落ちたのかもね。少し待っていれば、復旧すると思うよ」

「研究所でも停電とかってあるんだ……」

　不安なのか、つばさが背中にそっと寄り添う気配を感じた。ああ、言われてみれば。

「停電って初めてか……多分、どっかの実験室が無茶な設定にでもしたんだろうけど」

　研究所は残ざん留りゆう体たいの実験を行っている。仮死状態にしてあれこれ実験するのだけれど、電源が落ちたとなれば、培ばい養よう器等の設備にも影えい響きようがあるかもしれない。さすがに、先の事件のような、残留体が暴れ出すような事態までには発展しないだろうけれど──

「……真っ暗、だね」

　少しまずいかなと内心で冷ひや汗あせをかいていると、つばさのくぐもった声が聞こえた。

　背中にくすぐったい感かん触しよくがある。つばさが口を動かすと、もごもごするから……

「つばさ、もしかして……顔、埋うずめている？」

「……暗いから、わからないと思って」

　じ、自己申告している時点であまり意味もないような……。

「……だめかな、橙矢？」

「いい、けど」

　やったっ、という小さな声が響ひびいて、ぎゅー……と、つばさの両りよう腕うでが胴どうに巻き付いてきた。なにやらふにゃっとした感触が、背中一いつ杯ぱいに広がっている。……あれ。

「もしかしなくても……抱だきついている？」

「……暗い、から？」

　疑問系だった。こつん、とつばさの頭が背に当たり、非常に……むずむずする。

　橙矢、とつばさが身を硬くする僕に抱きついたまま、呟つぶやいた。

「わからせるって意味……わかった？」

　それは──つばさが、訓練の初めに言った質問だった。

　わからせる……そうだ。僕はまったく、わかっていなかったのだと思う。

　つばさが今日、僕に見せてくれた表情は──どれも初めてのものばかりだ。強気なようでいて、弱気で。拗すねているようで、驚おどろくほど素直で。僕と同じものが見たいと言ってくれる、つばさに──僕は確かにずっと、苦しいくらいに胸を高鳴らせていた。

　相手がただの……腐れ縁であるだけじゃ、きっとこうはならなかったから。

　僕はもう、自覚しているのだと思う。

　つばさは、友達で、腐れ縁で、女の子で────異性、なのだと。

　僕は自分の心臓の鼓こ動どうを聴きいてみて、答えた。

「……結構、しっかりと」

　そ、とつばさの声は満足そうに聞こえて──この距きよ離りだと、震えているのが丸わかりだった。そもそも、腕や肩、僕に触れているつばさの身体からだ全ては、今まで知ることもなかった女の子の柔やわらかさを伝えてきていて、そして──緊張している。

「……私、絶対、追いつくからね」

　つばさが静かに、宣せん誓せいするように言った。

「いっぱい訓練して、上う手まくなって、橙矢と同じところまでいって……」

　ぎゅぅ、とかちこちに緊張しているであろう腕で、抱きしめられる。頭が燃え上がるように沸ふつ騰とうして、くらくらしたまま、つばさの声だけが耳に届いた。

「こういうことも──いつでもできるように、なるから」

　それは……緊きん張ちようしなくなるくらい、度胸をつけるという意味なのか。

　あるいは、それとも──そのもう一つの可能性を考えようとした、そのときだった。

「っ」

　ばんっ、という聞き覚えのある音が響き、光が瞼を灼やいた。

「眩まぶしっ…………けど、戻もどった……かな？」

　電源が復旧したらしい。目が慣れてきた頃ころ、つばさはちょっと遠くに立っていた。

　蛍けい光こう灯とうの下、つばさは頬ほおを赤く染めたまま、そっぽを向いて、

「……もう、暗くないから」

　どこか拗ねたように言った。僕は思わず苦笑を浮かべて──その直後だったと思う。




　ぐらんっ、と。遅おくれたように、床ゆかが──訓練室が、大きく揺ゆれた。




「っ!?」

　足あし下もとが強制的にずらされるような感覚だった。立っていられず、すぐ傍そばの壁かべに手を突つっ張ぱる。見れば、つばさも射しや撃げき台の上にしがみついていた。

　時間にしてみれば──決して長くはない、少しの間。

　その揺れは、大きさと反比例するかのように、ものの数秒でぴたりと止まった。

「……止まっ、た？　つばさ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「う、うん。なんとか……す、すごい揺れだったけど。今のも、停電の？」

「いや、さすがにそれは……」

　つばさが立ち上がるのに手を貸しながら、僕は記き憶おくの底をひっくり返す。地面が強制的に下へ落ちるような感覚──停電の影響ではあり得ない、この感覚に覚えがあるとすれば。

　似ているとすれば。潜せん水すい都市が……海深くに潜もぐるときの──始まりの、揺れ？

「──っ、だいだいやじるしっ」

　突とつ然ぜん、聞き慣れた声が耳に刺ささった。

　同時に、自動開閉扉とびらを抜ぬけ、亜あ麻ま色いろの髪かみが部屋に飛び込んでくる。険けわしい表情で室内を見回し、僕たちを見つけると、あからさまにほっとしたように肩を休ませた。

「み、美陽さん？　どうしたんですか？」

　我らが室長、美陽さんが息を切らしたまま、こちらに駆かけ寄ってくる。

「だいだいやじるしもつばさんも無事だね。どこか怪け我がは？」

「してない、ですけど……」

　つばさが呆あつ気けにとられたように目を丸くして、息を呑のんでいる。普ふ段だんからは想像ができないほど、慌あわてた様子の美陽さんに。僕は思わず訊きき返した。

「って、美陽さん、どうしてここ……」

「溜たまりの仕事があってね、休日出勤というやつだよ。何な故ぜここに、ということであれば……二人の逢あい引びきを邪じや魔まする気はなかったのだけれどね。一応、職員がどの時間帯にどの施し設せつを使っているかくらいは、室長には閲えつ覧らんできるのさ」

　その言葉に、つばさが焦あせったように顔を伏ふせた。僕といえば──まったく関係なく、逢い引きって古い、と頭の片かた隅すみで勝手に考えていて。

「……なにか、あったんですよね？」

　もしかしたら──疑ぎ問もん符ふをつける必要はなかったかもしれないけれど。

　うん、と。我らが室長は、質問に答えるように一つ頷うなずいた。

「……先程の停電は知っているだろうから、簡潔に事実だけを伝えるよ」

　混乱しないでね、と前置きになっていないような言葉を重ねて。

　わざわざ、僕たちを心配して──捜さがしにきてくれたほどの、事実を。

　短く、それこそ簡潔に、伝えた。

「『鶺鴒』が──沈しずんでいる」







　第二章　希望の塔とう　─The guy says "I'm a ghost"─







　空が、あおい。

　教室における僕の席は窓側で、少し顔を傾かたむければ今日の空模様が覗のぞき込める。快晴、曇どん天てん、雨天、あるいは雷かみなり。表情は毎日、驚おどろくほどにきまぐれだ。

　ただ今日に限っては、空は、どこまでも続いて変わらない──碧あお色である。

「こうしてみると……潜せん水すい中の空と自然の空って、やっぱり違ちがうよね」

　何気なく呟つぶやくと、だな、と同意の声が隣となりから返ってきた。

　僕と同じように窓の外を眺ながめていたノボルが、人工太陽の光に目を眇すがめる。

「今はまだ、潜水──じゃね、沈ちん下かか。沈んでから二日だから浅い海域にいるが、日が経たてば経つほど、どんどん碧くなってくんだろうぜ」

「……でも、みんな知らないんだよね」

　そう呟いたのは、後ろの席に腰こし掛かけるつばさだ。隣にはほのみの姿もある。女性陣じんに共通するのは不安そうな表情で、つばさが代表するように口を開いた。

「近辺海域の潮が不規則で、安全のため一時的に潜水します──って、今朝のニュースでも言っていたけど……最初から嘘うそって知っていると、変な感じがする」

「本当のことが知れたら知れたで、それは大おお騒さわぎになるような気もすっけどな」

　よっ、と掛かけ声一つ、ノボルが勢いよく上体を起こした。

　うん。ノボルの言わんとするところを察して、僕は一つ頷うなずいた。

「『鶺せき鴒れい』が勝手に沈んでいるなんて知れたら、パニックになるってことだよね」

　────『鶺鴒』が──沈んでいる。

　そう、我らが室長から告げられたのはほんの一昨日おとといの話だ。その事実を聞いた当初は、内容もさることながら、美み陽よさんの真しん剣けんな表情に、僕は思わず首を捻ひねってしまった。

　なにを、と。なにをそんなに慌あわてているんだろう、と。

「潜水都市が沈むなんて、普段だったら当たり前のことなのに……」

「それが故意に引き起こされたとなれば話は変わってくるのさ──だっけか」

　ノボルがなぞるような口調で言った。口ぶりからして、美陽さんの真ま似ね。

「『鶺鴒』が時期外れの潜水をしているだけだったら楽な話だったんだろうが……」

　同どう僚りようは頭の後ろで気け怠だるげに腕うでを組む。その態度とは裏腹に、宙に向ける瞳ひとみは鋭するどい。

「──まっさか、壊こわされるとはな」

　それは、この常つね日ひ頃ごろから陽気な親友には珍めずらしい表情だった。

「何者かが研究所の地下にある、都市の機関部に侵しん入にゆう、セキュリティを突とつ破ぱした末、中ちゆう枢すうにあるメインエンジンを半はん壊かいさせた──ってのが、姐あね御ごの弁だったか」

　一昨日の真っ昼間──『鶺鴒』の機関部が、何者かに襲おそわれたらしい。

　らしい、と曖あい昧まいな語ご尾びがつくのは、その事実が美陽さんからの伝でん聞ぶんで知らされたため、いまいち実感が持てないのが、理由の半分。もう半分は、ごくごく単純に──

「……なんでそんなことするのかな」

　ぽつりと言うほのみの声にも張りがなかった。純じゆん粋すいなほのみはその分、他人の悪意に特別敏びん感かんだけれども──今回は、僕の胸にも同様の疑問が生じている。

　メインエンジンの破は壊かい。それはつまり、『鶺鴒』の──

「沈ちん没ぼつが狙ねらいかあるいは、ってところか。だとすりゃ大成功なんだろうが」

　ノボルが面白くなさそうに言った理由は、僕にも理解できた。

　潜水都市『鶺鴒』は現在、ゆっくりと海中に沈んでいる。

　機関部に与あたえられたダメージが思いの外ほか大きく、都市を海面に浮ふ上じようさせておくだけの力を失ったのが原因──と、これもまた美陽さんからの伝聞で知った情報だ。

「まあ、大丈夫だとは思うけどな。機関部の修復、急ピッチで進んでいるらしいからよ。しばらくは海の空だろうが、少しすりゃ浮上できるだけの機能も取り戻せるだろうし。それよか問題は……こっちのほうだ」

　そう言って、ノボルは机脇わきの鞄かばんを漁あさると、中からネスティを取りだした。学園に持ち込んできたらしい、その卵形端たん末まつの背面キーボードの上を、ノボルの指先が躍おどる。

　ややあって、卵形の中央にある画面に、不鮮せん明めいな画像……いや、映像が映った。

「……これって？」

「機関部に設置してあった監かん視しカメラの映像だ。姐御経由で送ってもらったんだが、一応その『何者』かが映っている唯ゆい一いつのそれだぜ」

　見れば、映像の端はしに黒い影かげが現れた。人形の影──画質が粗あらくて人相は判別できない。

　おそらく、男だ。画面の中の影は、ゆったりとした足取りで進み──不意に、立ち止まって、こちらを見上げた。画面越ごしに、影と目が合う。も、しばらくして影は再び、何事もなかったかのように歩き始め……画面の外に消えていった。

　時間にしておよそ、一〇秒程度。ノボルがそっと肩かたをすくめる。

「──とまぁ、こんだけだ。この後すぐに、コイツはメインエンジン前のセキュリティを突破して、内部に堂々と侵入したことになる。橙とう矢やっちが言ってた停電ってのは、大方機関部が沈黙シヤツトダウンした影えい響きようだろうな。その後の顛てん末まつは……まぁ知っての通りだぜ」

「……でも、セキュリティってそんな簡単に突破できるものなの？」

　考え込むような仕草を見せるのはつばさだった。

「私、そういうの詳くわしくないけど、『鶺鴒』のメインエンジンって、大事なものなんでしょ？　そんな簡単に侵入できて、たった一人で壊せるようなものなの？」

「いーや、ないな」

　機械に強いノボルは短く答えると、手元のネスティを操作する。画面上になにやら複雑な図式のようなものと、乱れ飛ぶような数字の羅ら列れつが浮うかび上がった。

　機関部のミニチュアだ、とノボルは僕たちにも見えるように画面を傾けると、

「潜水都市『鶺鴒』を支える超ちよう大型駆エ動ン機ジ関ン、『ラピュセル』──『鶺鴒』の浮上、潜水から海面浮ふ遊ゆうの姿勢制せい御ぎよまで任された、まさに『鶺鴒』の心臓部っつーシロモンだぜ」

　その指が再び、画面を弾はじく。今度は分厚い扉とびらのような画像が浮かび上がった。それが、機関部前と思われる通路に、等とう間かん隔かくで何枚も並んでいる。

　セキュリティ──多分、これがそうなのだと思う。

「ラピュセルのある機関部前には、思考昇華パラダイムシフトで創られた障しよう壁へきが連続している。どれも橙矢っちの花はな吹雪ふぶきを浴びせられても、少しは耐たえていられるような強度なんだが……」

「……突破されちゃった？」

　ほのみがおずおずと訊きいてくる。あぁ、とノボルは再度、画面を指でなぞった。例の監視カメラの映像が前に出てくると、静止した画面の中で佇たたずむ、侵入者の姿が映る。

　たった一人で『鶺鴒』の心臓に到とう達たつした──その人物。ノボルが低く唸うなった。

「セキュリティを破っただけでもありえねぇっつーのに……ラピュセルの機能を半分近く潰つぶしていきやがった。つか、セキュリティの壊し方があまりにも……破片一つ残してねぇっつー噂うわさだぜ。しかも未いまだに足取りが掴つかめてねぇってんだから」

　幽ゆう霊れいかよ──というその呟つぶやきに、胸の奥ですとんと落ちるものがあった。

『鶺鴒』の至る所に血液を送り出す、都市の心臓。そこに刃やいばを突つき立て、忽こつ然ぜんと姿をくらます──あまりに大だい胆たんかつ鮮あざやかな手て際ぎわで、まるで実感が湧わかなかったのだけれども。

　幽霊。この侵入者を表す記号として──それは、妥だ当とうな気がした。

「──とか言いつつ、皆みなさんの顔が幽霊みたく暗くなってますよ？」

　不意に。跳はねるような声が、どこからか聞こえた。

　咄とつ嗟さに首が左右に巡めぐる。いない。上下も──と、顔を下に向けて、気付いた。見覚えのあるセミロングの髪が、机の下でさらさらと零こぼれている。え。

「どうもー先せん輩ぱい。下から失礼しています！」

　だぼだぼセーターを着る御厨みくりやさんがにんまり笑って、机の下から僕を見上げていた。

「み、御厨さんっ？　え、なんでそんなところ!?」

「やー、被ひ写しや体たいを撮とるには色々な角度から見るのが必要なのですよー」

　そう言いつつ、御厨さんはいそいそと机の下から這はい出てくる。御厨さん今カメラ持ってないし角度ってどんな角度なのとか、色々と疑問は湧き出てくるのだけれど。

　呆あつ気けにとられる他三名を代表して、僕はおずおずと訊たずねた。

「……今の話、聞いてた？」

「幽霊がどうこうという話であれば僭せん越えつながら。それより前は聞いていませんよ？」

　御厨さんが唇くちびるをにゅっと曲げる。その表情からは特に含ふくんだ感情は読めない。

　うぅん……どう、だろう。ポーズという可能性も、あるといえばあるけれど。

「……急に出てこられると心臓に悪いから、今度は正面から来てね」

　聞かれていたらそれまでである。御厨さんが何な故ぜか嬉うれしそうに目を輝かがやかせた。

「はいですっ。先輩はやっぱり先輩ですねー、器うつわが大きいですっ」

　さすがですっ、などと相変わらず持ち上げてくれつつ、

「そんな先輩に……御厨葉は子こ、本日はご用があってきたんですよー」

　そう言って、御厨さんはそっと僕に身を寄せてきた。心なしか……というより、明らかに面白がっている表情で、僕の耳元で、後ろにも聞こえるくらいの音量で囁ささやき始めた。

「先輩は『カナンタワー』という建物をご存じですか？」

「……カナン……タワー？」

　聞き慣れない名前だった。それが御厨さんにも伝わったのか、

「ええ、先週オープンしたばかりの『鶺鴒』でもっとも高い観光スポットで、今や入場が半年先まで予約で埋うまっているという驚きよう異いの建物ですよ。皆さん新しいものがお好きですからねー、波に乗ろうとチケットの争そう奪だつ戦せんが日夜行われているほどです」

「それはまた……すごいね」

　そう返しつつも、さっきからぐいぐいと身を寄せてくる御厨さんと、後ろから突き刺ささる強きよう烈れつな思し惟いの線……もとい、視線が気になって仕方ない。

「でですね、そのチケットをわたくし御厨葉子、たまたま入手していまして……」

　ぴら、と御厨さんが指先に入場券らしき紙を挟はさんでみせた。二枚。大人気の観光スポット、滅めつ多たに手に入らないチケット……そこまで考えたところで。

　先輩、今日放課後空あいてますか──と、御厨さんが悪戯いたずらっぽく口元をほころばせた。

「このチケット、是ぜ非ひとも先輩と……」

　ちょっとっ、と、んんっ──と、はっとしたような二つの声が慌てて飛び。

　ほのみとつばさがわたわたする中、御厨さんはにんまりと笑って──

「──お仲間さんたちにお譲ゆずりしたいと思いまして」

　指と指の間に挟んだチケットを、ぴら、と僕に向けて差し出してきた。

　ぽかん……とする僕たちをよそに、御厨さんは残念そうに首を横に振ふる。

「やー、本当はわたしが行きたかったんですけどね。今朝、別の特ダネが入ってしまいまして。チケットの期限今日までですし、よかったら先輩に活用してもらいたいなーと」

　思いまして、と──にんまりの笑顔だった。まるで種明かしをするような口調である。つばさとほのみの力が抜ぬけるのが見て取れて、僕も思わず肩の力が抜ける。

「……御厨さん。嬉しいんだけど、その、もう少し言い方を……」

「あはは、すみません」

　つい楽しくて、と愉ゆ快かいそうな笑顔が本ほん音ね丸出しだった。やっぱり、確信犯。

　いやもうなんというか。僕は苦笑を浮かべてから、チケットを受け取った。

「ありがとう。ありがたく使わせてもらうよ」

「いえいえ。あ、でも、そのチケット二枚しかないんですよね。風かざ峰みね先輩には、個人的に出来れば行ってもらいたいですし、そうなるとー……風峰先輩と遊びにいけるのは？」

　誰だれになるんでしょうかー……と、御厨さんはどこか棒読みに言った。

　その言葉に──ぴく、とほのみとつばさが肩を揺ゆらす。視線をあてどなく泳がせ、そーっ……と、互たがいに顔を見合わせた。どことなく、探さぐるような素そ振ぶりで。

「……恨うらみっこなしのじゃんけん一回勝負で、どう？」

　ほのみ、とつばさが低く呟いた。表情はやけに鋭するどくシリアスで、見ればほのみの瞳ひとみにも戦場に赴おもむくような決意の光が宿っている。え。

「んっ。絶対負けないからっ」

　二人がわかり合ったように頷うなずく。えらく、好戦的な空気が醸かもし出されていた。

　ええ……と。じゃんけん？　僕は一応、そーっと手を挙げてみる。

「……その、僕が行かない代わりに、ほのみたち二人で行ってくるっていうのは……」

「橙矢は黙だまってて」「とうやくん静かにしてて」

　ぴしゃりと断られた。女性陣じん二人は今や、臨戦態勢と言わんばかりの気き迫はくで、掌てのひらをぐーぱーしたり腕うでをぐるぐる回し始めている。これは……多分、そうだ。

　隣となりでは、御厨さんが堪こらえきれないように笑い声を漏もらしているから。

「……御厨さん、絶対わかっててやってるよね……」

「いえいえまさかー。わたしはただ、チケットを差し上げたいだけですよー……あっ」

　御厨さんが突とつ然ぜん、席を立ち上がった。なにかと思えば、廊ろう下かに一目散に飛び出していき──誰かの腕をぐいぐいと引っ張って戻もどってくる。いや、誰か……じゃぁない。

「風峰先輩っ、新たなじゃんけん参戦者を連れてきましたよっ」

「……なんの騒さわぎ？」

　リノンが何故か、御厨さんに腕を掴まれていた。いきなり廊下から引っ張られてきたというのに、表情は相変わらず一ミリたりとも動どう揺ようを見せない。

「さぁさぁリノンさん。いざ、風峰先輩争奪戦に参加してくださいなっ」

　御厨さんがリノンの背中をぐいぐい押していく。その理由はさることながら、あのリノンにあそこまで迫せまれる御厨さんに、むしろ驚おどろいてしまう。リノンはリノンで、すれ違ちがいざまに、僕にどういうことかと視線を向けてくるけれど、こちらにも返す表情がなくて。

　ではではっ、と御厨さんは、リノンを加えた女性陣三人を見回した。

「さーてそれではお三方、準備はよろしいですかー？」

「……オレ、さりげなくはぶられてね？」

　おーいおーいと男泣きするノボルに、優しい気持ちで肩を貸しつつも、僕はもう自分の意思なんて介かい入にゆうさせてはくれまい目の前の戦場を見守る。

　ほのみがむぅと頬ほおを膨ふくらませ。

　つばさがきっと眉まゆ尻じりを吊つり上げて。

　リノンは今になって状じよう況きようを把は握あくしたのか……はぁと呆あきれたように息を吐はいた。

「いいですかー、いきますよー？　じゃーんけーん……」

　御厨さんの掛かけ声に合わせて、三人がゆっくりと、同時に腕を振り上げる。

「ぽんっ」

　──剣けんを違たがえるように出した手は、果たしてすぐに勝敗を決した。

　ちょきと、ちょきと、ぐー。頬に当てると痛い、その手を出した人は──

「……勝ち？」

　リノンは表情を変えないまま、小首を傾かしげた。




　カナンタワー八六階、展望台フロアは大混雑していた。

　放課後、二枚のチケットを持って、僕とリノンはカナンタワーを訪れていた。

　大人気観光スポットと銘めい打うつだけあって、見回す限りに人、人、人──と、ちょっと酔よいそうなくらいに大勢の観光客があたりを埋め尽つくしている。

　おかげで、フロアの外がい縁えん部に広がるその絶景に辿たどり着つくまで、随ずい分ぶんとかかった。

「うわぁ、さすがにすごい……ね、リノン？」

「……ええ、そうね」

　傍かたわらに立つリノンが、そっとはめ込まれた硝子ガラスに手を触ふれた。
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　その下には、模型のように建ち並ぶ高層ビル群や、巨きよ大だいなあやとりをしているような道路──都市の全てが広がっていて、碧あおい空の下もとに一望できる。

「半年先まで予約が埋まっているというのも、わからなくはないかしら」

「だよね……あ、でもさ、街にこんな高い塔とうなんてあったっけ？」

　御厨さんからチケットを貰もらったときから覚えていた違い和わ感かんである。不思議なことに、『鶺鴒』でもっとも高い建物と謳うたわれるこのカナンタワー──工事も相当大おお掛がかりのはずなのに、タワーの前身を見たような記き憶おくが思い返してみてもまるでなくて。

「最近出来たらしいけど……いや、僕が単に知らなかっただけかもしれないけど」

「──この塔は思考昇華パラダイムシフトで出来ているのよ」

　リノンは唐とう突とつに、そんなことを言ってきた。

　地上八六階ほどの高さから、あくまでも表情を変えず、街を見下ろしながら。

「カナンタワーの建設は、大部分を思考昇華パラダイムシフトの物質で代用しているの。知っての通り、思考昇華パラダイムシフトの物質創造は一いつ瞬しゆんだから……建設自体は一週間程で終わっているはずよ」

「へえ、そうなんだ……リノン、詳くわしいね？」

「そうでもない。私の……古巣に関係する話だから」

　それとなく知っていただけ、とリノンは乾かわいたような言葉を口にする。

　古巣。リノンがかつて、所属していた──旧政府が関係している？

「だから……一応、この塔の解説ガイドくらい出来るけれど？」

　窺うかがうような目線が見上げてきた。ええ……と？　断る理由はないので頷く。

　そう、と何気なく言ったリノンは、最近わかってきたけど、多分お喋しやべり好きだ。

「では……地上一二〇階建ての『鶺鴒』最さい高こう峰ほうの建物──カナンタワーは、触れ込みこそいかにも客寄せ向きだけれど、実際は新設の観光名所というより、イコンとしての意味合いが強いと言われているの」

「い、こん？」

　すぐには字が思い浮うかばない。いこん……いこん……あ。

「……い、遺い恨こんってこと？」

「なにを想像したのか予想はつくけれど、そっちの『いこん』じゃないと思う」

　真顔で訂てい正せいされると少し恥はずかしい。リノンは気にした様子もなく続ける。

「遺恨じゃなくて、イコン──カナンタワーは、『鶺鴒』新政府の象しよう徴ちようなのよ」

「新政府……っていうと」

「二か月前に武装蹶けつ起きして、失敗した『旧』政府──それを再興した、特立研究機構を中心とした新しい政権のことね。だから、私の古巣と言ったの」

「ああ、なるほど……」

　二か月前から、研究所は常に慌あわただしい。その理由がリノンの言った通りで、政権を立て直すべく上層部が走り回っているからだと、前に美陽さんも言っていた。

　象徴イコン。新たな政府の、それ。リノンにとっては、どういう風に映るんだろう。

「色々あって立ち上がった、研究所を中心とした新政府──でも正直なところ、出来たばかりの政府に信用もなにもないのよ。むしろ悪評ばかり」

「か、辛から口くち評価だね……」

「そのままの事あ実じよ、風峰君。旧政府が武装蹶起した後でもあるし、新政府への風当たりはかなり冷たいものがあったから。そういった状況を改善しようと創られたのが、人の目を惹ひき、かつ新政府の存在をアピールできるようなイコン……」

「……カナンタワーってこと？」

　正解、とリノンが微ほほ笑えんだ。出来のいい生徒を褒ほめるような笑みである。

　付け加えるなら、と言ったリノンはやっぱり、お喋り好きだと思う。

「カナンタワーの建設に思考昇華パラダイムシフトを使ったのも、特立研究機構の十お八は番こを前面に押し出すためでしょうね。あとは……戦せん闘とう分野でのみ花咲さいていた思考昇華パラダイムシフトが、これを機に好印象を与あたえるきっかけになることも狙ねらいかもしれない」

「あぁ、なんか色々と思おも惑わくが渦うず巻まいているんだね……」

「人が集まって物を創れば、思惑だって生まれる。でも経けい緯いがどうであれ、カナンタワーそのものは安全よ。使われている物質は、強度を一いつ般ぱん的なそれに落とすことで、戦闘に用もちいられる大火力の質量より圧あつ倒とう的てきに寿命が長いから」

　滅めつ多たなことじゃ崩ほう壊かいはしないでしょう、とリノンは締しめ括くくるように言った。

　確かに。ここにいる大勢の観光客は一様に笑顔で、眼下に広がる景色は見事の一言だ。

　制作者の思惑がどうであれ──創られた物は物。それはそれ、である。

「……ねえ、風峰君」

　ふと、途と切ぎれた会話の隙すき間まを埋うめるように、リノンが僕の名前を呼んだ。手元には──カナンタワーの入場券、その半券が握にぎられている。その期限は今日まで。

　リノンはチケットから目を離はなすと、ちらと横目で僕を見上げてきた。

「……私といて、楽しい？」

　妙みような、沈ちん黙もくがあった。

　しばらくして……どういう意味かを、理解する。太たい鼓こ判ばんのつもりで頷いた。

「勿もち論ろん。リノンと来られて楽しいよ」

「……つばさや風峰さんと、ではなくて？」

　どことなく不安そうな声こわ色いろで、珍めずらしく食い下がってくる。……なる、ほど。

　多分──リノンがなにを気にしているか、わかった。僕は少しだけ頬を緩ゆるませた。

「もしかして、ほのみとつばさのこと、気にしている？」

「……ええ、多少は」

　そう言うリノンはきっと、例のチケット争そう奪だつ戦せんに勝つつもりはなかったのだと思う。

　というよりそもそも、リノンは流れで参加したようなものだ。その流れだって御厨さんによる強ごう引いんなものだったし。ただ、それと今が楽しいかどうかは関係ないと思うから。

　僕は笑って、リノンの頭に手をぽんと置いた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ほのみもつばさも納得してたし」

　そこは一発勝負、本人たちの性格もあって、引き際ぎわはさっぱりしたものだった。どちらかと言えば、最初から参加不可だったノボルの男泣きが止まらなかったくらいである。

　リノンが目を瞬しばたたかせて、不思議そうにしている。その表情に少し苦笑しながらも、

「気にしちゃう気持ちはわかるよ。でも今はせっかく遊びにきているんだし、リノンは来たくなかったかもしれないけれど……僕は、目め一いつ杯ぱい楽しみたいと思う」

　あるいは、僕にそんなことを言う資格はないのかもしれないけれど。

　今は、目の前にいる──リノンの表情が少しだけ晴れたのだから、よしとしたい。

「……風峰君って、やっぱり変な人ね」

　リノンが微かすかに口元を綻ほころばせた。かと思えば、つんと顔がそっぽを向く。

「一つだけ、訂正して欲しいことがある」

　そう言って、またちらと横目で僕を窺うかがってきた。

「……私は別に、風峰君とここに来たくなかったわけじゃないから」

　リノンはふて腐くされたように、かつかつ……と、靴くつで床ゆかを軽く蹴けっている。

　それが、どういった感情に基もとづく仕草なのか──少しはわかってきたつもりだから。

「うん。どういたしまして、リノン」

　それだけ言うと、リノンがぴくと肩かたを揺ゆらして、不満そうに僕を上目遣づかいに見上げる。

「風峰君って、変というより……やっぱり天然なのね」

「リ、リノンまでそれを言うのか……だったら、僕だってリノンのこと、正直で照れ屋なリノンって呼ぼうかな」

　仕返しのつもりで笑いかけてみると──リノンは意外にも目を大きく見開き、

「…………お手洗い」

　とだけ言い残して、僕に背を向けた。その姿がどんどん観光客の中に消えていき、それが慌てたような足取りだったと気付く頃ころには、僕は一人で立ち尽くしていた。

　……もしかしなくても、今のって。

「照れてた……のかな」

　確認しようにも本人はお手洗いで。ふと、思い返す。

　周囲の賑にぎやかな歓かん声せいが、耳に死角なしに響ひびき渡わたる。誰だれもが楽しげに声を上げ、どこまでも広がる都市の景色を満まん喫きつし、お土産みやげと思い出を合わせて買って帰る。一人でいると、自分だけ周りから輪りん郭かくが浮き出たような気がして、どこか落ち着かない。

　一人になった──そんなこと、少し前までは寂さびしく思いもしなかった。

「ずっとみんなと一いつ緒しよにいるから……かな」

　胸から零こぼれ落ちた言葉が、きっと寂しさの正体なのだと思う。

　学生が一日を長く過ごす場所である、学園。放課後のバイトの拠きよ点てんである、研究所。朝は眠ねむ気けと戦いながら騒さわがしく、夜は染しみ渡るようにゆったりと時間が流れる──家。

　そのどこであっても、僕は一人になることは少なくて。自分の時間が取れないとか、落ち着けないとか──そんな野や暮ぼな気持ちは、本当に一切生まれてこなくて。

「……あぁ、そっか」

　ふとした瞬しゆん間かんに、一人でいることを心細く、寂しく思えてしまう──それを、弱くなったと、昔の……もう随ずい分ぶん前に感じる、去年の冬以前の僕なら思ったかもしれない。

　でも──寂しく思えて、当たり前なんだ。

「……楽しい、もんね」

　家で家族と話す時間も、学園で友達と話す時間も、バイト先で上司にからかわれる時間も──こうやって今日みたいに、大切な人と一緒に過ごす時間は楽しいもので。

　それを知ることが出来たのなら、一人を寂しく思えても、別にいいような気がした。

「……飲み物、買っておこうかな」

　もうすぐきっと、リノンが帰ってくる。普ふ段だんは周りに関心がないように見えて、それでいて誰よりも人と正直に関わろうとする──あの子の照れた顔を、また見たいから。

　おしるこがあるといいな、と。僕は自動販はん売ばい機きを見つけて歩き出す。

「……トーヤさん？」

　その途と中ちゆう、聞き覚えのある声に、足を止めた。思わず振ふり返る。

　観光客が浮うわつく足取りで絶えず移動している──その中で一人だけ、まるで碇いかりのようにしっかりと立っている青年がいる。それはとてもわかりやすい光景だった。

　多分──声をかけられなかったら、気が付かなかったと思う。

「ああ、やっぱりトーヤさんだ」

　久しぶりです、と観光客のレーシュが片手を挙げていた。




「トーヤさんも観光ですか？」

　ぷしゅ、という小気味良い音が、レーシュの持つ缶かんから弾はじける。

　リノンはお手洗いと言っていたけれど、今のところ戻もどってくる様子はない──こともあって、観光客の波から外れるようにして、僕とレーシュは壁かべに背を預けていた。お互たがいの手元にあるのは、観光地だと決まってお値段の高い飲み物である。

　ぷしゅー……と、妙に気の抜ぬけた音は、僕の握る缶から鳴ったものだった。

「まあ、観光というか……遠出なのかな？　自分の国だから」

「遠出？　へぇ、『鶺鴒』の言葉って表現豊かですね」

　レーシュは何な故ぜか面白そうに喉のどを鳴らすも、僕自身、あまり違ちがいがわかっていないのでどことなく申し訳ない。ニュアンスの問題はいつだって難しい。

「レーシュはやっぱり、観光？」

「それもあるんですけど……俺の場合、観光というより下見ですかね」

　下見、と僕はその言葉を繰くり返す。レーシュは頷うなずく代わりに缶に口をつけると、

「んく……ん……ふぅ。ええ、下見ですよ。この──」

　たん、と靴の爪つま先さきで床を叩たたいてみせた。その口元が微かに歪ゆがんでいる。

「カナンタワー。偽にせ物ものの塔とうがどんなものなのか、見に来たんです」

「……偽物？」

　そう言われて、僕は今一度、周囲を見み渡わたしてみる。観光客は大勢で、その熱気に見合うだけの光景がこの塔からは一望できると、僕はこの身で知っている。

　レーシュの言う『偽物』は──あまり、言い表現には聞こえないけれど。

「ああ。これは、花瞳アイリス──世界最大の塔の偽物であり、模型なんですよ」

　その言葉に違い和わ感かんを覚えた。これ──自分たちがいる場所を示すのであれば、ここ、のほうがしっくりくる。ただの言い間ま違ちがいかもしれないけれど、レーシュの口ぶりは──

「『鶺こ鴒こ』だと確か……純白の花瞳エルダーアイリスが馴な染じみ深いんでしたっけ？」

　実物を知っている。そう、思った矢先の言葉だった。

「……そう、だけど」

　急に振られた話題に困こん惑わくしつつ、質問に答えるのであれば、そうだ。

　潜せん水すい都市『鶺鴒』と純白の花瞳エルダーアイリス──両者は切っても切り離せない。『鶺鴒』は人類の生存に必要不可欠な涙るい晶しようを手に入れるため、その涙晶を頭に生やす生命体──残留体の駆く除じよを目的として、潜水し、純白の花瞳エルダーアイリスという海中の塔に接続する。

　そして『鶺鴒』は主おもに、世界中に数本存在する花瞳アイリスのうち、純白の花瞳エルダーアイリスを拠点として活動している──だから、レーシュの問いには首しゆ肯こうを返すのが正しいのだけれど。

「……カナンタワーが純白の花瞳エルダーアイリスの偽物……模型って？」

「言葉のままですよ、トーヤさん」

　レーシュは前を向いたまま、手元の缶を軽く揺らした。

　揺れ方からして──多分、まだ中身は少し残っている。

「この塔は思考昇華パラダイムシフトによって創られていますから。花瞳アイリスには遠く及およばず、けれども人の手で創れる最大級の塔──『希望の塔カナンタワー』っていうのは、偽物にしてはいいセンスですよね」

「……レーシュ？」

　僕たちの前を、大勢の観光客が通っては過ぎ──通り過ぎていき。

　まあ、とレーシュは愉ゆ快かいそうに喉の奥で声を立てた。

「都市がぶっ壊こわれて沈しずんでいる最中に、希望っていうのもおかしな気もしますが」

　──その言葉に、喉の奥で声が詰つまった。

　唾つばを、ゆっくりと呑のみ込む。その代わりに声を出すことが出来た。

「……『鶺鴒』が壊れているって、どうして」

「ああ、都市のメインエンジン──なんでしたっけ。ラ、ピュ……セル？　が、ぶっ壊れているんですから、そう言ったんですけれど」

　レーシュは不思議そうに首を捻ひねっているけれど──違う。

「そういうことじゃなくて……どうして、壊れているって知っているの？」

　それは、一いつ般ぱんには伏ふせられ、研究所の内部でのみ知られている情報だ。

　レーシュは一昨日おととい、僕に研究所までの道を訊たずねてきている。だったら、そこで職員たちの会話を偶ぐう然ぜんに聞いたのかもしれない。勿もち論ろん、他にだって可能性は考えられる。

　そう──レーシュが研究所に出向いたその日に、機関部が壊されたなんてこと。

　いくら符ふ合ごうしていたって、考えるべきじゃぁないのに。

　そりゃまあ、と答えるレーシュは、子供のように笑っていた。




「ラピュセルを壊したのって、俺ですから」




　──この気持ちを表現するとすれば、ああやっぱり、だ。

　そうやって自分に言い聞かせるようにして、僕は結局、言葉を詰まらせかけた。

「……冗じよう談だん、じゃないよね？」

「あれ、もしかしてトーヤさんってば疑っています？」

　返ってきた言葉には、どこにも含ふくむところがなかった。

「俺ですよ、ラピュセル壊したの。トーヤさんが研究所の人間だって聞いていたんで、もしかしたら見ているかなーって思って、一応カメラとか気にしたんですけれど」

　レーシュはどこか照れくさそうに言って、手元の缶を一気に飲み干した。

　思い出す。監かん視しカメラの不鮮せん明めいな映像、その中央でカメラを見上げた──侵しん入にゆう者。

　思い当たる。関係者以外は知り得ない情報を、当然のように知っている──レーシュ。

「なら、あれ意味なかったんですねー……まあ、考えようによっちゃあ、知り合いの前で下へ手たでも打ったら格好悪いですし、よかったと言えばよかったのか」

　──なんと言っていいのかわからなくて、僕はほぼ無意識に口を開いた。

「……幽ゆう霊れい」

　────幽霊かよ。

「突とつ破ぱできるはずのないセキュリティを突破して、都市の心臓部……ラピュセルを壊した侵入者のこと、足取りが掴つかめなくて、そう呼んでいたんだ」

「──へぇ」

　ぴくり、と青年の顔が一いつ瞬しゆん、妙みように強こわ張ばったと思えば。反応はすぐに消え失うせた。

　いいですねぇ──そう、レーシュは挑いどむように唇くちびるの端はしを吊つり上げる。

「幽霊……幽霊、か。なるほど、俺にはピッタリだ。名付けはトーヤさん？」

「……いや、友達だよ」

「そうですか。まったく……いやいや良いセンスしてますよ、その友達」

　レーシュは一歩、僕から離はなれると、すっと手を差さし伸のべてきた。

　噴ふん水すいの前のときとまったく同じように、爽さわやかに気負いなく笑って。

「レーシュです。観光客兼けん……幽霊、やっています」

　改めての自己紹しよう介かいを求められ──僕は軽く、息を吐はいた。

「……悪いけど、その手を握にぎるわけにはいかない」

「あれま。トーヤさん、前は握ってくれたじゃないですか」

　まあトーヤさん的には難しいのかもしれないですけど──と、レーシュはあくまで名残なごり惜おしそうに手を引っ込めた。こちらの事情を理解してくれるのなら助かる。

　大勢の観光客で賑わう中、僕はレーシュを真っ向から見み据すえた。

「……レーシュ、なにが目的？」

「お、その台詞せりふ、なんだか堂に入いってますね」

　こん……こん……と、レーシュは空あき缶を宙と掌てのひらの間に行き来させている。

　まったくもって──隙すきだらけの、自然体だ。

「トーヤさん、今まで結構な修しゆ羅ら場ばくぐってます？」

「……たまたま言い慣れているだけだよ」

「はは、そうですか。まあ質問に答えるのであれば、ラピュセルのあれは舞ぶ台たい設定みたいなもんです。パーティの招待状、とでも言いますかね」

「……ってことは、まだなにかする気なの？」

「ご明察、あーんど当然ですよ」

　レーシュは愉快そうにくつくつ笑うと、観光客で賑にぎわう周囲を見回した。

　誰だれもが笑顔で通り過ぎる──連日大盛せい況きようの観光地。

　なにをするつもりなのか。それを確認する術すべは、レーシュの言葉にしかない。

「この塔は偽物です。人間に出来る最大級の思考昇華パラダイムシフト──それをもってして、純白の花瞳エルダーアイリスを模しただけに過ぎない。思いっきり粗そ悪あく品……ですが、それでもこの塔が『鶺鴒』にとっての『希望の塔カナンタワー』であることに変わりはないんですよね」

　希望の、塔。新政府──ひいては『鶺鴒』の、希望？

　まあ結論として、とレーシュは空き缶を遠くのごみ箱に投げ入れた。

「パフォーマンスをする場所としてはかなり効果的なわけだ」

「……結論、十分回りくどいと思うけど」

　そもそも説明する気もないのか、青年は軽く肩かたをすくめるだけで。

「パフォーマンスですからね。実際に見てくれたほうが早いですよ」

　そう言って、レーシュは上着の内側に手を入れ──棒のようなものを取り出した。よく見れば、それは鞘さや。青年はその鞘を掌でくるくると回すと、滑なめらかに柄つかを抜いた。

　全ぜん貌ぼうを現したその剣けんは──刃はのない身を持つ、奇き妙みような形状をしていた。

「──レギナ・リリウム」

　そんな言葉を、口にして。

　レーシュはなにをするでもなく、長剣ほどのそれの柄をお手玉する。

「この剣の名前です。『鶺鴒』の言葉だと……そうですね、『女王の百ゆ合り』ってところですか」

「……花の名前をつけるにしては、随ずい分ぶん物ぶつ騒そうだけど？」

　言いつつ、僕はゆっくりと、制服の内側に忍しのばせたホルスターに手を伸ばした。レーシュのペースは独特だ──呑まれないようにと、そう身構えていたところだった。

　────ちりっ、と。

　レギナ・リリウムと呼ばれた剣から火花が散った。かと思えば、剣の欠けていた刀身をなぞるように──一筋の光が、強きよう烈れつに奔はしる。

　その柄がゆっくりと持ち上げられ……ひゅんっ、と。

「ではまあ──派手に始めるとしますか？」

　レーシュは光の剣で、すぐ足あし下もとの床ゆかを薙ないだ。その行動はあまりにも気負いなく呆あつ気けなくて、その直後に起こったこともまた呆気なかった。

　刃がなんの抵てい抗こうもなく入った、その床から──ぱぁぁぁっっ、と光の奔ほん流りゆうが勢いよく噴ふきこぼれた。咄とつ嗟さに顔を腕うでで覆おおい隠かくすも、熱量は一瞬で宙に解き放たれて。




　まるで、それを追いかけるようにして──床が一線、消えた。




「っ、っうわっ」

　重心を取る暇ひますらなく、僕はぐらついた勢いそのままに、後ろへ跳とび下がった。

　目の前にあったはずの足下が、ない──その感覚を裏付けるかのように、僕とレーシュの間に大きな亀き裂れつが奔っている。その部分がごっそり今の一瞬で消しよう滅めつしたのだと知った。

　フロアから一瞬にして、談笑と歓かん声せいが途と絶だえ──代わりに悲鳴と絶ぜつ叫きようが衝ついた。

　大勢の人間が逃にげ惑まどい、そこから離れていく。亀裂の、その向こう側。

　唸りを上げる床に立ち──レーシュは唇の両りよう端はしを吊り上げていた。

「これぞ、パフォーマンス」

「っ、レーシュっ」

　僕は揺ゆれる床に必死で足を踏ふん張り、腰こし元もとから駆動銃ランゲージを抜ぬき、構えた。照準はふらつき、それでもレーシュの姿をそこに収める。レンズ越ごしの青年が面白そうに笑った。

「へぇ、そんな気はしてましたけど、やっぱり研究員は研究員でも武装研究員でしたか。それがトーヤさんの駆動銃ランゲージ……黒の大型？　ドラグーン……の、弐に式ですか。また古い型番使ってますねぇ。見た感じ、十分すぎるほどに改良されているみたいですが」

「なにを……！」

　レーシュの軽口を気にするほどの余よ裕ゆうはない。僕とレーシュの間に生じた亀裂は、物と物が擦こすれるような嫌いやな音を響ひびかせながら、徐じよ々じよに大きく、深くなっている。

　いずれ、どうなるか──原因はわからずとも、結果は明らかだ。

「っ、今すぐこれを止めろっ！」

「はは、無茶振ぶりだなぁ。どんなものであれ、一度『還かん元げん』したモノはもう二度と元には戻もどりませんよ。物質しかり、この塔とうしかり、人の命しかり」

「レーシュっ」

「はいよ。ああ、そうだ。トーヤさん」

　都市でもっとも高い建物が崩ほう壊かいする中、レーシュはゆったりと語りかけてくる。負の感情が悲鳴として膨ふくれ上がって、耳にこびりつくその最中、僕はそれと相あい対たいした。

　にぃ、と。幽霊は獰どう猛もうな笑みを浮うかべて、問い掛かけてきた。

「ゴスペル──この言葉に、聞き覚えは？」

「……っ、ゴス、ペル？」

　初めてきく言葉は胸をざらっと撫なで、削けずっていった。心当たりは、ない。

　やっぱり、と言わんばかりに、レーシュがそっと肩をすくめる。

「ゴスペル、俺の捜さがし物──捜し人の名前ですよ。その反応じゃ知らないみたいですね。まあ、知ってたらそれはそれで驚おどろきなんですが……」

「なにをっ……、くっ」

　再び、床が轟とどろいた。亀裂が唸うなり、床が軋きしみ、塔が悲鳴を上げる。絶対的な亀裂がフロア一帯に奔り、境界線を引き、ここにいる人間を分断しようとする。

「ここらが潮時ですか、ね。やることはやりましたし──まあ、希望の塔をへし折れば、また絶望に一歩近づくってものですし」

「よくわからないことをっ……！」

　威い嚇かくのつもりで引き金を絞しぼろうとしたときには──もう、遅おそかった。

　ただの観光客だったはずの青年は、気安い笑みを浮かべていて、

「それじゃあまあ、トーヤさん」

　そう言って──光の剣で再び、足下を薙いだ。

　ずんっ、と床が崩くずれる。亀裂が塔の両端まで到とう達たつし、フロアが一線、切断された。重力に引かれ、亀裂の向こう側の床が──人が──塔の一部が、宙に投げ出される。

「……また、いずれ──機会があれば」

　そんな呟つぶやきが耳に届いた頃ころ、レーシュは両手を広げて、笑っていて。

　もう、手を伸ばしても届かない────遥はるか下に、落ちていった。

「っ、レーシュっ────！」

　大勢の物が、人が、命が、地上八六階の高さから投げ出され、塔の一部と共に、都市の街並みに吸い込まれていく──その、直前だったのだと思う。

　見覚えのある強烈な光が閃ひらめき、奔流となって──地上を覆い尽つくした。太陽が地に落ちたかのような明かりが、瞬まばたきの合間に晴れる。

　そして──その先。

　肉眼で確認できる程の、幾いくつも小さな黒い粒つぶが──大勢の人間が、激げき突とつするはずだった地上で、小さく、けれども確かに蠢うごめいている姿が見えて。

　そこに降り注そそぐはずだった塔の破片は──なに一つ、残っていなかった。

「……う、そ」

　フロアの半分近くがえぐられ、吹ふきさらしとなった床に、僕は思わずへたりこんでしまった。眼下には少し前からまるで変わらない街並みが広がっている。

　一歩を踏ふみ出せば、死が訪おとずれる場所で。僕は──風に晒さらされながら空を見上げた。

　空もまた、変わらず碧あおかった。




「タワーの中にいた重軽傷者は多数、物的被ひ害がいもすぐには算出できないほどに甚じん大だい……」

　美陽さんがリラックスチェアに背を預け、手元の薄うす型がた端たん末まつに目を落とす。

　特査の部屋だ。窓の外はもう真っ暗で、壁かべに掛かる時計の針も九時を回っている。室内の空調が静かに唸り、観葉植物の葉をさらさらと揺らした。

「とはいえ、死者は零ゼロ──あれだけの事態にまで発展して、奇き跡せき的な数字だね」

　そう言って、美陽さんは端末をデスクの上に戻した。報告書を全て読み終えたのか──その目が対面に立つ僕に移り、労ねぎらうような色を見せる。

「お疲つかれ様。こんな夜遅おそくまで付き合ってくれて助かったよ」

「いえ、当事者ですから」

　それに、こんな夜遅くまで付き合ってくれたのは美陽さんもお互たがい様だ。
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　地上一二〇階建て、『鶺鴒』最さい高こう峰ほうの塔──カナンタワーの一部が崩ほう落らくして、もうすぐ五時間が経過する。その事件直後から今まで、僕は間近でことの真相を目もく撃げきした者として研究所各所への報告に当たっていたのだけれど、特査への報告が本日最後の仕事だった。

　しかし、と美陽さんは難しそうな表情で、顎あごの先を手の甲こうに預けると、

「カナンタワーの一部崩落と、付ふ随ずいする大混乱……それを引き起こしたのが」

　レーシュ──報告書に記き載さいされた、『幽ゆう霊れい』の名前を呼んだ。

「たった一人の観光客によるものとはね。加えて、機関部に侵しん入にゆうしラピュセルを破は壊かいしたのもこの人物となれば、研究所が対応に追われるのも仕方のない話かな」

「あくまで……本人がそう言っているだけですけどね」

　そう言ってはみるも、レーシュが嘘うそを吐ついているとは思えない。彼の性格や言動、雰ふん囲い気きから悟さとった直感──それを除いても、カナンタワーの一件が脳のう裏りから離はなれない。

　ふぅ、と美陽さんが感情を押し出すようにして息を吐いた。

「奇妙な形状をした剣で、カナンタワーを真っ二つに斬きり裂さいた──いやまったく、現実として起きた事実を認めたくないのは、久々の感覚だよ」

「……でも、リノンに怪け我ががなくてよかったです」

　塔の崩落に巻き込まれ地上に落ちたら、そこに破片に降られでもしたら──そう考えずにはいられなかった。実際にはリノンは何事もなく、むしろ、私があの場を離れたから──と心配され返したりもしたのだけれど。大だい惨さん事じだったことに変わりはない。

　だからこそ、塔が崩落したあのとき──落ちていったレーシュの笑みが気になる。

「塔から落ちた人、全員無事だったんですよね。誰だれも怪我一つなくて……ってことは、レーシュも多分、まだ『鶺鴒』のどこかにいるってことに」

「なるだろうね。実に奇妙な現象……とはいえ、推測が立てられないこともないかな」

　美陽さんは指先で一つ、顎を撫でた。

「事件当時、地上の人間からこんな目撃情報が上がっているんだ──塔の残ざん骸がいが地上に降り注ぐ直前、それが目ま映ばゆい光となって消え失うせた、とね。同時に、落下した人間が光に包まれるようにして、地上にゆっくりと降り立った……とも言っている」

　まるで質量を失うようにしてね──と、これは美陽さんの見解だろうけれども。

「……それって、光が観光客を助けたってことですか？」

「さあ、どうだろう。あくまで推測も推測だよ……でも案外、そのレーシュなる青年は、あそこにいた観光客を殺す気まではなかったのかもしれないね」

　美陽さんはそう言うけれど、それもまた推測だ。

　レーシュは確かにあのとき、奇妙な武器で──『希望の塔カナンタワー』を折ったのだから。

「……レギナ……リリウム」

　小さく呟いた声は、この静かな室内だと聞こえたらしい。

　美陽さんから気き遣づかうような目を向けられ、けれども僕は首を横に振ふった。

「いえ。じゃあ、そろそろ帰りますね」

「うん、お疲れ様。ほのみんとハル先せん輩ぱいによろしく」

　まだ仕事が残っているという美陽さんに手を振り返して、特査を後にする。研究所はしんと静まり返っていて、後ろで閉まった扉とびらの音がやけに響き──

「……っ」

　ぶるっ、と。身体からだの芯しんから震ふるえるように、寒気が駆かけ巡めぐった。自分でも焦あせるほど唐とう突とつな──感情の、揺れ。揺れは次第に大きくなって、僕は慌あわてて壁に背中を押しつけた。

　強く、頭ごと押しつける。おかしいくらいに──どうしてか、震えが止まらない。

「……は。はぁ、は」

　本当に、どうかしている。

　レーシュのしでかしたことは大おお事ごとで、大勢の人が地上へ投げ出された光景には確かに衝しよう撃げきを受けた──でも、言ってしまえばそれだけ。取り繕つくろうことなく言えば、自分の知らない人たちが目の前で死にかけた、それだけだ。そう言える。言い切ってしまえる。

　それなのに──どうしてこうも、不安に思うんだ。

　どうして──ほのみの幸せそうな笑顔が、まるで明めい滅めつするように脳裏に浮かぶ？

「……かえろう」

　ようやく震えが収まってきて、自分に言い聞かせた。正体のわからない感情を捨て、現実をしっかりと見み据すえろと──そう、執しつ拗ように言い聞かせる。見み間ま違ちがえるな。

　脅きよう威いはまだ、去っていない。レーシュは去り際、ああ言っていたのだから。

　────また、いずれ機会があれば。

「……報告、終わったの？」

　風峰君、と。ふと、か細い声に呼ばれた気がした。

　見れば──通路の向こうから、リノンがふらふらとした足取りで歩いてくる。え。

「リノン？　まだ残ってたの？」

「ええ……風峰君が、報告が残っているって聞いて……待ってたの」

　どこかぼやけた口調のまま、リノンは僕の顔を下から覗のぞき込んでくる。

　気のせいか──頬ほおが、赤い？

「どこも……怪我はしていない？」

　気を取られていて。すぐには反応できなかった。

「なにか違い和わ感かんのある場所は……？　足を捻ひねったり、頭をぶつけたりは……」

　リノンがそっと僕の頬に指で触ふれてくる。普ふ段だんの彼女らしからぬ仕草に、驚くも──すぐに思い当たる。事件の起きた後、僕の傍そばを離れたことをひどく気にしていたけれど。

　僕は怪我どころか至って健康だ。だから、安心させるように頬を緩ゆるめた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。それに、リノンのほうこそ大丈夫？　顔、赤いよ」

「そんなこと…………ない……私のことなんて……」

　答えは否定で。首もまた、やんわりと横に振られたのだけれど──

「気にしなくても……いいのに……私の、ことなんて……」

　呟き、いつの間にか──うわごとのように、ふわふわと宙を漂ただよっていた。

　気付いたときには、リノンの身体が傾かたむいている。その足が地面から浮うき、華きや奢しやな身体が床ゆかに投げ出される──前に、僕は慌ててリノンを身体ごと受け止めた。

　衣服越ごしでも……熱い。その頬に触れてみれば──さらに、熱い？

「っ。リノンっ？　どうしたのっ？」

「……ねえ……かざみねくん……」

　リノンは支えを失ったかのように僕の腕うでに倒たおれ込んでいる。その頬は薄うつすらと赤く、僕を見上げる眼まな差ざしは、どこか眠ねむたそうで。その唇くちびるがそっと……弱々しく開く。

　まるで、僕を頼たよっているような仕草で──リノンは言った。

「……ウチに、来てくれない？」




　ごちゃごちゃしている。それが、初めて見た印象だった。

　研究所の社宅、マンションの一室である。リビングに入れば、どこかの潜せん水すい都市の国旗プレートが壁にずらり。丸テーブルの上には見た感じ用よう途との知れない小物品が散乱している。キッチンを覗けば、膨ぼう大だいかつ豊富な調理器具が出番はまだかと待ちわびていた。

　決して部屋が汚きたないわけじゃぁない。ただ、そう。物が、とても多い。

　総じて──リノンの自宅は、とてもごちゃごちゃしていた。

「適当に……どこか、座ってくれる？」

　まだ足下の危あやういリノンに言われるまま、僕は床に転がるクッションの一つに腰こしを落ち着けた。やけにフィットする。感かん触しよくを確かめてみれば……低反発ピロー。

　今度買ってみようかなと思っていると、キッチンから出てきたリノンが、両手に小豆あずき色の缶かんを二つ、持っていた。そのまま僕の隣となりのクッションに座り、缶を手て渡わたしてくる。

「あ、ありがと……って、おしるこ？　しかも冷たい……」

「冷えたおしるこも美お味いしいのよ」

　そう言いつつ、リノンは缶には口をつけないで、脇わきに体温計を差し入れる。しばらくして、電子音がぴぴぴと役目を終えると、リノンの体温を僕たちに教えてくれた。

　僕とリノンは二人で体温計を覗き込む。数値は──え。

「三十九・二℃……!?　え、リノン立ってて平気なのっ？　っていうか寝ねないと！」

「……動くのも億おつ劫くうなのだけど」

「ベッドがすぐ後ろにあるのになに言ってるのさ！」

　すぐ傍にそこそこ立派なベッドがあるというのに、リノンは膝ひざを抱かかえたまま動かない。その頬は照明に照らされて赤く、本当に動けないほど辛つらいのかと思えば。

　つい、とリノンが僕を横目で見つめてきた。その瞳ひとみは文字通り、熱っぽい。

「……連れていって」

　え、と思わず声が漏もれた。とろんとした視線は僕から離れない。その唇が蠢うごめく。

「……身体、動かすの辛いから」

「あ、うん。そう……なら、うん」

　なにか言い訳のようなことを口にしている気がしつつも、僕はリノンの腰と膝裏に手を当て、慎しん重ちように持ち上げる。軽くて、熱い。それに柔やわらかかった。

「よっ……と。毛布、かけていい？」

　なんとかリノンをベッドに降ろし、横になった彼女に傍にあった毛布をかける。こうしてみると本当に華奢だと思う。熱があるからかどこか儚はかなくまで感じる。

「……どうしたの、風峰君？」

　リノンと目が合って、ずっと見つめていたことに気付いた。僕は慌てて苦笑して、

「なんでもないよ。えっと、なにか欲しいものとかある？　夕食……は食べたよね？　飲み物とか……は、なんとなくおしるこしかない気がするけれど……」

「いい……ここにいて」

　きゅ、と。服の袖そでが引っ張られた。リノンが毛布から小さく手を伸のばしている。

　小さな指先を丸めていて、どことなく──幼おさな子ごのような掴つかみ方だった。

「風峰君がいてくれたら……熱も下がる気がするから」

「……それだけ聞くと、僕が特効薬かなにかみたいだね」

　冗じよう談だんっぽく言うと、そうね、とリノンは儚げに微ほほ笑えんできた。

「あながち、違ちがってもいない……貴方あなたは、いつも……」

　リノンがゆっくりと瞼まぶたを降ろす。……もしかして、寝ちゃった？

「……ねえ、風峰君」

　囁ささやくような声が耳に届いた。あ、起きてた。リノンは目を閉じたまま、

「どうして……私のこと、いつも……気にしてくれているの？」

　そう、言葉を繋つなげてきた。僕は訊きき返さずに黙だまっておく。

　眠る、という行こう為いは特別なものだと思う。今のリノンは熱もあるし、半分寝ているようなものだろうけれど──眠っているとき、人はどこまでも無防備だから。

　部屋に流れるしんとした静せい寂じやくが、穏おだやかにリノンに先を促うながした。

「……教室でも……カナンタワーでも……さっきも。風峰君はいつも……気にしてくれる。私が……なにもしていないときも……話しかけてくれて、名前を、呼んでくれる」

「うん。友達だしね」

　相あい槌づちを打つと、リノンがそっと目を開き、優しげに僕を見上げた。

「そう、言ってくれる……私は、貴方に言えないことも、沢たく山さんあるのに」

「いいよ。誰だって秘密にしていることはあるし、それを聞き出そうとは思わないから」

「……また、裏切るかもしれないのに？」

　ふと、その声がどこか弱々しく聞こえて、僕は緩く首を振った。

　カナンタワーでの会話を思い出す。特例捜査局リーア──リノンが所属していたそこは、旧政府の直ちよつ轄かつ組織でもあった。その崩ほう壊かいを経へて、彼女は今、研究所にいるわけだけれど。

「リノンはなにも裏切ってないよ。ただ、僕がリノンのことを知らなかっただけ」

「……それは、私が風峰君になにも言っていなかったから」

「言えないこともあるよ。……でも、そうだね。そういうときは、言わなくていいから伝えてくれると、嬉うれしいかな」

　自分でも妙みようなことを口にしていると思った。ただの表現の違いだ。けれどもリノンは怪け訝げんそうな顔をしていなくて、熱っぽい表情のまま、僕を真っ直すぐに見つめている。

　表面上の言葉は言いたくない。僕は考えをまとめつつも、口を開いた。

「リノンは多分、いつも無理しちゃうんだよ。自分でも気が付かないうちに、一人で色んなこと考えて、行動して、背負って……今日みたいにふらふらになるまで頑がん張ばっている。それを、誰だれかに言えないこともあるかもしれないけれど」

　経験上、それを誰かに知らせることは難しいから──だから。

「言えないことがあるってことを、伝えて欲しいんだ。いいことを言ったり、悩なやみを解決してあげることはできないかもしれないけれど……そのときのリノンには言えないことがあるって、僕にもわかることができるから」

　人の抱える事情はそれぞれで、完かん璧ぺきに理解し合うことは難しい。

　それでも、お互たがいがなにかを抱えていると、わかってもらい合うことが出来れば──それがきっかけで助け合うことも出来るし、たとえ出来なくたっていいのだと思う。

　これもまた、経験上だけど──知ってもらうだけで、少しは気持ちが楽になるから。

「…………はい」

　返ってきた答えは、とても素直な了りよう承しようだった。

「……そうやって、私を見てくれることが……とても、嬉しい……」

　囁きは小さな音量で、けれども部屋の静けさに拾われて耳に届いた。率直なその言葉は僕の心臓を早送りさせると、ついでに頬まで熱くしてくる。なんというか、困った。

　リノンの言葉が、思った以上に嬉しくて。僕は頬を緩めた。

「リノンがそういうこと言ってくれるの、初めて聞いた」

「……風峰君が優しいから……気が、緩んだの」

　リノンはベッドの上で身じろぎをしつつ、その手で毛布の端はしをきゅっと握にぎっている。

「ねえ……もっと、お話しして」

　それが、照てれ隠かくしの仕草だと──今日、リノンの家に来て初めて知った。

　リノンの頬は、変わらず赤い。でも、少し楽になっているようにも見えたから。

「……リノンの部屋って、色々なものがあるんだね」

　僕はベッドのフレームに背を預け、床に座り込んだ。部屋はその人の内面を表すと耳にした覚えがあるけれど──それもあながち、間ま違ちがっていないのかもしれない。

　リノン・クリスベル。彼女の部屋はとても沢たく山さんの物で、溢あふれている。

「あの壁かべにかかっている国旗って、どこの国のもの？」

「……潜水都市『羽は衣ごろも』のものよ。三年前までそこに住んでいたから」

「ああ、そういえば『鶺鴒』には引ひっ越こしてきたんだっけ……そうだ、キッチンに沢山調理器具あるけど、料理とかって得意なの？」

「得意というよりは、好きかしら。一人の暮らしが長いからこだわることが多くて」

「家族は……って訊いてもいい？」

「ええ、今はいないの。詳くわしいことは言わないけど、一人の暮らしはもう昔からよ」

「そっか……」

　リノンは答えてくれる。嘘うそを吐つかずに、答えられるところを、真っ直ぐに僕に伝えてくれる。それは、相手ときちんと向き合う、リノンの純じゆん粋すいなまでの正直さだと思う。

　だから、僕はリノンの──あのときの言葉も、信じられる。

「……訊かないのね」

　不意に、リノンが薄うす暗ぐらい天てん井じようを見つめたまま、言った。ゆっくりと身を起こそうとするので、僕は手を貸しつつそれを手伝う。リノンの身体からだはやっぱり華奢で、軽かった。

　上体を起こしたリノンは、ベッドの高さ分、僕を少しだけ見下ろしていた。

「……他にも訊きたいこと、あると思うのだけど？」

「あるけど、いいかなって」

　リノンがなにを言おうとしたのか悟さとって、僕は苦笑するように頬ほおを緩めた。

「……本当、変な人」

　ふぅ、とリノンがそっと息を吐いた。どこか緊きん張ちようを解ほぐすようなその仕草に、僕はリノンが相当な勇気を出して、僕にかまをかけてきたのだと知る。

　リノンはどこまでも──こうして真っ直ぐに、人と関わろうとしている。

「私のこと、信用すると言って……その担保を取ろうとしないなんて」

「リノンはリノンだから。それだけでもう、信じるには十分だよ」

　冬が暮れる前だ。星空の下もと──僕はリノンの秘密を知った。

　それは、世界中の涙るい晶しようを管理し、人類に平等に与あたえることを掲かかげた組織の話。噂うわさ話ばなしや怪かい談だん、都市伝説として語り継つがれるそれは、実在するものだとリノンから伝えられた。

　リノン・クリスベル──彼女が、自らを涙晶管理局の一人だと名乗ることで。

「……私には、言えないことがある」

　リノンが無地の毛布を見つめながら、ぽつりと言葉を零こぼした。

　その瞳は、まるで迷っているかのように、ゆらゆらと光の水面みなもを揺ゆらしている。

「風峰君にも、つばさにも……誰にも言えないこと。誰かにわかってもらおうとは思っていない。話せないことを理解しろと言われても、私にはそれが出来ないから」

　自分に出来ないことを他人に求めない。それが、今までのリノンの生き方だったのかなと、そこまで聞いて、ふと思った。

　他人の力を借りず、自分の力だけで道を切り開き──誰にも、助けを求めない。

「でも……僕はリノンのことをなにも知らないわけじゃないよ」

　だからこそだ。僕はこれから知っていけたらと思う。

　目の前で──驚おどろいたように目を見開く、この少女のことを。

「確かに、僕はまだリノンのことを全然知らない。今までなにをしてきたのか、これからなにをしようとしているのかは知らない……でも、なにも知らないわけじゃないんだ。リノンがおしるこ好きで、意外と方向音おん痴ちで、友達想おもいで、正直で、真っ直ぐに僕たちと関わろうとしてくれていることは、わかっているから」

　それだけでもう、本当に理由は十分で。だから──

「過去とかはよく知らないけど、今のリノンを、僕は信じている」

　人が人と出で逢あい、関わるのは──いつだって、今の現こ実こだ。

　リノンが一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬……目尻をくしゃっと歪ゆがめた。瞬まばたきの合間にはそれは消えていて、けれども瞳の奥に宿る光は、感情を揺さ振られたように潤うるんでいる。

「……ありがとう」

　小さな声は、確かに僕の耳に届いた。

　リノンがベッドの上で姿勢を正し、僕へ真っ直ぐに向き合う。

「私も、風峰君のことを信じたい……いいえ、信じる。少しでも私のことを知ってもらいたいから……答えられないこともあるけれど、なんでも訊いて欲しい」

「うん、わかった」

　一歩、こちらに踏ふみ込んできてくれたと思って──いいのかな。

　僕は少しの間、天井に目を巡めぐらせる。リノンがああ言ってくれて、僕もまた、リノンのひたむきな気持ちに応こたえたいと思うから。

「──ほのみのこと、どこまで知っているの？」

　思い切って、同居人の少女の名前を口にした。

　リノンが口元に指先を当てる。考え込む仕草は、少しの間続いて──

「……彼女が残留体であること。去年起きた『夜明けの危機』をきっかけに、その頭にある涙晶はほとんど失われたこと。記き憶おくを失わなければ『夜明けの危機』を先導するはずだったこと。あと……風峰君が大好きなことかしら」

「……やっぱり、結構知っているね」

　僕はふうと息を吐いた。決して驚きはしない。ただ、ほんの少しだけ緊張した。

　心配しなくても、とリノンは目を優しげに細める。

「風峰さんのことを誰かに話したことも、話すこともないから」

「うん、そうしてくれると助かる」

　その当たり前のような口調に救われる。ただ、気になることもあった。

「ほのみのこと、どうやって知ったのかって訊きいても？」

「そうね……涙晶管理局の情報網ネツトワーク、そう思ってくれればいい。人の意思を宿す残留体は、私たちにとって重要な存在だから──と、これは言ってもよかったのかしら」

「リノンの判断に任せるよ」

　あまり衝しよう撃げきは感じない。涙晶を管理する存在と、涙晶をはやす存在。前者と後者の間になんの関係も生まれないとは、さすがに考えにくい。

　僕はリノンから一度視線を逸そらして、薄うつすらとした街並みを眺ながめた。

「リノンはさ、ほのみのことをどうこうする気って、ある？」

「……返答によっては、また銃じゆうを突つきつけ合うことになるのかしら？」

　くす、とリノンが微ほほ笑えんだ気配がした。多分、思い出し笑い。

　窓の向こうからリノンに目を戻もどすと……やっぱり、笑っていた。僕も苦笑する。

「……そうだね。もう檻おりに入るのは勘かん弁べんしたいところだけど」

「安心して。今のところはなにもしないから」

　澄すんだ声が耳じ朶だを打つ。リノンは街の灯あかりに目を細めて、

「風峰さんは、今はもう涙晶のほとんどを失っている。彼女が残留体だと知っている者もごく僅わずかで、『鶺鴒』の大局に与える影えい響きようも今のところ少ないから──」

　囁ささやくような音量で、言葉を零した。




「──たとえゴスペルが相手でも、今はどうこうする気はない」




　その言葉が、脳の奥底に突き刺ささった。

　思考が脳内を巡り始める。話の流れ、展開、言葉──直感は人が持つ最速の思考だと言うけれど、もしそうだとすれば、僕の頭はとっくに思考を終えていることになる。

　どくん、どくん……と、心臓は激しく、僕の胸を叩たたいていた。

「……リノン、今、なんて」

　喉のどがいつの間にか渇かわいている。でも小豆あずき色の缶かんに手を伸のばす余よ裕ゆうはなかった。動どう揺ようが顔に出ていたのか、リノンが軽く目を瞠みはる。僕は息を整えることすら放ほう棄きした。どうしてか──今になって思い出したように寒気が身体に広がってくる。

「教えて、くれる？　ゴスペルって──どういう意味？」

「……ゴスペルの意味を知っているの？」

　リノンは察しが良かった。そうだ、僕は多分、もう答えを知っている。それでも──直接、リノンから聞くまではわからないと、どこかでその答えを否定し続けていて。

　そんな足あ掻がきが、まるで無む駄だだとはわかっていた。

「……風峰君がなにに慌あわてているのか、今は訊かないけれど」

　そう言って、リノンは僕の瞳ひとみを真っ直すぐに覗のぞき込んできた。逃にげを許さない眼まな差ざし──それが今はとても有り難がたい。おかげで僕は逃げ出さすに済んだ。

　風峰君、とリノンは語りかけるような口調で。




　────ゴスペル──この言葉に、聞き覚えは？




　頭に浮うかんだ声をなぞるように、はっきりと、そう言った。

「人の思考を宿す残留体──風峰ほのみさんのような存在を、ゴスペルと呼ぶのよ」
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「とうやくん、準備できたー？」

　部屋の外から、ほのみの声が飛んできた。

　週末の朝だ。朝といっても日はある程度まで昇のぼり、時計の短針は九時を回っている。僕は上着のボタンに手をかけたまま、扉とびらのほうに振ふり返って、

「もうすぐいくよー」

「はーい。あたし、玄げん関かんで待ってるねっ」

　元気の良い返答が聞こえ、上じよう機き嫌げんそうな床ゆかを踏む音が遠ざかっていく。その様子だけでほのみの嬉うれしそうな表情が目に浮うかんで、僕は着き替がえる手を速めた。

　姿見を見る。寝ね癖ぐせなし、上下良し、靴くつ下した……穿はいてなかった。

「……橙とう矢やちゃん、ちょっといいですか？」

　こんこん、と控ひかえめなノックが扉を叩いた。僕は靴下を穿き終える前に、いいよ、と声を返した。ドアノブが回り、ゆっくりと扉が開く。

「春物のお洋服、似合ってますねー」

　んふふ──と、部屋に入ってきた姉さんが、僕を見て緩ゆるく微ほほ笑えんだ。

「今日はなんだか一段と格好良く見えちゃいます」

「そ、そうかな……いつもと変わらないつもりだけど」

　身内びいきを除いても、褒ほめられるとやっぱり気き恥はずかしい。けれども姉さんはその言い分に自信があるのか、いいえー、と僕の言葉に首を横に振った。

「今日の橙矢ちゃんは、いつもよりお顔がちょっと鋭するどいですから」

　その言葉に──靴下を伸ばす手が、微かすかに震ふるえてしまった。

　姉さんは変わらず微笑んでいる。こういうときは──本当、驚くくらい鋭い。

「……見てわかるくらいに？」

　はい、と今度は肯こう定ていが返ってきた。頬ほおが自然と、笑えみの形をつくった。

　感情を隠かくそうとして──結局、隠しきれなかった、苦笑い。

「……意識してたつもりはないんだけどね」

「自分のわからないところで気にしちゃうのが無意識ですよー」

　姉さんの言い分は当たり前のようでいて深い。靴下を穿き終えるも、自分の部屋なのにどこか所在がなくて、立ち尽つくしていると──ぴっ、と。

　姉さんが、僕の服の襟えり元もとを正してくれた。

「せっかくのお出かけなんですから、もっとお顔を緩くしちゃいましょう？」

「……そう、だね。ほのみたちには緩い顔を見せないと」

　特にほのみ相手には、だ。今日の外出は、カナンタワーの一件をやり直す意味も含ふくまれている──それこそせっかくの機会なのに、表情を硬かたくしていては勿もつ体たいない。

　────レーシュです。観光客兼けん、幽ゆう霊れいやっています。

「っ……」

　なにかが、脳のう裏りを過よぎった。賑にぎやかな歓かん声せいと、遠くまで広がる絶景──吊つり上がった口元。そんなことはないのに、頭が揺ゆれているような錯さつ覚かくまで覚える。

　思い出すな。そう命じれば、頭は反はん抗こうするようにぐちゃぐちゃになって──

「……橙矢ちゃん？」

　姉さんがどこか心配そうな面おも持もちで僕を見上げていた。あ……

「……ごめん」

「大だい丈じよう夫ぶですよー」

　ふに、と。

　姉さんがいきなり、僕の頬を両手で優しく挟はさみ込んできた。小さな手は雪ゆき化げ粧しようでもしたように白くて、ぴんと張ったほっぺたをふにふにと指先で触さわり始める。

「……ねえ、さん？」

「大丈夫ですよー、橙矢ちゃん」

　そう言って、姉さんは僕の頬に手を添そえたまま、緩く微笑んだ。

「いっぱい悩なやんじゃっても、橙矢ちゃんならきっと上う手まくいきますからね」

　──息を呑のんだ音は、多分、聞こえてしまったと思う。

「……どうして」

　胸に浮かんだ言葉をそのまま、僕は目の前で変わらず微笑む姉に零こぼした。

「上手くいくって……それに、悩んでいるって」

　──僕はまだ、なにも言えていないのに。

　その呑み込んだ言葉は、絶対に口に出してはいないはずなのに。

「んふふ。それは……私が橙矢ちゃんのお姉ちゃんだからです」

　姉さんはほんわかと頬を緩めて、そんなことを言ってきた。

「橙矢ちゃんが言えなくても、お姉ちゃんはわかっちゃうものなんですよー」

　────ゴスペル、俺の捜さがし物──捜し人の名前ですよ。

　今はもう立ち入り禁止となったカナンタワーで、レーシュはそう言い放った。

　ゴスペル──人の思考を宿した残ざん留りゆう体たい。つまり、ほのみのような存在。その言葉の意味を知ったあの夜、僕は自宅に帰ってからずっと考えていた。考えざるを得なかった──頭の中に、ゴスペルという単語が浮かんでは消え、巡めぐっては駆かけていて。

　気を失うように眠ねむり、朝を迎むかえて──決意した。

「……誰にも、言わないことにしたんだ」

　機関部を破は壊かいして『鶺鴒』を沈しずめ、カナンタワーをいとも簡単に崩ほう壊かいさせた──そんな相手だ。その脅きよう威いが、ほのみを捜しているなんて誰にも言えるはずがない。

「……誰かに言ったら、その人まで巻き込むと思って」

「そんなことありませんよー」

　むにっ、と。姉さんが僕の頬を柔やわらかく指で摘つまんだ。

　そのまま、マッサージでもするかのように──優しく、撫なでてくれる。

「それは橙矢ちゃんの思い込みです。言っただけで巻き込むなんてことはありません。その人が橙矢ちゃんの話を聞いても、どう思って行動するかはその人の自由ですから。たとえ話した結果、その人が巻き込まれたとしても──それは、その人の責任ですよ」

　やっぱり……姉さんは、厳きびしい。

　つまるところそれは、巻き込んだ結果、その人がどんな目に遭あっても──僕が自責の念を抱いだく必要はないということで。

　自分を責めることは、単なる逃にげだと──装そう飾しよくなく伝えてくれる。

「……今は、まだ言えない」

　少しだけ考えてから、僕はゆっくりと首を横に振った。

　一人で片をつけようなんて──そんな大それたことは考えてはいないけれども。

「姉さんに心配かけておいて、なにも言えなくて本当にごめん。でも、僕はやっぱり姉さんを……事情を話した相手を、巻き込みたくない」

「……はい、わかりました」

　そう言って姉さんは、やんわりと微笑んでくれた。

　いつものように──それこそ当たり前のように、弟ぼくを信じてくれる。

「いつでも言ってくださいね。私はずっと橙矢ちゃんの味方ですから」

　なにかを抱かかえていると、相手にわかってもらえると、気持ちが少し、軽くなる。

　思えば──それを初めて実感した相手は、姉さんだったっけ。

「目め一いつ杯ぱい、楽しんできてくださいね。なんと言ったって、今日のお出かけはほのみちゃん発案なんですから」

　姉さんが妹を褒めるように自じ慢まんげに微笑む。そう、だからこそでもある。

　レーシュの狙ねらいが今、ほのみである以上──警けい戒かいせざるを得ない。でも。

「うん。前にカナンタワーがあんなことになったから……仕切り直しっていうか、ほのみが、今度はみんなで楽しいところにいこうって言ってくれたから。だから、僕も……今日は適度に警戒して、思いっきり楽しんでくるよ」

「んふふ、ゆったりのんびり、たまにしゃきっとですね」

　なんとも姉さんらしいことを言いながら──ふにふに、と。

　さっきよりも心なしか、姉さんは弾はずむように僕のほっぺたを指でつついてくる。

「え、ええと……姉さん？」

「はーい、なんですかー？」

　幸せそうな笑顔でそう返されてしまった。僕の頬を押したり、揉もんだり、たまに優しく引っ張ってくる。何な故ぜか、姉さんの頬までも同じように緩んでいる。

「ふにふに、むにむに、びよーん……んふふ」

「……姉さん、これにはいったいどういう意味が？」

「んふふ、橙矢ちゃんのお顔をほぐしているんですよ」

　なんともそのままだった。その間も指は動き続けている。ついには血行まで良くなってきたのか、頬がちょっとかゆくなってきた。ええと……うん。

「んふふ……橙矢ちゃんのほっぺた、柔らかいですねー……」

　自分の部屋で姉に頬をふにふにされ続ける──朝九時過ぎである。

　姉さんの幸せそうな表情が、目の前にある。まあ、これはこれで、いいかな……

「とうやくんー、まだー？」

　遅おそいよー、と。

　ちょっと不満げな声が、開けっ放しの扉の向こうから、聞こえた。緋ひ色いろの髪かみがふわっと揺れ、ほのみの姿が姉さんの後ろに現れる。軽く頬を膨ふくらませたほのみが、僕と姉さんの姿を──頬をふにふにされる弟とふにふにする姉の姿を認め、目を見開いた。

「……とうやくん？」

　僕がなにを言う暇ひまもなく。ほのみは唇くちびるを微かに震わせ、空気を吸い込むと、

「あっ、あたしもやるっ」

　むぅぅ──と、頬を思いっきり膨らませて。

　姉さんはしばらくの間、珍めずらしくほのみに僕の頬を譲ゆずらなかった。




「……橙矢、それどうしたの？」

　集合場所に現れた僕を見て、つばさが目を丸くした。

　週末の街は、人が多い。それは集合場所──ここ、『紫し苑おんアクアリウム』前も変わらずで、僕たちは迷わないようにと、深海魚の彫ちよう像ぞうを目印に待ち合わせをしたのだけれど。

　顔、赤い──と、ぽかんとするつばさは、すぐに僕を見つけられたらしい。

「熱……は、ないよね？」

「……ちょっと、餅もちつきされる餅の気分を味わったというか」

　僕は頬をかこうとして……止やめておく。なんとなく、今日はこれ以上、下へ手たな刺し激げきを与あたえないほうがいいような。代わりにと苦笑を浮うかべてみると、

「なんでにやにやしているの……？」

　柔らかい頬が動きすぎて、つばさに怪け訝げんそうな顔をされてしまった。……うん。

　ほっぺたって大事だなぁと思っていると、ほのみがおずおずと僕を見上げてくる。

「ご、ごめんねとうやくん……つい楽しくって」

「いいよいいよ。多分、ウチってそういう家系なんだろうし」

　今度は上手く微笑むことができた。姉さんに色々と似てしまうのは体感済みである。しゅんとするほのみの髪を撫でていると、その頬に目がいった。柔らかそう……って、あ。

「……ほ、本当にそういう家系なのかも」

「橙矢、なんでそんな悟さとったような顔しているの？」

　そうやってつばさに不思議がられていると──ふと、遠くに見慣れた姿が見えた。

　若わか紫むらさき色の髪から覗のぞく、透とう明めいな瞳ひとみ。私服姿を見るのは初めてだ。

「ごめんなさい、遅おくれたかしら？」

　リノンがその場に集まった僕たちを見回す。体調はもうすっかりいいらしく、その表情はいつも通り、無感情で健康そうだ。いや、と僕は腕うで時計を軽く見てから、

「みんな少し早く来ただけだよ。これで全員かな？」

「八はち王おう寺じ君は？」

　リノンが指し摘てきしたノボルはこの場にいない。今日の集まりは、先日のカナンタワーのやり直しということで、ノボルにも声をかけておいたのだけれども──

「さっき、今日は来られないってメールがあったんだ。なんか、徹てつ夜やで駆動銃ランゲージの改造してたら気分が悪くなったって、電話口で呻うめいていた。美み陽よさんも誘さそったんだけど、そっちはカナンタワー関係で忙いそがしいって」

「そう……残念ね」

　リノンが表情を変えずに呟つぶやいた。とはいえ淡たん泊ぱくなわけではないと思う。嘘うそやその場限りの誤ご魔ま化かしを言わないリノンは、基本的に口にする言葉は全て本心で──

「なら、今日は風かざ峰みね君が一人で、私たちを独どく占せんするということになるのかしら？」

　……言っているのだと、思う。ぴくり、とほのみとつばさが肩かたを揺ゆらした。二人の視線がじぃーっ……と、頬ほおの両側に突つき刺ささる。リノンが面白そうに頬を緩ゆるめた。

「それとも、私たち三人が風峰君を独占できるのかしら？」

「……ど、どうだろうね」

　苦笑を浮かべたのは、果たしていい対応だったのかどうか。

　ちら、と女性陣じん三人はお互たがいになにやら目配せをした。意志の疎そ通つうはどうやらすぐに済んだらしく、つばさとリノンは僕の両りよう隣どなりに、ほのみはすぐ目の前までやってきて。

「……ええと？」

　なんとなく一人囲まれたような気がする中、まるで陣取るように立った三人は、どこか似たような微笑みを浮かべている。すると、ほのみが代表するように口を開き、

「んっ、いこっ、とうやくん！」

　僕の手を取って、アクアリウムの入口に向けて歩き出した。両りよう脇わきはつばさとリノンに固められ、僕はどこか連行されるような格好で、でも頬は決して硬かたくはない。

「……楽しんでこそだよね」

　脳裏には一いつ瞬しゆん──確かに、レーシュの姿が過ぎったけれども。

　肩の力を、抜ぬこう。せっかくの外出──楽しまなくてはそれこそ勿もつ体たいない、と。

　僕たちはチケットを買い、入場ゲートを潜くぐった。




　今日の目的地、紫苑アクアリウムの最大の特とく徴ちようは、一体型であること、である。

　なにと一体かと言えば、プールだ。水族館の中にレジャープールが造られている、というもの。少しでも海中気分を味わえるように、とのコンセプトらしく、プールに浸つかりながら水すい槽そうを眺ながめている男女の写真が、入場口で貰もらったパンフレットに載のっていた。

「実際に見てみると、これはまた……」

　更こう衣い室から出てきた僕は、目の前の光景に立ち尽つくしてしまう。

　見た目はレジャープール。それを、巨きよ大だいな水槽の壁かべが大きく囲んでいる形だ。さすがに照明は明るいにせよ、プールの施し設せつはどこか大昔の古代遺い跡せきを彷ほう彿ふつさせるような造りで、これで暗かったら海底にでも遊びにきているのかと錯さつ覚かくしそうである。

「──うわぁ、海だぁっ」

　そしてそれは、どうやら僕だけが思っていた感想じゃないらしい。

　後ろを振り返れば、三人の見慣れた少女たちが立っている。ただ、服装は見慣れたものじゃなくて、三人とも──プールにはぴったりな、水着を着ていた。手には、貴重品を入れてあるのか、手首に通す形で小さなポーチを持っている。

　正直に言えば、声をかけられるまで、見み蕩とれていたのだと思う。

「ん、とうやくんお待たせー」

　ほのみはとてとて歩み寄ってくると、腕を背中で束ねて、僕を見上げてきた。その仕草はいつも通りなのに……どうしてか、今はやけに無防備に思えてしまう。

　多分、衣装だ。可愛らしいビキニタイプの水着が、目に眩まぶしい。

「……と、とうやくん？」

　おずおずとした声が、僕の意識を現実に引き戻もどした。

　ほのみがきゅっと肩を縮こまらせる。僕を見上げる目元が、やや赤い。あ。

「あ、ああごめんっ。そのっ、綺き麗れいだったから！」

「んっ？　ん、んんっ……うっ、うんっ、あっ、ありはひょっ」

　ほのみが思いっきり頭を下げて、ついでに盛大に噛かんでいた。噛んだーっ、と手で口元を押さえるその様子すら、普ふ段だんの三割増しで可愛く見える……ような、気がする。

「なーに顔赤くしているの」

　橙矢、と肩を小こ突づかれる。見れば、つばさがむっとした顔で腕を組んでいた。

　どことなく、どころか──どこからどう見ても、拗すねているような。

　つばさが頬を軽く膨らませて、きっと眉まゆ尻じりを吊つり上げた。

「わ……私はどうなのっ？」

「はいっ……え、はい？」

　変な風に訊きき返してしまった。つばさはきっと僕を睨にらんでいて、サンダルを履はいた素す足あしが微かすかに震ふるえているのに気付いて……言葉の意味を、理解する。

　つばさの水着は、下にパレオを巻いた、少し大人っぽいそれで。

　最後につばさの水着姿を見たのは、一昨年おととしの夏。二年間の空白も勿もち論ろんあったけど。

「か、可愛いと思う」

　思わず即そく答とうしてしまうほどに、可愛かった。

　かぁぁぁぁっ、とつばさの顔が瞬またたく間に茹ゆで上がる。

「か、かわひっ……って、わ、私も噛んひゃったじゃないのっ」

「そ、そう言われてもさっ」

　逃げるように視線を逸そらせば──いつの間にか、すぐ傍そばで、

「風峰君、私は？」

　リノンが表情を一切変えずに小首を傾かしげていた。ワンピースタイプの水着が、線の細い小こ柄がらな身体からだをぴったりと包んでいて……もう、描びよう写しやするよりも先に口が動く。

　もう、ほとんど降参する思いで、僕は言った。

「か、可愛いし綺麗だと思うっ。似合っているよっ」

「……そう」

　ふふ、とリノンが優しく口元を綻ほころばせた。ああ、もぅ……本当、なんというか。

　パーカーを着込んだ自分が、なんだか貧ひん相そうに思えてきた。




　しばらくして。ほのみとつばさが噛むこともなくなってから。

「じゃあ、とりあえずここを一周してみよっか」

　いわゆる、流れるプールに入ることにした。さっき確認した看板の案内図によると、このレジャープール全体を巡めぐってるらしく、巨大水槽の壁に沿って延のびているらしい。

　入口が何か所かあり、その場にプールを流れるための浮き輪わが無造作に積み上がっている。どうやら勝手に取っていく方式らしい。

「どれがいいかなー……あっ、これちゃんと空気入っているっ」

　ほのみが嬉うれしそうに浮き輪を抱かかえ、とーうっ、と勢いよくプールに飛び込んだ。上手く浮き輪の輪の中にお尻をはめこむと、そのままゆらゆらと水の流れに運ばれていく。

「とうやくんも早くおいでよーっ」

　ぶんぶんっと手を振ふってくる。ひゃぁっ、とそれでバランスを崩くずしているのだから、なんというかほのみらしい。苦笑しつつも、僕は手近な浮き輪を手に取り、

「……風峰君」

　水の上で浮き輪の中央に腰を落ち着けたところで、後ろから声をかけられた。見れば、つばさは凝こり性しようなのか、まだ浮き輪を吟ぎん味みしている。となると……後ろを振り返る。

「少し、訊きたいことがあるのだけど」

　浮き輪が、シリアスに言った。

　正確に言えば、二段に重なった浮き輪に上半身を覆おおい隠かくしたリノンが、言った。

「……なにしてるの、リノン？　え、それ、もしかして流は行やり？」

「いいえ。私の個人的な浮き輪操縦法よ」

　すいすい、とリノンが普ふ通つうに足をばたつかせて、僕の隣となりに浮かび立つ。

　……ま、まあ、流れるプールの流れ方なんて、人それぞれだけど。

「前、見えなくない？　ぶつかるよ？」

「そのスリルが楽しいのよ。そんなことより」

　話を呆あつ気けなく逸らして、リノンは浮き輪に埋うもれたまま言った。

「……風峰君、ゴスペルのこと気にしすぎていない？」

　本来であれば──かなり、シリアスな話題のはずなのに。

　リノンの格好に、肩に力が入らずに済んだ。僕は見えないだろうけど苦笑する。

「まあ、気にはしているけどね。気にしすぎてはないかな」

「……そう。なら、いいけど」

　少し前、リノンの部屋でゴスペルの名前を聞いたとき、随ずい分ぶんと動どう揺ようしてしまった覚えがある。今の問いが、そういう意味を込めて言っているのだとすれば。

「リノン、もしかして心配してくれた？」

「……ええ、そうね」

　心配した──と、リノンが重なった浮うき輪の隙すき間まから、ひょっこりと僕を垣かい間ま見みた。

　その様子に、本当に悪気なく……僕は、吹ふき出してしまう。

「……風峰君も人が悪いのね」

　リノンがぱたんと浮き輪の隙間を閉じた。あ、まずい。僕は慌あわてて水をかき、リノンの二段に重なった浮き輪に近づくと、上のそれをそっと押し上げる。

　中では、リノンがむすっとした顔でそっぽを向いていた。

「ごめん。笑ったりして。心配してくれてありがとう」

「……いい。こっちも冗じよう談だんよ」

　軽い、吐と息いき。リノンが親しげな苦笑いを浮かべた。

　傍はたから見れば──二段浮き輪の中に頭を突っ込みながら謝る、男の図だけれども。

「ちょっ……橙矢っ、なにしてるのっ？」

　つばさが焦あせったような声を上げて、ようやく後ろから追いついてきた。そのまま僕を引っぺがし、何故か、浮き輪に埋もれたリノンの下もとに頭を突っ込む。

　うん、なんというか……客観的に見ると、この状じよう況きようはやっぱり。

「はは……なに話しているんだろうね、ほのみ？」

　隣に水を向けてみると──ふと、緋ひ色いろの髪かみが見当たらない。それはそうだ、もっと前のほうにいるのだから……と、目を遠くに向けても、それらしい姿は見えない。え。

「……ほのみ？」

　気分が乗ってどんどん先に泳いでいった──普段であれば、そんな呑のん気きな考えも浮かんだかもしれない。興味の赴おもむくままもっと先のほうにまで進んでいるのかも、と。

　ただ今日だけは、思いっきり楽しみつつ、適度に警けい戒かいしなくちゃいけないのに。

　────ゴスペル──この言葉に、聞き覚えは？

「っ。ほのみっ！」

　さぁっ、と。背筋が凍こおる──気付けば、浮き輪を放り出していた。

　流れるプールにいる客は浮き輪で流されるまま、ゆったりと巨大水槽を鑑かん賞しようしている。その合間をほとんど泳ぐように走り、僕は必死に周囲に視線を飛ばした。緋色の髪は人目を惹ひくはずなのに、視界に映るものからはなに一つ情報が入ってこない。

　どうしようもなくなって、先回りするためプールから陸おかに上がり、走り出す。

　心臓が──熱くなる。代わりに、手足はどんどん冷えていって。

「っ……はぁ、はぁっ……」

　どれくらい駆かけずり回ったのか──少しの間、記き憶おくが飛んでいた。

　膝ひざに手を当てて、乱れた息を努つとめて整える。つぅ、と汗あせが頬ほおを伝い、髪を伝って目に入った。前髪を鬱うつ陶とうしく袖そでで拭ぬぐうと、僕はもう一度、肺に力を込めた。言い聞かせる。

　落ち着け。脳のう裏りを過よぎる──最悪の可能性を、力ちから尽ずくで排はい除じよしろ。

「っ、ほのみっ……どこにっ……」

　もつれそうになる足を動かして──ぶー、と。腰こし元もとに振しん動どうが伝わった。水着のトランクス、そのポケットの中。僕は反射的にそれを掴つかみ、取り出すと……着信表示。

　風峰ほのみ。研究所特製の防水携けい帯たいは、その名前を表示していた。

「っ──もしもしっ」

　雑音が耳じ朶だを叩たたく。ぷっ、と通話が繋つながった音を経へて、電話口から声が──

『あ、もしもしとうやくん？　今どこにいるの？』

　届いた途と端たん、僕は身体ごと床ゆかに沈しずみそうになり、慌てて膝に力を込めた。

　ぐらぐらと足下が揺ゆれる中、僕は大きく息を吸ってから──口を開く。

「…………ほのみ、今、どこ？」

『んー、どこだろ？　ごめんね、一人で先までいっちゃって……あ、今っ、山みたいなウォータースライダーが見えるよっ。とうやくんたちは？』

「あ……そ、の……まだ、後ろのほう……かな？」

　思わず口元が震える。苦笑いの形をつくろうとして──失敗した。誰だれかに顔を見られたくなくて、僕は手近な壁かべに額を預けて、目を閉じる。喉のどの奥が、変に詰つまった。

「……ほのみがそこにいるなら、よかった……」

『んー……？　とうやくん、心配してくれたの？』

　うん、と漏もれた声は自分でも驚おどろくほど湿しめっていて。慌てて言葉を繋げた。

「その……ほのみがまた、迷子にでもなってないかなぁって」

『そ、そんなにしょっちゅう迷子になってないよっ』

　もーっ、という声が通話口から響ひびいてきて、僕はようやくいつも通りに苦笑できた。すぐ傍には巨大水槽があって、そこを泳ぐ綺麗な黄色と黒の縞しま模も様ようの魚と目が合う。

　エンゼルフィッシュ──そんな名前だけは、何故か覚えていた。

『とうやくんこそ、今どこにいるの？』

「え、ああ、今は……」

　頭を上げて、辺りを見回すと──人ひと気けが少ないことに気付いた。というより、誰もいない。子供の歓かん声せいも男女の仲なか睦むつまじい姿もない──よく見れば、周辺の内装も寂さびれている。

　ちらと横を見れば、剥むき出しの鉄製の扉とびらがある。標札には『関係者専用』の文字。

「…………あれ？」

『とうやくん、もしもーし？　聞こえているー？』

　聞こえている。ただ、今の状況に理解が追いついたばかりで反応が遅おくれた。

　そういえば──途と中ちゆうから、僕、陸に上がったんだっけ。

「……ほのみ、ごめん」

　先に謝っておきつつ、僕は周囲の寂れた舞ぶ台たい裏うらのような場所を呆ぼう然ぜんと眺ながめる。見覚えはない。ついでに言えば──どうやってここまで来たのかも、覚えていなくて。

　ああ、多分。これは、あれなのかもしれない。

「……迷子になった、かも」

　んっ、という素すっ頓とん狂きような声が、通話口から響いた。




「うん、とりあえず出口を探してみるよ……うん、じゃあ、また」

　すぐに見つけるからねーっ、という励はげますような声が耳元に届き、僕は心強さ半分情けなさ半分の気持ちで、通話を切った。真っ黒になった画面に僕の顔が映りこむ。

　なんというか──表現に困るような、それこそ困った表情をしていた。

「まさか、自分が迷子になるなんて……」

　僕は嘆たん息そくして宙を見上げる。人が通るような気配は今のところない。紫苑アクアリウムはプールと一体型の水族館──館内の広さもまた、施し設せつ二つ分だ。

　正直、迷子にはあまり優しくない場所と言える。

「とりあえず……動かなくちゃ」

　おそらく従業員用の通路らしい場所を、進む。空調が大回転しているような大きな音が耳に触ふれるだけで、人影がないどころか声すら聞こえない。従業員にでも会えれば案内を頼たのめるけれど、さすがにこうも人と会わないと、自分が廃はい区画にでも紛まぎれ込んだような──

「っ……っ！」

　唐とう突とつに、胸に鋭するどい痛みが奔はしった。思わず胸を押さえつけるも、足下が耐たえきれないようにふらついて──慌てて、肩かたから倒たおれ込むように壁に寄り掛かかった。

　そのまま、ずるずると……座り込んでしまうのを、必死に堪こらえる。

「……大だい丈じよう夫ぶ……まだ、大丈夫……」

　自分に言い聞かせながら、大きく息を吐はき出せば──吐息は思った以上に、無人の通路に響いて、否いや応おうなく自分が一人でいることを思い出させてくれた。

　────ゴスペル──この言葉に、聞き覚えは？

「……っ、ほのみは、大丈夫っ」

　脳裏に響いた声を振り払はらうように、頭を強く振った。何度も何度も──そのうち、頭の中にある涙るい晶しようが暴発するんじゃないかと、頭の冷静な部分が危き惧ぐし始める。

　それなのに──レーシュの声が、頭から消えない。

「っ……くそっ！」

　脅きよう威いはどこまでも侵しん食しよくする性質を持っている。怖おそれれば怖れた分だけ、脅威は大切なものをみるみる奪うばっていく。どこまでも追いかけて、お前の大切なものはこれだなと嘲あざ笑わらうかのように──目の前でいくらでも残ざん酷こくに奪っていく。

　それがあくまでも、感情的な観念だとは、僕自身理解はしているけれども。

　実際に口にしてしまったら──本当に、現実になりそうで。

「大丈夫だ──ほのみには、つばさとリノンが一いつ緒しよにいる」

　痛いくらいに自覚する。自覚せざるを得なかった。

　僕は、怖こわい。そう、怖いんだ。どうしようもないくらいに──奪われるのが、怖い。去年の冬以来、ここまで積み重ねてきた楽しいと思える、そんな毎日を。

　ようやく再生とりもどした日々を、また誰かに奪われることが──とても、怖い。

「……なっさけないなぁ、本当」

　歯をぎゅっと噛かみ締しめる。顔を上げ、足を踏ふん張ばり……再び、歩き出す。

　立ち止まっちゃ、いけない。

　自分に呆あきれる暇ひまなんてない。なにより、僕は今、現在進行形で紛まぎれもない迷子だ──

　そう、勇んでいたのがいけなかったのか。通路の角で誰かとぶつかった。

「──きゃっ」

　正確には衝しよう突とつしていない──出会い頭がしらに咄とつ嗟さに僕が身を引いたところ、相手が驚いたように尻しり餅もちをついた。そこまで理解が及およんで、状況が把は握あくできる。

「あ、すみませんっ……大丈夫ですか？」

　慌てて手を伸のばすと、転んだ相手は僕を見上げて──びくんっ、と肩を揺らした。

「……わ、わたしですかっ？」

　そう言う相手は、僕と同い年くらいに見える女の子だった。

　両りよう腕うでで胸むな元もとを隠かくすようにして、僕を見上げる瞳ひとみはふるふると震ふるえていた。

「ひ、人ひと違ちがいじゃありませんか？」

「え、ええ……と。他に、誰もいないけど？」

　困こん惑わくしてそう言い返すと、女の子はきょろきょろと辺りを見み渡わたして、

「そ、そうみたいですね……そ、その手は？」

「いや、掴まるかなーと思って……」

　とはいえ、手を差し出して人違いだと言われたのは初の経験で、いまいち自信がない。

「……そ、その、ごめんなさい」

　断られた。けれどもその理由は、すぐに判明した。

　女の子は両腕で胸元を隠している。よく見れば背中にあるはずの水着の紐ひもがなくて、女の子の顔もまた、怯おびえたように真っ赤だった。

　つまり──この子、上に水着を着ていない？

「って、ああいやっ、ご、ごめんっ」

　僕は目を瞑つぶって慌あわてて頭を下げた。途端、返ってくる声。

「い、いえっ。わ、わたしが前方不注意だったんですっ……」

　謝ったのはそういうことじゃぁないのだけれども。頭を上げてくださいっ、とてんぱってる声で言われて、僕はおそるおそる顔を上げた。女の子と目が合う。

　ゆっくりと……警けい戒かいを解くように、その目め尻じりが緩ゆるまった。

「お気になさらないでください。さっき、水着の紐を引っ掛けて切ってしまって……」

「そ、そう……なんだ」

　それでも残像のように申し訳ない気持ちが胸に残っている。僕はとりあえず、自分のパーカーを脱ぬいで、なるべく女の子のほうを見ないようにして、それを渡した。

「これ、よかったら」

「えっ？　あ、あのっ……は、はい……お借りします」

　女の子がおずおずと受け取り、僕のパーカーを肩から羽織った。少し大きいけれど、胸元のファスナーを上げれば、胸元を隠すことは出来たらしい。

「……あ、あの、そこに座りませんか？」

　女の子がすぐそこの階段を目で示した。正直、パーカーを貸すだけ貸して、先の展開なんて考えていなかっただけに、面めん喰くらってしまったけれど。

「……そう、だね」

　ここで立ち去るのも悪い。僕は今度こそ女の子に手を貸してそっと立ち上がらせる。女の子は大きめなパーカーの裾すそを丁てい寧ねいに折ると、階段にちょこんと腰こし掛かけた。思わず目を瞬しばたたく。

「……どうされましたか？」

　女の子に不思議そうな顔をされてしまって、僕は首を振ふって隣となりに腰掛けた。あまり見ない振る舞まいというか、優ゆう雅がさがあったのだけれど、別に今気にすることでもない。

　二人で並んで座ると、女の子が僕に向けて小さく微ほほ笑えんだ。

「手を貸してくださってありがとうございます……その、」

「……あ、名前？」

　訊きき返すと、こくりと頷うなずきが返ってくる。ふと、頭の片かた隅すみで思考が散った。道みち端ばたで会った人と自己紹しよう介かいを交かわす──うん、最近、こういう機会が多い気がする。

「僕は、風峰橙矢。一七歳……で『鶺鴒』国民、かな？」

「カザミネ・トーヤさん……トーヤさんとお呼びしてもいいですか？」

　これまた断る理由もない。強しいて言えば、いきなりの名前呼びが少しむずがゆいけど。

　わたしは、と今度は女の子が胸元に手を当てた。

「アイネ・コールランドと言います。お気軽にアイネ、と呼んでください」

「あ、どうも……アイネ、さん？」

「さ、さん付けですか？」

　アイネというらしい女の子が、こそばゆそうに肩を震わせた。

「なんだかこそばゆいです……出来れば、そのまま名前で呼んでくれませんか？」

「そう？　じゃあ……アイネ、ちゃん？」

　初対面で気軽に呼び捨てにするには、この子は気品に満ちあふれすぎている。アイネちゃんは少しの間考え込むように首を傾かしげると、はい、とやがて首を縦に振った。

「ちゃん付けは新しん鮮せんです。わたし、あまり人と話すのは得意ではなくて……トーヤさんを見ているとわかります。『鶺鴒』の方は皆みなさんとても親切ですね」

「『鶺鴒』の……方？」

　またもや思考が記き憶おくを拾い上げる。目の前で微笑む──アイネちゃん。肌はだの色は透すき通るように白くて、鮮あざやかな色の水着とのコントラストがよく映える。どこか浮うき世よ離ばなれしたお嬢じよう様さま然とした雰ふん囲い気き、とでも言うのか。あまり──『鶺鴒』では、見かけないような。

「もしかして……外そ国とからやってきて、観光中とか？」

「あ、はい。よくおわかりになりましたね……」

　アイネちゃんが口に手を添そえて驚おどろく。うん、と僕はなんとなく宙を見上げる。

「『鶺鴒』の人って、察しの良いところが美点なんだってさ」

「はあ……それは、大変いいことですね」

　僕の何気ない答えにも、不思議そうにしながらも律りち儀ぎに頷いてくれた。

　レーシュもそうだったけれど──外そ国との人は色々と寛かん容ようである。

「……アイネちゃんは、このアクアリウムにも観光に？」

　話題を提供してみる。はい、とアイネちゃんはそれを受けてはにかんだ。

「プールと一体になっている水族館なんて初めて見ました。とても探険のしがいがあって……つい、こうして迷ってしまったのですが」

「あ、アイネちゃんもなんだ」

　そう言うと、ぱっ、とアイネちゃんは見るからに目を輝かがやかせた。

「トーヤさんもですか？」

「う、うん。お恥はずかしながら……」

「いえ、そんなことありません。人生に迷いはつきものなのですから！」

　力説されてしまった。お仲間ですね、と大変よい笑顔で微笑まれる。うん、仲間が見つかって嬉うれしいのは僕もなんだけれど、一つ訊かなくちゃいけないことがある。

「アイネちゃん、まだ出口とか見つかってない……？」

「……はい、お恥ずかしながら」

　迷子が二人いても状じよう況きようは未解決らしい。でも、とアイネちゃんは口元を綻ほころばせた。

「こうしてトーヤさんと出会えたのは、今日一番良かったことです」

「そこまで言ってもらえると嬉しいけど……なんでまた？」

「誰だれかとお知り合いになれるのって、とても貴重なことですから」

　深いようでいて当たり前のことを言う。なるほど、確かに……考えてみれば、道端で誰かと出会って知り合いになれる確率は、多分、天文学的なものだ。

「それだけでも、今日ここに来た甲か斐いがあります」

　アイネちゃんは嬉しそうにそう言うも──ふと、その横顔が陰かげった。

「……どうかした？」

「あ、いえ……はい。その、初めて会う方に、個人的なことを話すのは申し訳ないようで気が引けるのですけど……」

「別にいいよ。なんというか……慣れているし」

　ここ最近は、と内心だけで付け加える。アイネちゃんは安心したように頬ほおを緩ませた。

「……その、わたし、本当は今日、外に出ちゃいけなかったんです」

「……と、言うと？」

　一いつ瞬しゆん、本当に箱入りのお嬢様なのかと思ったのだけれども、

「一緒に宿しゆく泊はく先のホテルに滞たい在ざいしている……兄、のような人に、今日だけは絶対にどこにもいくなって念を押されていたんです」

　その口ぶりからすると、お嬢様説はあながち間ま違ちがっていないらしい。

「それなのに、どうしてもこのアクアリウムに一度来てみたくて……部屋をこっそり抜ぬけ出してきちゃったんです」

「それはまた大だい胆たんだね……」

　おてんばお嬢様、という言葉が頭に浮うかんだ。アイネちゃんの雰囲気からはあまり繋つながらない言葉だけれども。本人はそうだと自覚しているのか、微び苦く笑しようを浮かべて、

「はい、よくその人にも言われます。お前は人見知りなのにえらく行動的だ、って……」

「そこまでして、ここに来たかったの？」

　ここ、と僕は巨きよ大だい水すい槽そうに目を向ける。魚が二匹ひき、寄り添って泳いでいた。

「……明日あしたには、もう『鶺鴒』を離はなれるんです」

　ぽつりと零こぼした言葉はアイネちゃんからだった。その瞳が寂さびしそうに揺ゆれる。

「明日にはここを離れようって、その人が今朝、急に決めちゃって」

「へえ……奔ほん放ぽうなお兄さん、なんだね」

「本当です、もぅ」

　そこで初めて、アイネちゃんは拗すねたように軽く頬を膨ふくらませた。

「あの人、準備が済んだとかこれから忙いそがしくなるとか勝手に言うだけ言って、わたしを一人ホテルに置いていったんです。それでなくても、毎日どこかへふらっと出で掛かけてふらっと帰ってきて、あの人は奔放というよりきまますぎるんです」

　遊び人です、とまでアイネちゃんに言われるお兄さんだったけれど、正直気の毒だなという感想はこれっぽちも出てこない。その理由は、どう見たって明らかに──

「アイネちゃん、そのお兄さんのこと好きなんだね」

「は、はいっ？　そ……そ、そんなこと……」

　……あります、と正直に呟つぶやくアイネちゃんは、確かにちっともそのお兄さんを嫌きらっている風には見えなかった。むしろその逆で、恥はずかしいのか顔を赤らめている。

「その、確かにあの人は遊び人でしょっちゅう出掛けるのですけど……帰ってくるって言った時間には必ず帰ってきますし、毎日なにかしらお土産みやげを買ってきてくれるんです」

「いいお兄さんなんだね、その人」

「……少し、トーヤさんに似ています」

　不意にそんなことを言われた。アイネちゃんが見つめてくるので、僕は首を捻ひねる。

「顔、とか？」

「いえ……雰囲気が。容姿も言葉使いもまったく似てないのですけど……似ている気がします。明確な意志をもって、自分の信じた道を進むところ……とか」

「その評価はちょっと照れるね……」

　多分、お兄さん補正が大おお幅はばに入っているのだろうけれど。でもまあ。

「自分をしっかり持っている人なんだね、お兄さん」

「……そう言われると……少し、違ちがうと思います」

　アイネちゃんが、ふと口元を緩めて、寂さみしげに微笑んだ。

「あの人は──ずっと、自分を探しているんです」

　その横顔が、あまりにも儚はかなく見えて。僕は無ぶ遠えん慮りよにも、訊き返してしまう。

「……自分って？」

「はい。あの人は……自分が誰なのかわからなくて、探し続けているんです。自分が何者なのか、どんな存在なのか……ずっと、悩なやみ続けて、追い続けて……でもそれは、真っ黒な闇やみの中を、たった一つの松明たいまつだけで進んでいくように……辛つらいはずなんです」

　自分の足あし下もとが見えないのって、辛いですよね──と、アイネちゃんは呟いた。

　正直、話の内容は理解できていないけれど。ただ、一つだけ共感できたことがある。

「……アイネちゃんも、辛そうにしているお兄さんを見ているのが、辛い？」

　自分が誰なのか、わからない──僕の傍そばにも、そんな少女がいたから。

「……トーヤさんも、身近にそんな人が？」

「うん。僕のは……妹、になるのかな」

　妹、と言っても大分違い和わ感かんを覚える。ただ、間違ってはいない。

　アイネちゃんが心配そうに見つめてくるので、僕は明るく笑ってみせた。

「その子はもう大だい丈じよう夫ぶだよ。……でも、家族みたいに大切な人が辛そうにしているときって、なにかしてあげたくなる、よね」

「……はい、本当に」

　結局、しんみりしてしまった。アイネちゃんが恥ずかしそうに苦笑する。

「すみません、ついこんなことまで話してしまって。トーヤさん、お話上手ですね」

「そ、そう？　そんなこと言われたの初めてかも」

　そのお兄さんとやらは、きっとアイネちゃんに相当癒いやされているはずだ。

　僕も同じくである。だから、なにかしてあげたくて。

「そうだ。アイネちゃん、その水着、貸してくれない？」

「……ええっ!?」

　アイネちゃんが素すっ頓とん狂きような声を上げる。両りよう腕うででさっと胸元を覆おおった。

　警けい戒かい──その反応を目まの当たりにして、ようやく失態に気付けた。あ。

「ああっとっ、変な意味じゃなくて！　水着の紐ひも、直させてくれないかなって？」

　癒され気分のお礼に、とは言わずに。アイネちゃんがきょとんと目を丸くする。

「……トーヤさん、水着屋さん？　だったんですか？」

「専門家、ではないんだけど。直せる見込みがあるっていうか」

　言うより見せたほうが早い。僕は腰こしに巻いた防水ポシェットから駆動銃ランゲージを出した。

「これ、知っているかな？」

　もしかしたら怖こわがるかもしれないと思いつつ、見せてみると──わぁ、と。

　アイネちゃんはみるみる瞳ひとみを輝かせて、頬を上気させた。

「ドラグーン弐に式ですかっ？」

　駆動銃ランゲージの型番を言い当ててみせた。それも、どうやら相当詳くわしいのか、

「わぁ、本物……こんなに綺き麗れいな状態、初めて見ました。改造もされているんですね……スライドコッキングまでついているなんて。とても素晴らしい改造ですねっ」

「そ、それはどうも……友達に伝えておく、ね？」

　やけに食いつきの良いアイネちゃんは、そこではっとしたように身を引いた。

「すみませんっ……はしゃいじゃって。お話の途と中ちゆうでしたよね？」

「あ、うん。まあ、そういうわけで」

　僕は、駆動銃ランゲージ──ドラグーン弐式を掲かかげて見せた。

「僕、武装研究員でさ。思考昇華パラダイムシフトも使えるんだけど……よかったら、この銃でアイネちゃんの水着の紐、直させてもらえないかなって」

「是ぜ非ひお願いしますっ」

　即そく座ざに返事が飛んできた。アイネちゃんは目をきらきらさせている。ええと。

「いいの？　自分で言っておいてなんだけど、失敗もないわけじゃないよ？」

「はい。でもトーヤさんのドラグを見たら、相当使い込んでいるってわかりますし、それに……もし失敗してもドラグに直されるのなら……」

　ふわぁぁ、とアイネちゃんが頬を赤く染めてうっとりしている。なんとなく、ノボルと会えばすぐにでも意気投合しそうである。でも、許可が取れたのなら。

「じゃあ、早さつ速そく始めさせてもらうね」

　はいっ、とアイネちゃんが水着を脱ぎ、床ゆかに広げて置いて、そさくさと離れた。

　僕は意識を集中させて、照準を水着の紐の切きれ端はしに合わせる。傍はたから見れば実に間ま抜ぬけな光景だけれども、実際には残留体と戦うより難易度は上だ。

　とはいえ幸い──『接合』の類たぐいは再生で慣れている。僕はゆっくりと引き金を絞しぼった。

「……わぁ」

　アイネちゃんの声が零れる中、駆動銃ランゲージの銃口から火花が散る。光は雪のように紐の切れ端にピンポイントで降り注そそぐと、そこに本来あるはずの輪りん郭かくを追うようにして、目ま映ばゆい光となって形作られていき──そしてそれは、ほんの数秒足らずのことで。

　光が消えた頃ころには、水着の紐の切れ端から、新たな紐が伸のびていた。

「よし……大丈夫そうかな？」

　目で出来を教えると、アイネちゃんはそっと水着を掴つかみ上げて、くるりと後ろを向いた。いきなりパーカーを脱ぬぎ始めたので、僕は慌あわてて後ろを向く。無防備！

　なんというか……だんだん、この子がほのみに似ているような気がしてきた。

「……で、出来ました」

　アイネちゃんはぱっと両腕を広げ、その胸元を惜おしみなく披ひ露ろうした。

　そこにあるのは──彼女によく似合う、清せい楚そな柄がらのビキニだった。

「ちゃんと直ってますっ、トーヤさん！」

「みたいだね。よかった。似合ってるよ、それ」

　喜んでもらえてなによりだ。アイネちゃんは赤い顔で丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

「ありがとうございます。本当に……あ。この後、わたしたちのホテルに来ませんか？　わたしの恩人だって、あの人にトーヤさんのこと紹しよう介かいしたいんです！」

「恩人は大おお袈げ裟さだよ」

　苦笑しつつも、それも楽しそうだなと自然と思っていて──ふと、気付いた。

　アイネちゃんの後ろ。通路の奥に、見覚えのある……緋ひ色いろの髪かみが、揺れて。




「……あたしだけじゃ、ないんだ」




　そっか、と。そんな声が聞こえた気がした。

　アイネちゃん越ごしに、その声の主ぬしと目が合う。彼女は唇くちびるを微かすかに震ふるわせ、なにかを堪こらえるように両手を握にぎりしめている。こちらを見つめる上うわ目め遣づかいは、強気なようで弱々しく、その目め尻じりに光るものを見つけて、僕は咄とつ嗟さに言葉を失った。

　どうしてここに、と。そう思うくらいには、彼女の存在を失念していた。

「……女の子の水着……直すなんて……とうや、くんの」

　囁ささやくような声が、何な故ぜか遠くにいる僕の耳に届く。

　ふわっ、と。緋色の髪が綺麗に宙に舞まって──ほのみはきゅっと目を瞑つぶると、

「おっ……女ったらし────！」

　そう、思いっきり叫さけんでから、ぱっと踵きびすを返した。

「は、はいっ？　え、な、なんですか……ってトーヤさんっ？」

　アイネちゃんの声が僕の背中にかかった。足はもうとっくに駆かけだしている。ぱっと足下のパーカーを掴み上げて、走りながら着込んだ。アイネちゃんに言葉を残してあげられなくて申し訳なく思うと同時に、すぐさまその気持ちが消えた。

　代わりに、浮うかんできたのは──ほのみの目尻に光った、水すい滴てきで。

　しまったとか。まずいことをしたとか。そんなことを考えている暇ひまもなく。

　瞬まばたきをすればもう、ほのみの背中しか見えなくなっていた。




　ようやくほのみに追いついたのは、紫苑アクアリウムの外だった。

　従業員用の通路をひたすらに走ってきて、僕たちが最後に開けた扉とびらの先には、誰だれもいない屋上が広がっていた。屋内はまだしも、この季節、水着姿で外に出るのはやはり寒い。

　でも──今は、寒がっている場合じゃない。

「……ほのみ」

　屋上にぽつんと立つほのみは、肩かたで息いきをしていた。必死に走って逃にげてきたのは、追ってきた他ならぬ僕が知っている。緋色の髪は毛先が少しだけ、跳はねていた。

　ただ、その表情は窺うかがい知れない──ほのみは僕に背を向けている。

「ほのみ……」

　名前を呼ぶと──ぴくり、とその肩が微かに震えた。声は届いている。僕はもう一歩、ほのみとの距きよ離りを縮める。ぴくり、とまた緋色の髪が肩口から零こぼれ落ちた。

　そういえば、前にも──こんなことが、あったような気がする。

「……わかんない」

　ふと、小さな声が耳じ朶だを打った。丁度、三歩目を踏ふみ出したときだった。

　ほのみは僕に背中を向けたまま──風に消えるくらいの微かな息を挟はさんで、

「わかんない……わかんないの……」

「……ほのみ？」

　訊きき返すと、ほのみは足を浮かし──爪つま先さきが動きかけて、止まった。

　多分、振ふり返ろうとしたのだと思う。

「……とうやくんが、あの女の子と、一いつ緒しよにいて」

　僕とほのみの距離は離はなれていて、ともすれば聞き逃のがしてしまいそうな小さな声は、そよぐ風に拾われて、僕の耳元に届いてくれた。

「楽しそうに笑ってて……お喋しやべりも楽しそうで、とうやくんも楽しそうなのに……」

　まるで、自分でも扱あつかいかねているような──ふわふわとした声で。

　なのに……と、ほのみはしゃっくりのような息を吸って、

「あたしは、とうやくんが笑っているところ見て……すごく、嫌やだった」

　そんな苦しそうな声で言った。僕は思わず足を踏み出して、

「ほのみ、」

「嫌だったのっ」

　ほのみが弾はじかれたように振り返って、突つき刺さすように叫んだ。僕は足を止める。

　喉のどを震わせて、目尻を赤く染めて──でも、ほのみはひどく弱々しい表情で、

「とうやくんが笑っているのに、あたしっ、すっごく嫌なこと思っちゃったのっ。とうやくんにしてもらったのは……っ、思考昇華パラダイムシフトしてもらったのはあたしだけじゃないんだってっ、あたしじゃなくてもとうやくんはするんだってっ」

　行き場のない感情を、しゃっくり混じりで、宙に向かって叫んだ。

「あたしだけじゃないんだって……あたしじゃなくても……とうやくんは」

　じわじわと、涙が瞳に溜たまっていくのを見て、思わず声に詰つまった。

　多分。ほのみは、多分だけど──感情を持て余しているのだと思う。

　嫌なこと思っちゃった。それは嫌なことを思い慣れてないための言葉だ。純じゆん粋すいな心はその分、感情に敏びん感かんで、喜びや痛みも拾いやすい──だからこそ、明るくなれるし優しくもなれるし、その分悪意にも人一倍傷つきやすい。

　自分が思った『嫌なこと』にも──きっと、困こん惑わくしてしまう。

　なにか言おうと口を開く。けれども色々な感情が胸元を圧あつ迫ぱくして、結局息を吸い込みすぎただけになって──だからそれを、僕はゆっくりと肺から吐はき出してから。

「そんなこと、ないよ」

　はっきりと口にする。色々、考えて……考えるまでもないと知った。

　すん、とほのみが赤くした鼻をすすり、揺ゆれる瞳で僕を見つめてくる。

「……とうや、くん？」

「そんなことないよ。僕は、誰にでもほのみにするのと同じようことはしない」

　まだ冬が厳きびしい頃、ここみたいな屋上で、僕はほのみと初めて会った。

　もう、懐なつかしいくらい昔に感じる。思い返せば、あれが──思考昇華パラダイムシフトを戦うことや壊こわすこと以外に用もちいた、初めての機会だった。あのときのほのみは記き憶おく喪そう失しつの迷子でおまけに空腹で、僕は駆動銃ランゲージを使って見み様よう見み真ま似ねの焼やき菓が子しを創ってみせて、それをあげた。

　それくらいのことなら、きっとほのみ以外の人にもすると思う。でも、

「ほのみにしかしないことは、あるから」

「……でも、さっきの子、すごく楽しそうだったよ？」

　ほのみが不安そうに僕を見上げてきた。こうして話している間に、僕とほのみの距離はもう大分縮まっている。震える睫まつ毛げも、赤みを帯びた瞳も、よく見えた。

「楽しくお喋りしてて……仲良く、なったんじゃないの？」

「うん、僕も話して楽しかったよ。でも、さっきの子とは、たまたまあそこであっただけだから。ほのみにするようなことは、あの子にはしない」

「……あたしにするようなこと、って？」

　おずおずと訊たずねてくる。僕は少し考えてから、実じつ践せんしてみることにした。

　ぽん、とほのみの頭に手を載のせて。ゆっくりとさらさらの髪を撫なでていく。

「こういうこと、とか」

「……つばさちゃんにも、してない？」

　むぅ、と拗すねたような視線が間近から僕を見上げた。言われて記き憶おくの底を漁あされば……そういえば、たまにしている、ような。ほのみの頬ほおがみるみる膨ふくらんでいく。

「……とうやくん？」

　僕は慌ててほのみの手を取って、軽く握った。ひゃぁっ、とほのみが驚おどろいたような顔をするも、僕にも気にするだけの余よ裕ゆうがない。

　女ったらしと呼ばれて──取る行動じゃなかったのかもしれないけれど。

「こ、これならどうかな？」

「……リノンちゃん。たまにとうやくんの手、握っているよね」

　むうぅ、とほのみの頬が風船のようにさらに膨れる。ええと……そんなことは……

「……やっぱり、女ったらしっ」

　ほのみがぷいっと横を向いた。その横顔は怒おこっているようにも、拗ねているようにも、寂さみしがっているようにも見えて──つまり、それら全ての感情が内包されているのだと気付いたとき、僕の足は自然と、前に出てくれた。

　とはいえ、すんなり出したつもりの足は、存外に鈍のろくて──緊きん張ちようしていた。

「……こういうことは、ほのみにしかしないから」

　僕はほのみを軽く、自分の胸に抱だきしめた。腕うでの中で身体からだが微かに震える。ほのみの頭がすぐ真下にあって、見上げてきたほのみと目が合った。その瞳ひとみが揺れている。

　信じて欲しくて、僕は潤うるんだ双そう眸ぼうから絶対に目を離さなかった。

「……あ、あたし以外にも」

「してないよ。こういうことは、ほのみにしかしてない」

　したくない、とは内心でのみ付け加えた。ほのみが一いつ瞬しゆん、泣きそうな顔をして、くしゃっと頬を歪ゆがめると──ぽすん、と僕の胸元に顔をうずめてきた。

「……むっとしちゃって、ごめんなさい」

　小さな声で呟つぶやかれた。僕は頷うなずく代わりにその髪を撫でる。

　それで伝わってくれたのか──んっ、とほのみが首を縦に振った。

「嫌なこと、いっぱい考えちゃった……。とうやくんが楽しそうにしているのに、すごいもやもやして、胸のところがきりきりして……わからなくなっちゃって」

「嫌なことを考えるのって、悪いことじゃないよ」

　ほのみがゆっくりと顔を上げた。僕はその頬についた水滴を指で払はらう。

　ほっぺたが柔やわらかいなとか、こんなときにでも思ってしまって、少しだけ苦笑した。

「その気持ちは、ほのみの感じたことだから。それをこうして伝えてくれて嬉うれしいよ。むっとしたこととか、嫌だなって感じたこととか、出来たら言って欲しいし」

「で、でも……嫌なこと言われたら、嫌じゃない？」

「ううん。言いたいことお互たがいに言い合って、それで喧けん嘩かはするかもしれないけど……でも、喧嘩しても一緒になって考えていけば、解決策って見つかりそうな気、しない？」

　言い合えるだけの関係は、とても貴重なものだと思うから。

　問い掛かけると、ほのみは頬を赤く染めたまま──こくりと頷いてくれた。

「……す、する。一緒に考えれば、解決すると思う」

「よかった。ほのみも言いたいことがあったら、言ってね」

　そう言って苦笑すると、ほのみはおずおずと僕を見上げてきて、
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「……言っていいの？」

　頷き返す。ほのみはまだ迷うように俯うつむくも、その耳先を赤く染めている。

　なにを言われても応こたえる気でいて──けれども、ほのみは予想の斜ななめ上をいって、

「も、もっとぎゅーってしてっ」

　僕の背中に腕を回してくる。緋ひ色いろの髪かみが顎あごをくすぐって、脇わき腹ばらをむずむずした感覚が駆かけ抜ぬけた。僕はぎこちない腕で、ほのみを少しだけ強く抱きしめる。

　少しでも力を入れたら、それこそ折れてしまいそうな……女の子の、身体だった。

「こ……こんな感じ？」

　ん、という頷きが返ってくる。心臓がやたらと速く脈打っているけれど、それが僕のものだという自信もなかった。ほのみが嬉しそうに頬を緩ゆるめ、長い髪を揺らした。

　実感するように、体感するように──僕に、密着してくる。

「こういうこと……あたしだけ、なんだよね？」

　あぁ、やっぱり──失いたくない。これ以上なく実感する。

　この温ぬくもりを、幸せな感覚を、なに一つとして──僕は、失いたくないんだ。

「うん……ほのみだけ」

　そっかぁ、という呟きが聞こえ、胴どうに回る腕が強くしがみついてきた。ほのみが僕を見上げてくる。頬はもうとっくに赤く上気している。半開きの唇くちびるがほぅとため息のような息を零こぼし、とろんとした瞳が──どうしてか、少しずつ閉じられていって、




　かたんっ、という小さな物音が後ろから響ひびいた。




　途と端たん、僕たちはぱっと身を離していた。

　お互いに明後日あさつての方向を向く。視界の隅すみで、ほのみがあせあせした様子で髪を指先で弄いじっている。取り繕つくろったような仕草だけれども──僕は僕で、咄とつ嗟さに姉さん譲ゆずりの鼻歌で誤魔化していたのだから、人のことは言えない。反射って怖こわい。

　さっきまでの雰ふん囲い気きは、もうなくて。それを惜おしんでいる自分を、確かに自覚してから──僕は、ゆっくりと物音のした方向に首を巡めぐらせた。

「──邪じや魔ましちゃったみたいですね」

　そんな、聞き覚えのある声が、耳元に届いた。

　いつの間にか、屋上に繋つながる唯ゆい一いつの扉とびらに背を預け、人が立っている。格好はこの場に相応ふさわしい、パーカーを羽織った水着姿。それに、片手を挙げている──その仕草は、世界共通の気安い挨あい拶さつのそれだ。特筆する点はどこにもないのに。

　ぞくり、と。背筋に──冷たい感覚が、奔はしった。

「いやいやすみません。本当、邪魔する気はなかったんですが」

　口元を吊つり上げ、清せい涼りよう剤ざいのような爽さわやかな笑顔で。

　なんの気負いもなく挨拶をする──その人は。

「どうも、トーヤさん」

　レーシュは、いつの間にか、幽ゆう霊れいのようにそこに現れていた。




　人工の太陽が定刻通りに、屋上の真上に昇のぼっている。

　その光が降り注ぐ中、僕は目の前にいるレーシュと正対した。

「……レーシュ」

「ああ、ようやく反応してくれましたね、トーヤさん」

　レーシュが嬉しそうに破顔する。なんの悪意も感じない仕草──けれども僕は、訳の分からない様子のほのみを背に庇かばい、腰こし元もとに巻いた防水ポシェットに手を伸のばす。

　よかった。大きすぎて邪魔になると思っていたけれど──持ってきて正解だった。

　僕はポシェットの中から、大型拳けん銃じゆうをそっと取り出した。

「早速、臨戦態勢ですか？」

　レーシュがくつくつと喉の奥で声を立てた。自然と指先がグリップに触ふれる。

　震ふるえは──どうにかして、内心に抑おさえることができた。

「……この状じよう況きようで呑のん気きに話せるほど、鈍にぶくはないつもりだよ」

　──やっぱり、生きていた。

　カナンタワーを真っ二つに斬きり、自身も塔とうの残ざん骸がいと共に地上へ落下、最後には目ま映ばゆい光と共に姿を消す──そんな退場の仕方だ。常識外れなだけに予想はしていた。

「トーヤさんってば、幽霊でも見たような顔してません？」

　レーシュが見み透すかしたことを言ってくる。頬には変わらない笑みが浮うかんでいた。

　こうして本人を目の前にしても──それこそ幽霊と話しているような、違い和わ感かんは確かに覚える。けれどもそれ以上に、明確な輪りん郭かくをもった感情が胸を衝ついた。早く。

　背後に庇ったほのみを──一刻も早く、この場から遠ざけなくちゃいけない。

「……なにをしに、きた？」

「ん？　ああいや、今日はこれといった目的があるわけじゃないんですよ」

　拍ひよう子し抜ぬけの答えが、これもまた気負いなく返ってきた。

　レーシュはどこか愚ぐ痴ちっぽく唇を尖とがらせ、やれやれとでも言いたげに肩かたをすくめる。

「本番に備えて最後の調整中だったんですがね。思わぬ予定外が発生したと言いますか、迷子を連れ戻もどしに来たといいますか……中々どうして、予定通りにはいかない」

「……なんの、話？」

「身内の話ですよ。まあ、予定外だからこそのラッキーもありましたが」

　そう言って、レーシュは口の端はしをくいっと吊り上げた。

　その目は真っ直すぐに、僕と──多分、背後にいるほのみにも向かっている。

「良いところを邪魔しちゃったのは心苦しいですけど、俺にとっては、ここまで出向いてきた甲か斐いが出てくるってものなんです」

　言い聞かせるようにして、僕は深く息を吸い込んだ。ゆっくりと……吐はき出す。

　ペースに呑のまれるな。平静を保つため──あえて、会話に乗れ。

「……それだけ聞くと、僕が目的って聞こえるけど」

「お、大正解」

　察しが良いですね、と本気で言っているのか、青年は綺き麗れいに指先を鳴らした。

「トーヤさんに前々から訊きたいことがあったんですよ。ここに来たのは偶ぐう然ぜんも偶然ですけどね、せっかくならラッキーは有効活用したいですから」

「……それ、僕が答えないとしたら？」

「そんな、つれないこと言わないでくださよ」

　レーシュがおどけるように笑う。子供のような幼い笑い方で──

「──『夜明けの危機』」

「っ」

　零こぼれた息を呑み込んだ。四し肢しが不自然に強こわ張ばりかけ──抑おさえる。背後にいるほのみへ振ふり向こうとするのを必死に堪こらえ、ほのみを気持ち、さらに後ろへ庇う。

　隠かくした動どう揺ようは悟さとられなかったのか、レーシュは態度を変えなかった。

「去年の冬に『鶺鴒』を襲おそった災害──いや、人災か。多数の残留体が都市内部に入り込み、甚じん大だいな被ひ害がいを与あたえた『鶺鴒』史上最大と言える事件」

「……それが？」

　言葉を途と切ぎれさせないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだった。レーシュは何食わぬ顔で続け、

「ええ、それがです。事件は『鶺鴒』側の勝利、事態が夜明けに収束したことから、付いた名前が『夜明けの危機』──とまあ、大団円で幕を引いてはいますが」

　一瞬、溜ためのような間をつくってから、

「この一件、本来であれば『鶺鴒』に解決できるはずはなかったんですよ」

　────まずい。

　何故か、心臓がばくばくと脈打っている。レーシュは会話の間を埋うめるように、その場を歩き回り始めた。こつ、こつ……と、床ゆかを踏ふみ鳴ならす音が続き、

「堕だ天てん使しって《羽はね憑つき》──知ってますよね？」

　止まって、レーシュはくいと僕に向けて顔を傾かたむけてきた。

「『夜明けの危機』で残留体を指揮し、襲しゆう撃げきを先導した個体──ケンキュージョの登録名だと、堕天使。人間とほぼ同等の思考能力を持っているとされて、なんでも姿形も人間そっくりだとか」

　びくり、と背後で気配が揺ゆれた。背中に手がしがみつく感かん触しよくがある。振り向いて安心させてあげたいけれど、この青年を前にしている以上、下手な動きは出来ない。

　僕はレーシュから視線を離はなさない。それで、と対する相手はごく自然と、

「あの戦いで堕天使を駆く除じよしたのって、トーヤさんですよね？」

　当たり前のように確認してきた。堕天使の名前を知っている──それだけでも言葉に詰つまりかけたのに。肯こう定ていが沈ちん黙もくとなると知っていながら、僕は声が継つげなかった。

　けれども何故か──レーシュは顎に指を当て、不可解そうな仕草を見せる。

「そう。『鶺鴒』で観測された残留体の中で、もっとも強力な《羽憑き》とされる堕天使──それを駆除した人間は、記録上だと確かにトーヤさんになっている」

　どこでそんなことを──本来であれば、そう問い返すべきなのかもしれない。ただそれを考えるより以前に、僕はレーシュの口調にある種の予感を覚えていた。

　多分──こいつは、知っている。

「でもね、俺はそう思わないんですよ」

　ねえ、トーヤさん。

　そう言って、レーシュは僕に挑いどむような笑みを浮かべてみせた。




「本当に一人だけで、堕天使を撃うったんですか？」




「っ……！」

　余よ裕ゆうを捨て、僕は真っ黒な銃じゆう口こうを跳はね上げ、素早く構えた。

「へぇ……そういう反応をするわけですか」

　銃口の先──レーシュが軽く目を瞠みはるも、すぐさま獰どう猛もうに口元を吊り上げてみせた。

　動じていない。その態度に──むしろ、こちらの焦しよう燥そうが煽あおられる。

「ビンゴ、とまではいかないにせよ、ダブルリーチくらいはかかりましたかね。いやいやトーヤさんがわかりやすい人でよかった」

「……どうして、それを」

　知っている。

　内心で呑み込んだ言葉は、どうやら相手には聞こえたらしい。

「色々調べたんですよ、『鶺こ鴒こ』に来る前にも、来てからも」

　レーシュが軽く、爪つま先さきで床を叩たたいた。突つきつけた銃口をまるで怖おそれていない。

　幽霊。もしも銃じゆう弾だんすら当たらないとしたら──そんな馬ば鹿かげた想像が頭を過よぎる。

「『夜明けの危機』は残留体の計画的な作戦です。事前に透とう過か個体を潜せん行こうさせ、『鶺鴒』の浮ふ上じようと同時に攻こう撃げきを開始、隔かく壁へきを破は壊かいして純白の花瞳エルダーアイリス上部からの増ぞう援えんを侵しん入にゆうさせた──あれは都市が丸々一つ相手だとしても、十分に落とせるほどの作戦だった」

　でも、とレーシュは頬ほおを歪ゆがめた。

　とっておきの話の種を披ひ露ろうするように──心底、愉ゆ快かいそうに笑う。

「そもそも、残留体の指揮官が不在だったとすれば話は変わってくる」

　思わず、グリップを握にぎる手に力が入った。服の裾すそを掴つかむ小さな手もまた、ぎゅっと震えたまま力を込めてくる。ほのみの不安を取り除けないことが悔くやしかった。でも、だめだ。

　隙すきを見せるわけにはいかない──レーシュも、僕から目を離していないのだから。

「本来、作戦に投入されるはずだった……作戦を指揮するはずだった、最上位個体。人の思考を宿した残留体──つまり、ゴスペルが人間の側についたと考えれば？」

「っ、レーシュ！」

　言うな。そう、叫さけび出しそうになった。背後にいる少女は知らない──自分を狙ねらっている悪意があることを、自分の存在を示す言葉があることをまだ知らない。

　知らないままでいてくれたほうが──ずっとよかったのに。

「話はここからですよ、トーヤさん」

　レーシュは舌の上で言葉を器用に転がしていく。

「どんどん辻つじ褄つまが合ってくるんですよね。堕天使はあくまでゴスペルの代わりで、初めから作戦そのものが十二分に展開されていなかった……だから失敗した。ゴスペルは人間と一いつ緒しよに残留体と戦った……つまりトーヤさんと一緒に、堕天使と戦った」

「っ……それはっ」

「単独で《羽憑き》を殺すほうが無理ありますって。相手は曲がりなりにもゴスペルの代役──ゴスペルと協力して、あるいはゴスペルそのものが戦ったと考えたほうが自然だ」

　ただまあ、とレーシュは不可解そうに肩をすくめると、

「どうしてゴスペルは人間側についたのやら……まあなんとなく想像はつきますが」

　一いつ瞬しゆん、碧あおい空を遠くに見上げてから──というか、と僕に眉まゆをひそめてみた。

　ころころと表情が変わる。それは、余裕に裏付けされた態度なのだと思う。

「前に会ったときはトーヤさん、ゴスペルのこと知りませんでしたよね？　演技が上手そうには見えませんし、あの後、誰だれかに意味を教わりましたか？」

「……質問に答えるって言った覚えはないよ」

「はは。トーヤさんはわかりやすいなぁ……そういう真っ直ぐなところ、好きですよ」

　これほど言われてもまったく嬉うれしくない賛辞は久しぶりだった。

　まあ結論として、とレーシュは口元を軽く吊つり上げる。

「ゴスペル──俺の捜さがし人は、間ま違ちがいなくトーヤさんの近くにいるってことです」

「──だったら？」

　引き金に指をかける。照準の先では、レーシュが挑むように笑っていた。

「その銃じゆうじゃ、幽ゆう霊れいは勿もち論ろん、俺も殺せませんよ？」

「……殺す気はないよ」

　僕は銃口を真上に向け、引き金を絞しぼった。目映い光が瞬またたく間に膨ぼう張ちようし、姿を変えて物質として産み落とされる。剣砕きマンゴーシユ。それの柄つかを掴み取り、逆さか手てで構えた。銃は腰こし元もとに仕し舞まう。

　銃なんて使わなくても──出来ることは、ある。

「少し、動けなくはなってもらうけど」

「……へぇ」

　意外と好戦的ですね──と、賞賛するような声が響ひびいた。

「武器創造……残留体専門の武装研究員にしては珍めずらしい。近接戦せん闘とうが好みですか」

　レーシュの手には、既すでに柄が握られていた。彼も僕と同じように、ポシェットにでも武器を携けい帯たいしていたのか──指先が躍おどり、柄がくるくると回って、形を変えていく。

　やがて、奇き妙みような刃はのない剣けんの姿を見せれば。それはレギナ・リリウムだった。

　ばちっ、と。紫し電でんのような光が弾はじけ、剣の刀身として奔ほん流りゆうを生んだ。

「トーヤさんを痛めつければ、ゴスペルも姿を見せてくれますかね？」

「……ほのみ、後ろに」

　前を向いたまま、僕は小声で呼よび掛かける。ぎゅっ、と服の袖そでが引っ張られた。

「で、でもっ、とうやくん、あたしのことっ」

「大だい丈じよう夫ぶ。ほのみには絶対に触ふれさせない」

　一瞬だけ、ちらとほのみを見る。ほのみは顔をくしゃくしゃに歪めていた。

　ゴスペル──多分、その意味をもう理解した少女に向けて、

「後でゆっくり話すよ。だから、今は下がってて」

　軽く笑ってみせた後、正面のレーシュと対たい峙じした。もう笑えみは浮うかべていられない。

　侵しん食しよくされないよう、守る。奪うばわれないよう、戦う──方法は実に単純だ。

　言葉を発する気はない。ただ、対峙する青年はあくまで軽快に言った。

「──武装研究員とやるのは、久々だ」

　レーシュが笑い、剣先を水平に構えたところで──僕は、床を蹴けった。

　距きよ離りが、一気に殺される。間合いに飛び込めばやることは一つ。

　僕が剣砕きマンゴーシユを振るい、レーシュが剣を薙なぐ。

　二つの軌き跡せきが交こう錯さく、剣砕きマンゴーシユがレギナ・リリウムの刃と身を撃ち合わせた──瞬しゆん間かん。

　見覚えのある火花が、剣砕きマンゴーシユの刀身から、弾け。




　ぱぁぁっ、と。光が勢いよく剣砕きマンゴーシユから放たれ──刹せつ那な、刀身が消え失うせた。




「っ」

　目を灼やかれた直後、鈍にぶい痛みが胸元を走り抜ぬけた。

　剣の柄が、僕の胸にめり込んでいる。けれども異物はすぐに離れて、身体からだがふわりと自由になったと思えば──がんっ、と額に、レーシュの爪先が刺ささった。

　視界が、ぐらつく。

　からん、と手から柄が零れ落ちた。刀身を失ったそれは、床に落ちた途と端たん──粉々に砕くだけ散る。膝ひざが折れ、僕は無意識のうちに両りよう腕うでを床に突っ張っていた。

　今。今だ。たった今、なにが──なにが、起こった？

「っぁ……ぁ、ぁ」

「あれ、中ちゆう途と半はん端ぱに意識が残っちゃいましたか」

　頭の上で音が響いている。それがレーシュの声だとわかっているのに、上う手まくそうだと認識できない。右腕の力が不意に抜けて、身体ごと崩くずれるように床へ倒たおれ込んだ。

　頬が冷たい。視界の隅すみで、レーシュがレギナ・リリウムの柄をお手玉していた。

「しっかしまぁ、随ずい分ぶんと勇ゆう敢かんな思考してましたね……よっぽどあの子のことが大事なんでしょうけど。今の剣、壊こわすのが勿もつ体たいないくらいでしたよ」

　よくわからない声が降り注ぐ中、足が見えた。少女の顔が大きく瞳に映りこむ。緋ひ色いろの髪かみが一ひと房ふさ、頬に触れると──くすぐったい感触を覚える。

　それが呼び水だった。視界のピントが戻もどる。僕は身体を起こし──

「っ、ぐ、ぁ……」

「とうやくんっ」

　けれども四し肢しは思った通りには動かなくて、ほのみの今にも泣き出しそうな顔だけが鮮せん明めいに見える。それがまた感覚を呼び起こし、僕はなんとか声を絞り出せた。

「ほ、のみっ……早くっ」

「っ、とうやくんはっ！」

　ほのみが勢いよく立ち上がった。首をなんとか巡めぐらせてみれば、ほのみがレーシュと真っ向から向き合い、睨にらみ付けている。途端、胸の中ですぅーっと冷たいものが流れた。

「へぇ、トーヤさんのお次はアナタですか？　トーヤさんの周りにいるってことは、この子も多少はゴスペルに近いんですよね……あるいは、この子ってことも」

　レーシュが愉快そうに口元を歪める。僕は起き上がろうとして──失敗した。

　身に覚えのある揺ゆれが、ぐらんっ……と床を襲おそった。

　腕の突っ張りが抜ける。その揺れは建物全体を震ふるわせて──いや、違ちがう？

　床が、屋上が、アクアリムが──『鶺鴒』が揺れている。

「……ようやく動いたか」

　そんな声が、聞こえた。

　レーシュが空を見上げている。どこか遠くを見つめるような眼まな差ざしは、すっと床ゆかに伏ふせる僕を見下ろした。その手元の刀身が、役目を終えたかのように光を失う。

　武器を、しまった。その意味するところを示すように、レーシュは肩かたをすくめた。

「すみませんね。色々と途と中ちゆうであれですが、俺はここらで退散します」

　んっ、とほのみが僕の前に立ち塞ふさがる。表情は背中越ごしで見えないけれど、肩は激しく怒いかっていて──なにもしませんよ、とレーシュがほのみと、それに僕に苦笑した。

「そろそろ準備しなくちゃいけないことがありまして。ようやく友人を招待することができる──トーヤさんも、これからきっと忙いそがしくなりますよ」

「……ど、いう」

　ほのみが寄より添そってくれて、僕はなんとか足あし腰こしを持ち上げることができた。

「まあ、もうすぐですよ。パーティの開始まではあと少しですから」

　レーシュの背中が、遠ざかっていき──屋上の扉とびらへ、消えていく。

「……あぁ、でもトーヤさん」

　その足はけれども、存外すぐに止まった。

　レーシュはそのときだけ振ふり返り、底冷えするような微び笑しようを咲さかせた。

「もたもたしていると……大切なものなんて、あっという間に失いますよ？」

　なんてね、と手を挙げて、左右に揺らす──別れの挨あい拶さつを残して。

　レーシュは呆あつ気けなく、屋上から姿を消した。

「っ……はぁ」

　身体の力が、一気に抜ける。ほのみが慌あわてて僕を抱だきとめてくれた。

「とうやくんっ、大丈夫っ？」

「……う、ん」

　脳の揺れは収まりつつある。それでも若じやつ干かん、視界がふらふらしていると──ぶー、と耳鳴りが聞こえてきた。頭を振って調子を確かめてみるも、一向に収まらない。

　どうしたものかと悩なやんでいると──腰元の携帯が、揺れていた。

「っ……はい、もしもし？」

『だいだいやじるし、聞こえる？』

　美陽さんからの着信だった。息いき遣づかいだけで返事をすると、通話の相手が息を呑のむ。

『なにか、あったのかい？』

「ええ、まあ……美陽さんこそ、どうしました？」

　我らが室長の声こわ音ねが普ふ段だんより低い。頭が朦もう朧ろうとしているけれども、電話口から漏もれる複数の大声や足音くらいは聞き分けられて、それもまた普段通りではないとわかる。

　果たして──電話口の美陽さんはうんと声だけで頷うなずいた。

『君の事情も後ほど聞こう。今はこちらの緊きん急きゆう要よう請せいを優先させて欲しい』

「……要請、ですか？」

　調査の命令とは大分響きが違う。加えて、美陽さんが直接電話してくることとなると、用件の重要性は跳はね上がる。事実、我ら室長の声は機械を通しても強こわ張ばって聞こえた。

『少し前に、ラピュセルの修しゆう繕ぜん班から連れん絡らくが入ってね。メインエンジンに重大な問題が発生しているとの報告を受けた。その内容が──』

　少しの間、電話口から沈ちん黙もくだけが流れる。

『……ラピュセルは、直せない。本体をどれだけ完全に直したところで、大本の動力──大量の涙るい晶しようが、例の侵しん入にゆう者に破は壊かいされていて圧あつ倒とう的てきに足りないんだ』

「……涙晶が？」

『簡潔に言うよ──このままだと、『鶺鴒』はいずれ海底に激げき突とつする』

　意味を、朦朧とした頭が咀そ嚼しやくして──理解が及およんだところで。

『これより特立研究機構は、純白の花瞳エルダーアイリスへの緊急接続を行う。後、内部に侵入し特例的に残留体を駆く除じよ、獲かく得とくした涙晶をラピュセルの動力に回すことで、沈ちん没ぼつを回かい避ひする。なお沈没の影えい響きようで、『鶺鴒』が純白の花瞳エルダーアイリスとの接続を維い持じできる時間は、およそ五時間』

　────トーヤさんも、これからきっと忙しくなりますよ。

　声が不意に脳のう裏りに浮かび。それを上書きするように、美陽さんは言った。

『自分たち特査もこれに参加する──せっかくのデートの最中に済まないね。至急、戻ってきてくれるかい、だいだいやじるし？』
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　微かすかな振しん動どうが、座席を伝わって全身に広がる。

　かたこと、という雑音は規則的だからか耳に障さわらない。室内を見み渡わたせば、幾いくつかの座席とごちゃごちゃした機械があるだけで、窓の外の景色も変わらず退たい屈くつだ。

　とはいえ──元々、純白の花瞳エルダーアイリスに向かう最中、幾つもの車両が連結するこの列車に乗っているときは、退屈する心の余よ裕ゆうはこれっぽちもないのだけれども。

「──さて、到とう着ちやくまであと少しだ。皆みんな、手を止めずに聴きいて欲しい」

　対面に座る美み陽よさんが、狙そ撃げき銃じゆうの弾だん倉そうを確認しながら言った。

　かちっ、とチャンバーから空っぽの弾倉が抜け、新しい涙なみだ色のそれが装そう填てんされる。

「現在、『鶺せき鴒れい』は緩ゆるやかに沈ちん降こうしている。根本的な原因はラピュセルの不具合、涙るい晶しよう不足だ──これの対策として、自分たちはこれから純白の花瞳エルダーアイリス内部に侵しん入にゆう、残ざん留りゆう体たいを駆く除じよすることで涙晶を確保し、それがラピュセルの動力として活用されることになる」

　ブリーフィング。

　こういった作戦前の状じよう況きよう確認も──昔から変わらず、美陽さんの率先した役目だ。

「でもよ、姐あね御ご。他の都市がなにか言ってきたりしないっすかね？」

　隣となりの席に座るノボルが、手を止めないままに訊たずねる。考え込んでいる横顔とは別に、一心不乱に整備台の上に載のった駆動銃ランゲージを調律しているのだから恐おそれ入いる。

「潜せん水すいする周期って決まっているじゃないっすか。年に二回──この決まりって、破ったらやばいんじゃなかったんでしたっけ？」

「なに、やばくはないさ。乗り込んでしまえばあとはどうとでもなるよ」

　美陽さんは珍めずらしく、大だい胆たんな理論を展開してきた。

「こちらは沈没するかしないかの瀬せ戸と際ぎわだからね。幸い、現在花瞳アイリスに接続している都市はいないから鉢はち合あわせすることもない。涙晶が獲得できて無事に海上へ戻れたら、そのときに各国に対する誠意ある態度を見せればいいのさ」

「事後承しよう諾だくの狩かり……海かい賊ぞくの理り屈くつね」

　嫌きらいじゃない、と美陽さんの隣に腰こし掛かけるリノンが、薄うつすらと微笑んだ。持参した小豆あずき色の缶に口をつけると、一気に中身を飲み干している。

　おしるこが喉のどをすんなり通るところを見ると……なんというか、さすがである。

「リノノンは初の純白の花瞳エルダーアイリスだね。どうだい、緊きん張ちようはしているかな？」

　美陽さんに訊ねられると、リノンは迷う素そ振ぶりもなしに首を横に振った。

「いいえ、特には」

「ふふ、頼たのもしい限りだ。……今回の作戦は通常とは違う。さっき話した五時間のタイムリミットが設もうけられているからね。初うい陣じんには不足ないはずだよ」

「……五時間を過ぎると、どうなるんですか？」

　訊きくまでもないことかもしれないけれど。美陽さんは重々しく答えた。

「回かい廊ろうが、折れる。五時間は都市の体勢を維持できる時間の目安だと思って欲しい」

　……やっぱり、そうなるか。

　回廊──純白の花瞳エルダーアイリスと潜水都市『鶺鴒』を繋つなぐ、この列車が通っている大型通路だ。

『鶺鴒』が沈降しているのであれば、いずれこの回廊は都市に引きずられる形で純白の花瞳エルダーアイリスから強制的に外れることになる。そうなれば、結末は容易に想像できてしまう。

「深海の水圧ってやべぇからな……」

　ノボルはそう付け足すと──うっし、と重い雰ふん囲い気きを吹ふき飛ばすように声を上げた。

　調律が終わったのか、手元には綺き麗れいに磨みがかれた僕の駆動銃ランゲージがある。純白の花瞳エルダーアイリスに向かう前に、ノボルに駆動銃ランゲージを見てもらうのは昔からの慣例だ。

「橙とう矢やっち。ドラグーン弐に式、改良終わったぜ」

「ありがと……って、あれ、なんか形変わっている……？」

「ああ、昨日の夜思いついたやつでな。ちょいとした新機能ってところだ」

　可愛子ちゃんの水着を見られなかった分の情熱を込こめたぜ──とは、今朝はダウンしていたノボルの弁である。あぁ、そっか……だから来られなかったんだ、プール。

　いわく、水着を見み逃のがした情熱が込められているらしい、それ。

　僕の駆動銃ランゲージ、ドラグーン弐式の形状が──ぱっと見てわかるくらいに、変化していた。

「とりあえず説明しとくぜ」

　ノボルは黒の大型拳けん銃じゆうを軽く構えると、ドラグーン弐式の銃身に手を添えた。

「思考昇華パラダイムシフトの威い力りよくと射程、あと範はん囲いなんかも弄いじってみた。切り替かえはスライドコッキング方式。左右に引けるんだが……まずは右からいくか」

　銃身を軽く右に傾かたむけてから、手前に引いた──途と端たん。

　きゅぃん、とどこかで聞いたような音を立て、駆動銃ランゲージの銃身が独りでに分解を始めた。外側のパーツが剥はがれた……と思ったら、それがまた銃身の違う部分と組み合わさる。

　パージにコネクト──繰くり返せば、まったく別の銃身が出来上がっていた。

「こいつが、モード『スコーピオン』だ」

　僕と美陽さん、多分リノンも呆あつ気けにとられる中、ノボルは淡たん々たんと説明し続ける。

「いわゆる遠えん距きよ離り仕様だな。橙矢っちの超ちよう近接向きの花はな吹雪ふぶきを、弾だん丸がんみてぇに飛ばせるようにしてみた。特とく徴ちようは、当然だが距離があっても撃うてること、連射が利きくことだな。その分、威力は落ちるからそこんところは呑み込んどいてくれ」

　んで、とノボルが今度は銃身を左向きに倒たおし、手前にスライドする。銃身がパーツごとにばらけるように分解されていき、別の形へ変わっていく。

　再び、さっきとはまったく違ちがうものにしか見えない銃が、目の前に現れた。

「こっちが『テンペスト』モード。広こう範はん囲いに出力できる散弾タイプっつーかな。これも威力がちと落ちるが、複数を相手に立ち回るときなんかに使い勝手いいかもだぜ」

　使い勝手が、いいらしい。ノボル、と僕は何食わぬ顔をする友人に向き直った。

「これ……ちょい新しい機能ってレベル？」

「……ぶっちゃけると徹てつ夜や明けのテンションだったからな。実は結構、頑がん張ばったぜ」

　うん。だと思った。僕がノボルに深々と頭を下げると、いやいやと向こうも頭を下げてきた。その光景が不思議に映ったのか、リノンは感情を表に出さないまま、

「風かざ峰みね君は勿もち論ろんだけど……八はち王おう寺じ君も変なのね」

「ふふ、変わっていることはなによりの武器だと自分は思うけれどね」

　なにやら美陽さんと一いつ緒しよに頷き合っている。あの二人も最近、仲が良い。

　と、ぎぃ──と車両が耳に障る音を立て始めた。窓の外を通り過ぎていくだけの景色が少しだけゆっくりと流れていく。減速の合図──目的地が近い証しよう拠こだ。

「……武器っつえば」

　ふと、ノボルが整備の器具を片付ける手を止めた。ちらと横目で僕を窺うかがってくる。

「レーシュって野や郎ろうが使ってたっつぅ、妙みような『剣けん』──レギナ・リリウム？　だっけか。その武器、橙矢っちの話じゃ、剣砕きマンゴーシユまで壊こわしてきたって言ってたけどよ」

「それは自分も気になっていたところだね」

　美陽さんもまた、目線だけで僕に先を促うながした。唯ゆい一いつ、リノンだけは熟考するように唇くちびるに指先を添そえているけれど、僕としてもみんなに相談しておきたい話だ。

「本当ですよ。レーシュと戦ったとき、確かに……砕くだかれました」

　レーシュとの一件は、列車に乗り込む前に、ここにいる全員に触さわりだけ説明していた。自分でも未いまだに疑問が残る話だから、語り口が曖あい昧まいになってしまったけれど。

　剣砕きマンゴーシユが、光と共に──まるで存在ごとその場から消しよう滅めつした光景は、脳のう裏りに焼き付いて離はなれない。

「こう、光がぱって散って、次には刀身から柄つかまで一気に砕けました」

「ふむ……それこそ、カナンタワーの時と同じ現象なのだろうね」

　考察を述べるのは、不可解そうに顎あごを指先に預ける美陽さんだ。

「斬きった物質を光にして宙に散らす……武器としては理想的な破壊力だけれど、見たままを言うだけでは、原因がまったく判明しないね。剣砕きマンゴーシユが破片なりの物質をその場に残していれば、持ち主の腕わん力りよくと剣の性能で破壊したと一応の解かい釈しやくはできるけれど……」

「光となって消えちまった、か。まさか、物質の寿じゆ命みようが来たわけでもねぇんだろ？」

　ノボルの質問は、突とつ発ぱつ的なようでいて的まとを射ている。僕は小さく頷うなずいた。

「うん、それは僕も考えたんだけど……」

　思考昇華パラダイムシフトで生み出された物質は、一定の時間を過ぎると、光の粒りゆう子しとなって宙に解き放たれ──崩ほう壊かいする。その理由の多くが物質としての寿命だ。思考昇華パラダイムシフトで創つくられたそれは、内部の構造がどれだけ精せい巧こうでも、現実に存在する物質に比べて崩壊のペースが速い。

　物質創造の原則として、涙晶を使えば使うほど、物体としての寿命は延びるのだけれど──カナンタワーのようなものとは違って、僕の剣砕きマンゴーシユは使い捨てだ。

「でも、いくら使い捨てだからって、一度剣を合わせただけで壊されるほど脆もろくもないはずなんだけど……」

「──さしあたっての問題は、武器のことではないでしょう」

　不意に、リノンが会話を遮さえぎるように言葉を投げてきた。さっきまで随ずい分ぶんと考え込んでいたようで、その表情は珍しく傍はたから見てもわかるくらいに強こわ張ばっている。

「機関部を破は壊かいした人間……今のこの『鶺鴒』の状況を生み出した張本人が、風峰さんを狙ねらっている事実のほうがよほど大事よ」

　的確すぎる指し摘てきが、その場をしんと沈ちん黙もくさせた。かたかたと減速し続ける列車が、車両を緩やかに揺ゆらして──ふぅ、と美陽さんのため息が存外、大きく響ひびく。

「そうだね。それがなにより重要な案件だ。意図して避さけていたつもりはないのだけれど……リノノンには悪い役を買ってもらってしまったね」

「いえ。私の中での優先順位を改めて言っただけです」

　生き真ま面じ目めな返答はリノンらしい。妙な武器よりも、ほのみのことを考えるべき──本人は優先順位と言ったけれど、それがこんなときでも嬉うれしかった。

　────レーシュという脅きよう威いが再び現れた以上、事情を話さないわけにはいかない。

　そう言って僕に説明を促してきたのは、リノンだった。リノンはゴスペルの符ふ合ごうから、レーシュの狙いがほのみだと薄うす々うす気付いていたらしい。僕も首を縦に振ふるしかなかった。

　巻き込んでしまったとは思う。ただ、それ以上に──僕だけじゃ、守りきれない。

　剣砕きマンゴーシユを砕かれた今なら、それが痛いくらいに理解できるから。

「──ほのみんは心配いらない」

　そう信じよう、と。

　美陽さんが場を締しめるように低い声で言った。ほぼ同時に、車両が一ひと際きわ大きく揺れる。ぷしゅーという排はい気き音が勢いよく響けば、窓の外の景色は停止していた。

　目的地への到とう着ちやく。美陽さんは狙そ撃げき銃じゆうを背に固定して、立ち上がる。

「彼女には武装研究員の警護もつけて研究所に待機してもらっているからね。ここにいる自分たちが気を必要以上に揉もむことはない──代わりに、自分たちは職務をこなそう」

「だな。ま、緋あけ空ぞらっちも付いているんだし、大だい丈じよう夫ぶだろうぜ」

　ノボルも意識を切り上げるように席を立ち、美陽さんに続いて、車両のタラップを下りていった。つばさはまだ訓練段階のこともあって、今回の作戦には当然ながら加わっていない。その代わりに、ほのみと一緒に僕たちの帰りを待ってもらっている。

　そうだ。ほのみには警護も付いている。だから今は、自分に出来ることをやろう。

　心配ではある。みんなもきっとそうで、だからこそ──今は。

「……心配しないで」

　車両から降り立ったリノンが、声をかけてきた。振り返れば、引き締まった表情のリノンが僕を真っ直すぐに見つめている。その瞳ひとみが普ふ段だんよりか数段、鋭するどかった。

「状況は確かに危険よ。『鶺鴒』もこんな状態で、侵入者の行方ゆくえも掴つかめない……でも、風峰さんには私が手出しさせないから」

「……うん、ありがと。リノンに言われると、安心する」

　頬ほおが緩ゆるんで、自分がいかに緊張していたかを知った。うん。ほのみのことは確かに心配で──けれどもそれと、僕が今出来ることを出来なくなるのはまったくの別問題だ。

　リノンもまた表情を優しいものに変える。その目がそっと伏ふせられた。

「……それに……あの剣だって決して万能というわけでもないもの──」

「おおーい、なにやってんだ橙矢っち！」

　ふと、ノボルの伸のびた大声が背中にかかった。声の方向に首を巡めぐらせれば、列車の終着点──純白の花瞳エルダーアイリスと『鶺鴒』を繋ぐ回廊の終着点でもあるそこには、巨きよ大だいな扉とびらがそびえている。無骨な造りだが頑がん丈じようなそれは、純白の花瞳エルダーアイリスに繋がる入口だ。

　その前に、大勢の武装研究員たちが集まっていた。ざわざわとした騒そう音おんが回廊に響くその規模は、およそ五〇人。その中で、ノボルがこちらに向けて大きく手を振っている。

「いつまでもいちゃついてないではよこーい！」

「いちゃついてないってば！……いこっか？」

　なんとも締まりがない。お互たがいに苦笑しながら、僕とリノンは駆かけ足でノボルの下もとまで──武装研究員たちがひしめきあう、純白の花瞳エルダーアイリスの入口に向かった。ふと思う。

　結局──リノンがさっきなにを言いかけていたのか、訊けなかったなと。




　純白の花瞳エルダーアイリスへの侵入方法は、今回に限らず共通している。

　ここの塔とうを含ふくめ、世界に点在する花瞳アイリスの塔は構造が少し特とく殊しゆだ。幾いく本もの塔が絡からみ合うようにして連なって、共通の土台を持つ一つの塔として深海に君臨している。

　僕たちの担当は、小塔のうちの一つ。別働隊が他の塔からも侵入する手て筈はずだ。

　ただ、今回の作戦には──そこに五時間という厄やつ介かいな制限時間が付いてくる。

「揃そろったね。もうすぐ、作戦が開始されるよ」

　だからなのか、僕とリノンが美陽さんの下もとに集まった頃ころには、一刻の猶ゆう予よも残されていないと言わんばかりに、周囲の雰ふん囲い気きが既すでに異質なものへと変化していた。

　先程までざわついていた空間は、しんと静まり返っている。約五〇名の武装研究員たちは私語一つなく無言で佇たたずみ、三、四人ごとに幾つかの班にわかれていた。班によっては内部探たん索さく用の巨大二輪駆く動どう車、ハードサイクルの機体に背を預ける者もいる。

　僕たちも例に漏もれず待機だ。ノボルは既に列車の中へと戻もどっている。

　純白の花瞳エルダーアイリスへの──侵入前。この、肌はだがひりつくような空気には未だに慣れない。

『──オペレーション、スタンバイ』

　不意に、合成音が辺りに響く。音源は目の前に広がる巨大な扉からで、扉上部にある赤い光が情報処理を示す点てん滅めつを繰くり返していた。音声案内の正体は、純白の花瞳エルダーアイリス侵しん入にゆうのサポートシステム──そう、何度もそれを聴きいた身として知っているけれども。

「……風峰君、これは？」

　そっと僕に耳打ちしてきたリノンには、今回が初めての作戦だった。回かい廊ろうと純白の花瞳エルダーアイリスを繋つなぐ、扉というより門のようなそれを見上げながら、僕もまた小声で返す。

「花瞳アイリス侵入をサポートするシステムだよ。しばらく聴いていればわかると思う」

　そう言ってまもなく、扉の赤い一つ目がより速く点滅し始める。

『サーモスキャン、スタート。エントランス近辺をチェック……ノーリアクション。熱源は確認されません。ファーストコンディション、グリーン』

「……残留体の反応を調べているの？」

　リノンが見事に正解を言い当てた。純白の花瞳エルダーアイリスは残留体の巣そう窟くつだ。回廊の扉が開いた瞬しゆん間かんに残留体の多勢に囲まれた、なんて展開は洒落しやれにならない。

　進んでいるのね、とリノンが微かすかに息を呑のんだ。

「他の都市でこんなシステムを見たことはなかったけど……」

「サポートは前からだけど、サーモスキャンに関しては『鶺う鴒ち』も最近導入したんだよ。ほら、前に一度、透とう過か個体に回廊前で待まち伏ぶせされたことがあったから」

　ああ、とリノンが得心した風に頷く中、サポートシステムの案内は続く。

『フロアスキャン、スタート…………コンプリート。地形、前データとの差異は認められません。内部温度、氷点下三℃。風位、下底部より二メートル。凍とう傷しよう、器具の凍とう結けつに注意してください。──トータルコンディション、グリーン』

　ちかちか……と、点滅する赤い一つ目は光の周期を緩めていった。やがて完全に停止すると、最後に一ひと際きわ、強く発光する。巨大扉が独りでに己おのれの拘こう束そくを解き始め、滑なめらかに音を立てず、けれども厳おごそかに左右に開いていった。始まる。

　僕は、武装研究員たちは、次々に駆動銃ランゲージを胸元に構えた。合成音が告げる。

『オペレーション、スタート──良い狩りをハヴアナイスハンテイング』

　鬨ときの声はない。ただ、足音がリズムでも刻むように連続して続いて。

　扉が開ききった直後──僕たちは一いつ斉せいに純白の花瞳エルダーアイリスへと雪な崩だれ込こんだ。




「──ようこそ、お越こし下さいました」




　不意に。

　そんな恭うやうやしい声が、はっきりと、塔に響き渡わたった。

　塔の中央には──ぽっかりと巨大な穴が空いている。

　風速二メートルらしい風が下方から吹ふき上げる度たび、獣けものの唸うなるような音が耳じ朶だをひっかき、その穴の周囲にとぐろを巻くようにして、螺ら旋せん状の幅はばの広い階段が延びている。

　まるで、塔の真ん中だけなにかに貫つらぬかれたような──そんな奇き妙みような穴の前に、僕を含めた武装研究員たちは、銃を構えたまま呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。だって。

　階段と形容できる遥はるか上部の崖がけに腰こし掛かけるようにして、人ひと影かげが座っていたから。

　────な。

「……ん、で」

　人、影──人がいるはずはない。ここは残留体の巣窟で、その場で相あいまみえる存在は異い形ぎようの生命体であるべきだ。それなのに僕は、それを『人』影と自然に称しようしていた。

　そう、影は人の形をしている。

　そして僕は──その人物を、その青年を知っていた。

「……なんで、ここに、いる」

「遠いところお疲つかれでしょう。さ、皆みなさん。どうぞおくつろぎください」

　僕の声は聞こえていたはずだった。

　けれども、青年はよく通る声でそれだけ言って、その場に立ち上がる。左手で僕たちに休きゆう憩けいを促うながし、右手には遠目では小さく見える、けれども見覚えのある柄つかを握にぎっていた。

　レギナ・リリウム。僕は渇かわいた喉のどを必死に湿しめらせ、崖に立つ青年を見上げる。

「……答えろ。なんで、ここにいる」

「それでは僭せん越えつながら、パーティの開始まで余興をお見せしましょう」

　声は届かない。青年がその剣けんをふっと軽く振るった。

　ばちっ、と刃はのない刀身から火花が散る。答えろ、と僕は震ふるえる声で言った。

　なんで──どうして、ここに。

「どうしてここにいるっ？」

　青年は答えない。その手にある剣が光を放ち、目ま映ばゆい奔ほん流りゆうで刀身を形作った。それは松明たいまつのように塔の内部を照らすと、輝かがやきを四方に撒まき散らして──

　次に叫さけんだ言葉には、彼は反応を示した。

「答えろっ……レーシュ！」

　にぃ、と獰どう猛もうに口元を吊つり上げて。

　青年──レーシュは幕を上げるように、光に満ちた剣を力強く掲かかげた。




　──ォォォォォオオオオオオオォォォォォオオオオオオオオオオォォォ──




　唸りが、轟とどろいた。

　風が舞まい上がる。目の前にぽっかりと空いた空くう洞どうから、黒い影が突とつ然ぜんに飛び出した。それに続き、幾つもの黒い軌き跡せきが、みるみる線を重ねては視界を埋うめつくしていく。

『──サーモスキャン、オートスタート』

　背後より、合成音が響ひびいた気がした。

『エントランス近辺を、チェック……リアクティブ。カウント、一、二、三、四、五六、七八九十十一ッ……ジュッ、ジュジュゥ──強制エラー。対象を個別認識できません。コンディション、リフレッシュ──トータルコンディション、ヴァイオレッド』

　もう、後ろの音声も聞こえないほど──うるさい。

　数え切れないほどのそれらは、耳みみ障ざわりな羽音を残し、やがてレーシュを中心として、穴を取り囲むように崖に並び立った。レーシュが優ゆう雅がに一礼をしてみせる。

「いかがでしょうか、みなさま」

　本来であれば、それそのものは純白の花瞳エルダーアイリスではとても自然なものだった。

　黒い影──数え切れないほどの残留体は、軍隊でも組むようにそこにいて、レーシュに付き従うように、じっと息を潜ひそめて、僕たちを見下ろしている。

　僕は、この場にいる武装研究員は、なにも出来ずに、銃を構えることも忘れていた。

　さて、と。レーシュは爽さわやかに笑う。

「パーティを──まあさっくり、始めましょうや」

　始まりを宣言する晴れやかな言葉が聞こえた直後に。

　残留体が、一斉に咆ほう哮こうを上げた。




「なにをしているっ、応戦開始！」

　悲鳴のような怒ど号ごうが、その場にいる全ての人の意識を引っぱたいた。

　声を張り上げ、真っ先に狙そ撃げき銃じゆうを脇わきに構えたのは美陽さんだった。銃口が上を向き、「撃うてぇっ」と声にして攻こう撃げきの意思を示す。はっとした武装研究員たちがそれに続いて駆動銃ランゲージを構えるも、その照準の先からは敵は既に姿を消していた。

　ぐんっ──と、多勢の残留体が四方八方に跳ちよう躍やくする。あるものは純じゆん粋すいな脚きやく力りよくで地を蹴けり飛ばし、あるものは巨大な羽で宙を切って、またあるものは巨大な体たい躯くを誇こ示じするように宙で反らし、重力に引かれる勢いそのまま──拳こぶしを振ふり下ろして。

　ぐしゃっ、と。人間の潰つぶれる音が、開戦の幕を引き千ち切ぎった。

　あっという間に──目の前に降って湧わいた無数の敵を前に、その場にいる人間は皆みな、絶ぜつ叫きようしたまま立て続けに引き金を引き、絞しぼり、創造の光を噴ふいた。

　皆──ただ一人、崖の上で声を立てて笑うその青年を除いて。

「皆さん、楽しんでますかー？」

「っ……レーシュ！」

　僕が銃口を跳はね上げた直後、質量の塊かたまりがレーシュを襲おそった。息いきつく暇ひまも与あたえない、人の頭ほどある氷ひよう塊かいの流星──青年の死角から美陽さんが狙撃したのだと理解する、も。

　ぱぁぁっ……と、奔流が瞼まぶたを灼やいた。焼け付くような眩まぶしさ。光が弾はじけ飛べば──物量で押し潰されたはずの青年が、何一つ傷のない姿をそこに現す。

「──危ない危ない」

　レーシュは平然とレギナ・リリウムの柄を回していた。僕を真っ直すぐ見つめている。

　にぃ、とその口元を愉ゆ快かいそうに歪ゆがめながら。

「異物を排はい除じよしようとするその人間らしさ、俺は好きですよ」

「っ、なにが！」

　ぎりっ、と歯が強く擦こすれる。感情が溢あふれて、上う手まく言葉に出来なかった。

　思考が、状じよう況きように追いつかなくて。ただ叫ぶことしか──出来なかった。

「なにがっ……なにがしたいんだよ!?」

「盛大なパーティですよ。ここまでしたんだ、姿を見せてくれるといいんですがね」

　意味のわからないことを言いながら、宴うたげの主しゆ催さい者しやはぐるりと辺りを見回した。人間と残留体の命の奪うばい合いを、盛せい況きようだと満足げに視界に収めて。

　次の会場に移りましょうか──そう、言い放った。

「今からそっちにいきますよ、トーヤさん？」

　僕と美陽さん、それに幾いく人かの武装研究員に銃口で包囲されてなお、レーシュは不敵な笑えみを引っ込めずに、歩き出すように地を蹴った。

　幽ゆう霊れいの青年が階段を駆かけ下りてくる姿を、僕はただ呆然と見つめることしか出来ない。

　レーシュが躍おどるように跳とんだ。その足あし下もとを物量という名の衝しよう撃げきが抉えぐり、続く連射が宙に浮ういた青年の身体からだを狙ねらうも──一いつ閃せん、青年が宙で剣を振るえば、あらゆる猛もう攻こうは光る塵ちりと化す。着地と同時に光を踏ふみ締しめ、彼は口の端はしを吊り上げた。

　にぃ、と。獰猛な笑みが──彼を、加速させる。

　膨ぼう大だいな物量の嵐あらしをものともせず、その身に寄せられる敵意を迎むかえ入れ、レーシュはただ走り続けた。やがて螺旋階段は終着を迎え、僕とレーシュの目線が並ぶそのとき。

　とんっ、と。レーシュは一際高く、宙を舞った。

　綺き麗れいな放物線が頭上に描えがかれる。数多あまたの武装研究員と残留体が命を奪い合う戦場をいとも簡単に跳び越えると、足を揃そろえて着地。こちらに背を向けたレーシュの眼前には、無骨な造りをした頑がん丈じような扉とびらがあった。一いち分ぶの隙すき間まもなく閉じている。

　回かい廊ろうの、扉だった。

　ぞくり、と──何な故ぜか、背筋に寒気が奔はしった。レーシュがゆっくりと剣を持ち上げる。剣先から火花が爛ただれるように零こぼれ、やめろ、と意味のない制止が口を衝ついた。

「……トーヤさん」

　いつ被ひ弾だんしてもおかしくない戦場で、レーシュはちらと顔だけこちらに振り返った。

「純白の花瞳エルダーアイリスと都市を隔へだてる絶対の扉……これ、なにで出来ているか知ってます？」

　質問の答えを、僕は知っている。質問の意図を、僕はこれから知るのだと思う。

　その横顔は、得意げに笑っていた。

「思考昇華パラダイムシフト──そんな曖あい昧まいなもので創つくるから」

　こうなるんですよ、とレーシュは、輝く剣先を回廊の扉に突つき刺さした。

　扉が、白い炎ほのおに包まれる。それは直視すれば確実に網もう膜まくを灼くであろう程の発光で、だから僕は思わず腕うでで顔を覆おおい、そして光が晴れたときには全てが完かん了りようしていた。

　潜せん水すい都市『鶺鴒』と純白の花瞳エルダーアイリスを繋つなぐ、回廊の扉は。

　人類と残留体を分断する、絶対の隔かく壁へきは──気付けば、光とともに消失していた。

「──どうか、追ってきてくださいよ」

　トーヤさん、とレーシュは愉快そうに言った。

　ぽっかりと空いた回廊の先、ここに来るまでに乗った列車や、果てしない空間が広がる真っ黒なそこは──もう『鶺鴒』の中だった。

　扉が消えた影えい響きようか、塊かたまりのような海水が、天てん井じようより途端に流れ込んでくる。

　さあ、とレーシュは口の端を吊り上げ、まるで道標を示すように輝く剣を掲げた。

「こい、化け物ども」

　──迷いや葛かつ藤とうは、一いつ瞬しゆんの隙にも入る余地もなく。

　残留体の軍勢を率いる──そう、確かに従わせ、そして率いるレーシュを先頭に。

　狂くるおしい唸りを上げ、残留体は一いつ斉せいに羽を震わせ、潜水都市『鶺鴒』に侵しん入にゆうした。

「っ……レーシュ────────────────！」

　足が地を強く削けずった。直後、どんっ、という地鳴りと共に、二体の異形が目の前に立ち塞ふさがる。その意図は見え透すいていて、僕は銃口を跳ね上げるも──またしても、火を噴く前に二つの弾だん丸がんが代わりに残留体を撃ち抜ぬいた。

　一つは右から、氷ひよう塊かいの嵐で。一つは左から、残留体を捉とらえた水すい晶しようの檻おりだった。

「追って！」

　美陽さんが短く叫んで僕の背後に陣じん取どった。リノンが銃じゆうを片手にその隣となりに並び立つ。

　その行動が。二人の示した行動の意味がわからないほど、状況は甘くなかった。

「ここは私たちで抑おさえる。風峰君は先に追って」

「でもっっっ！」

「方法を吟ぎん味みしている時間はないんだ！」

　弾だん倉そうをリロードして、美陽さんが狙撃銃を構える。照準の先には、我先にとレーシュに続かんとする、もはや集合体のような流れと化した残留体の群れがある。僕に背を向けたまま、リノンは少しだけ振り返り、鋭するどい視線を寄よ越こしてきた。

「言っている意味、わかるでしょう？」

　──狙撃手の美陽さんと、相手の無力化に長たけるリノンは、追つい跡せきには向かない。

　──止め処ど無く溢れ出る海水は、もうくるぶしまで侵しん食しよくしている。

　時間がないということは、痛いほどにわかっていた。

「……っ！」

　感情を無理矢理飲み下して、僕は頷うなずく代わりに踵きびすを返した。

　じりり、と耳障りな警報が焦しよう燥そうを煽あおる。回かい廊ろう脇わきにつけてあった無骨なハードサイクルに乗れば、キーはささったままで、それを回せばすぐさま機体に命が宿った。

　回廊はもう、戦場と化している。すぐ傍そばには横転した列車があって、中にいる親友が無事かどうかの保証は掴つかめない。けれども確かめちゃいけない。

　理由はわからずとも、この攻せめ込まれた状況を理解しなくちゃいけない。

　いかなくちゃいけない──絶対に、レーシュを、

「止めるっ……！」

　僕は真っ暗に続く回廊の先を見み据すえて、アクセルを踏み込んだ。




　涙なみだ色の光が、ぽつぽつ……と、行く手の暗くら闇やみを照らす。

　それらは全て、回廊を駆け、跳び、猛もう進しんする──残留体の、羽の光だ。

「くっ──このっ！」

　僕はハンドルを左右に小刻みに切って、化け物の軍勢を次々と追い抜いていく。少しでも手元が狂えば、転てん倒とうするかあるいは残留体と衝しよう突とつするか──それでも止まれない。

　眼前には──猛然と地を蹴り、駆ける四つ足の化け物がいる。

「っ、邪じや魔まだっ」

　ホルスターから片手で駆動銃ランゲージを抜き、構えを取らずに銃口を前へ。照準を定めるまでもなく間かん髪はつ入れずに引き金を絞しぼれば、真っ白な花はな吹雪ふぶきが視界を埋うめ尽つくした。

　一瞬。圧あつ倒とう的てきな光量が、目の前の残留体を灼き──ひゅんっ、と。

「っ！」

　ハンドルを切った直後、巨きよ大だいな足のような残ざん骸がいが、頭のすぐ横を舐なめていった。心臓が凍こおりつくようにきゅっと縮むも、構わずアクセルを強く踏み込む。そんな暇はない。

　行く手にはまだ──数十体の残留体が行軍している。

「くそっ……どれだけ入り込んでいる!?」

　後方から追っ手の気配はない。それはつまり、美陽さんたちが上う手まく足止めしていて──けれども同時に、残留体を追つい撃げきできるほどの余よ裕ゆうもないということ。

　増ぞう援えんは来ない。だったら、追うしかない。

　僕一人で、この残留体を──残留体の軍勢を、先頭で率いるあれを。

「──レーシュっ……！」

　軍勢の先頭。《羽はね憑つき》の背に乗る青年が、くるりと首をこちらに向けた。こんなにも距きよ離りが離はなれて、僕の叫さけびが届いているはずがないのに──ひどく上じよう機き嫌げんそうな表情を浮かべたかと思えば、おもむろに光の剣けんを掲かかげて見せた。

　その口元が、微かすかに動く。

　当然のように聴きき取れない。でも、奇き跡せき的に唇くちびるから読み取れた。

　────やれ、と。

　レーシュが口の端を吊つり上げた直後、化け物たちが応こたえるように雄お叫たけびを上げる。

　遥はるか先を行く四よつん這ばいの残留体が、反転するように跳んだ。小さな黒点が、瞬またたく間に巨きよ体たいとなって視界を埋め──衝突する寸前、僕はハンドルを切る。すれ違ちがいざま、引き金を絞りながら、抜ばつ刀とうするように駆動銃を真横に振ふり抜いた。

「っ、くっ──」

　閃せん光こうが、化け物の頭部を真っ二つに灼き斬きる。でも、終わらない。これは始まりだ。

　断だん末まつ魔まが幕開けとなって──残留体は、まるで軍勢のように展開された。

「──っそぉぉぉぉおおっっ！」

　鼓こ舞ぶするように叫んで、ハンドルと駆動銃を強く握にぎり締めた。

　二体の翼よく竜りゆうが羽を広げ、一転直下に左右より襲いくる。衝突すれば、間違いなくこちらが木こっ端ぱ微み塵じんだ。だから僕はアクセルを緩ゆるめることなく踏み込み──限界まで引きつけ、眼前で二つの竜の輪りん郭かくが交差した瞬しゆん間かん、銃じゆう口こうを跳ね上げた。引き金を絞れば、閃光。

　花吹雪が、二体の竜をまとめて呑のみ込み──丸ごと、水蒸気に変えるも。

「……っ！」

　霧きりが晴れた、その上。無機質な天井に、いた。

　仲間の犠ぎ牲せいに隠かくれるようにして、壁かべに張り付く──それ。

　大おお蜘ぐ蛛もが、その爛らん々らんとした赤い瞳で、僕を射い貫ぬいていた。時間が止まったかのような錯さつ覚かくを覚える。蜘蛛の前まえ脚あしが曲がり、僕に跳びかからんとする──その、瞬間。

　塊が、飛来した。

　人の頭ほどある氷ひよう塊かいが、大蜘蛛にあめあられと叩たたき込まれた。

「っ……っ、今のっ」

　髪かみに降ってきた細氷を振り落とし、慌あわててバックミラーを確かめる。けたたましい排はい気き音が僕の他にも一台分、もう耳に届いていたけれど、姿を見てようやく確信できた。

　ハードサイクルが──僕の後ろを追走している。それも、サイドカー付き。

　運転席でリノンがハンドルを操り、助手席では美陽さんが狙そ撃げき銃じゆうを構えていた。

『──だいだいやじるしっ、あそこで食い止めるよ！』

　無事だったんですか、とそんな悠ゆう長ちようなことは言えそうにない。

　耳元に鋭い声が飛んだ。インカム。耳に差したそれの指示に従い、前に目を向けてみれば──『あそこ』の指す場所がどういったものか、すぐに悟さとる。

　残留体の軍勢が目指す、その先に──大きく開けた空間が、ある。

　回廊の出口。否いな──研究所への、入口。

『──私が塞ぐ』

　抑よく揚ようのない声が回線に乗った。バックミラーの中、リノンがリベットガンを片手に、銃口を真っ直すぐ回廊の終着点に定めていた。その指がしなやかに滑すべる。

　きん、と。硝子ガラスの砕くだけるような音が、聴こえたと思えば。きん、きん、きん──澄すんだ音ね色いろは連れん鎖さすると、不思議とはっきりとした旋せん律りつを耳元に届けて。

　きんっ──と、仕上げるように音が幾いく層にも重なった直後。

　途と方ほうもなく巨大な水晶の格こう子しが、突とつ如じよとしてせり上がり、回廊の出口を塞ぐ。

　それは──見方を変えれば、敵を回廊に閉じ込めるための、牢ろう獄ごくだった。

『──今』

　仕留めて、とリノンが宣告した後、轟ごう音おんが幾いく重えも連鎖した。

　残留体の軍勢が、勢いを殺せずに──次々と格子に衝突する。まるで爆ばく発はつでも起きたような地じ響ひびきを立てて、自ら頭を潰つぶしては絶命していく。かろうじて息を残した個体は、氷塊によって正確無比に狙ねらい撃うたれ、みるみる数を減らしていった。

　果たして──掃そう討とうは、一瞬。

　回廊が静せい寂じやくを取り戻もどす頃ころには、もうそこに化け物の姿はなく。

　たった一人、人であるはずの青年だけが、そこに平然と立っていた。

「っ、レーシュっ」

　車輪を甲かん高だかく唸うならせて、急停止。僕はハードサイクルから転げるように飛び降りた。銃口を迷うことなくレーシュに向ける。きゅるるっ、とゴムが擦すれる音がすれば、美陽さんとリノンもまた、青年を取り囲むようにして駆動銃ランゲージを構えていた。

　大型拳けん銃じゆうと、リベットガン、そして狙撃銃。

　三つの銃口に狙われて──それでも尚なお、レーシュは音を立てて笑い始めた。

「ははは……あれま、追いつかれましたか」

「──降こう伏ふくしろっ！」

　銃口を突つきつけて、宣告する言葉はそれだけだ。

　もう、レーシュに従う残留体はいない。回かい廊ろうへの道も硬かたく閉ざされた。たとえ奇き妙みような武器を持っていても、仲間を失って退路も断たたれたんだ──状じよう況きようは決している。

　そう、詰つみだ。目の前の青年には既すでに、選せん択たく肢しなんて残されていない。

「……降伏ぅ？」

　なのに──どうしてこうも、レーシュは笑っていられる？

　幽ゆう霊れいを自じ称しようする青年は、大おお仰ぎような素そ振ぶりで肩かたをすくめた。

「いやいやまさか、パーティは上々だ。ここで終わるなんて勿もつ体たいないですよ？」

「勿体ないとは、言うね」

　美陽さんが狙撃銃を脇わきに構えたまま、鋭く言い返した。その銃口はぶれない。

「この状況だ、逃にげられるとは思わないことだよ」

「逃げる？　それまたどうして──逃げる必要があるのはアナタたちだろう？」

　それは、どこか笑えみを堪こらえるような口調だった。

　レーシュが静かに目を伏ふせる。あまりに無防備で、剣を構えてすらいなくて。

「──十」

　ふと、二桁けたの数字を口にした。

「九……八……七……」

「──なんの数字だ？」

　思わず口を衝ついた。その不気味さに身体からだが強こわ張ばる。

　銃口に狙われ、瞼まぶたを閉じたまま──それでも、青年は淡たん々たんと呟つぶやき続ける。

「四……三……二……」

　──カウントダウン。

　読み上げた数字の正体が、そうだと気付いたときには遅おそかったのだと思う。

「──一」

　零ゼロ、とレーシュは最後、少しだけ早く数字を読み上げる。

　その口元は、獰どう猛もうに吊り上がっていた。

「さぁて────沈しずめよ」

　耳をつんざくような、爆ばく音おんが鳴なり響ひびいた。

　後方。僕たちが走ってきた回廊の、果てしない奥から──どしゃぁっ、と洪こう水ずいが奔ほん流りゆうとなって押し寄せ、それを追いかけるように天てん井じようが脆もろく抜ぬけていく。

　崩落が……近づいて、くる？

「──風峰君っっ」

　一いつ瞬しゆんの、出来事だった。

　崩くずれ落ちる回廊を背に、リノンが僕に向かって駆動銃ランゲージを発はつ砲ぽうした。銃じゆう弾だんはけれども僕に届くことなく、代わりに僕のすぐ目の前に着ちやく弾だんすると、巨大な水すい晶しようの壁を創つくり上げる。それはまるで、蜘蛛の巣のように天井と床ゆかに伸のびていき、回廊の崩ほう壊かいを食い止めて。

　僕の目の前で、壁は完成していく。

　リノンと美陽さん──そして僕を、壁という線で分かつかのように。

　若わか紫むらさき色の髪をした少女は、僕を見つめたまま、微かに唇を動かし──

「──リノ」

　咄とつ嗟さに手を伸ばした先で、せり上がる壁の向こう側に、姿を消した。

　鼓こ膜まくを震ふるわす──轟音。洪水を食い止めた壁が、目の前でみしみしと震える。

　──呑み、こまれた？

「…………ぁ」

　膝ひざが笑い、腰こしが床に落ちた。視界の焦しよう点てんがぼやけたように定まらない。目の前にそびえる水晶の壁──その表面に映る波は紋もんが、滲にじんだように色を歪ゆがめていく。どうして。

　どうして……そうなる？　どうして──こうなる？

「へぇ、壁をつくって崩壊を止めた、か」

　やるもんだ──そんな気楽な声が、背後から近づいてくる。

「まあでも、あの分じゃ即そく死しですね。深海の水圧って怖こわいですから──」

　ぎりっ、と。

　歯の欠ける音が鳴った気がした。

「っ……ぁぁぁあああああああああ───────────────────！」

　全身の血が、沸ふつ騰とうする。

　跳はねるように立ち上がったと同時に、背後へ駆動銃ランゲージを突き出した。

　間かん髪はつ入れずに引き金を絞しぼる。光の収束──そして、膨ぼう張ちよう。銃口から零こぼれ落ちた花びらは真っ白な奔流へと姿を変え、巨きよ大だいなうねりと化した。

　圧あつ倒とう的てきな熱量が、レーシュを含ふくめた視界を灼やき尽つくす──はずなのに。

「──はい残念」

　ぱぁんっ、と光が弾はじけた瞬間、硬い拳こぶしに鼻っ面つらを殴なぐり飛ばされた。

　勢いを殺しきれずに身体が浮うき──背中から床に叩きつけられる。顔と背中が熱い。握あく力りよくが否いや応おうなしに抜け、からから……と、大型拳銃が遠くに滑っていった。

　右手を──伸ばす。その甲こうを、硬い靴くつ底ぞこに踏ふみつけられた。

「どろっどろの思考でしたね」

　レーシュが僕を見下ろして、無む垢くな笑いを零していた。

　右手には、光の剣けん──レギナ・リリウムを携たずさえている。

「っ……レェェシュっっ！」

「でも、まだ殺意が十分じゃない。幽霊を殺すには至らない」

　めりっ、と。

　硬い靴底が唐とう突とつに、僕の手の甲に一ひと際きわ鋭するどく、振り落とされる。

　それは確かに──骨の折れる音だった。

「ぐ……ぁぁぁぁぁぁぁあああああっっ！」

「トーヤさんは残念ですがここで退場──沈んでくださいな」

　レーシュが足音を残して遠ざかっていく。激しい痛みに吐はき気けが込み上げ、視界が明めい滅めつするも、青年が回廊の出口の前に立ち止まったのが見えた。

　出口。そして研究所の、入口。

　そこは今──網あみの目の細かい、水晶の格子で塞ふさがれているのに。

「こんなもの、脅きよう威いには値あたいしない」

　レーシュはそれを、レギナ・リリウムを一いつ閃せんするだけで、壊こわしてみせる。

　光の粒りゆう子しが宙に舞まい上がり、消えていく障しよう壁へきを背に、青年はひどく楽しげに笑った。

「これで、いい」

　まるで観客を楽しませるために笑う、ピエロのように。

　ずっと、延々と──レーシュは笑い続けている。

「ねえトーヤさん、知ってます？　この東ひがし塔とう──トーヤさんたちがいた塔以外でも、純白の花瞳エルダーアイリスの各塔で、残留体の蹶けつ起きが始まっているんですよ」

「……ぁ、に？」

　呻うめくように、声が漏もれた。

　他の塔でも──同じようなことが、起きている？

「残留体はじきに各塔の回廊を抜けて、研究所へ侵しん入にゆうを果たす──それだけじゃない。あいつらの習性からすれば、街にだって侵しん略りやくを開始するでしょうね」

　──ようやくだ。

　そう言ったレーシュは、獰猛に歯を剥むき出しにする。

「ようやく、残留体が『鶺鴒』に入り込む──この状況をつくることができた」

　それはどこか、噛かみ締しめるような言葉だった。

　レーシュが僕に背を向ける。眼前の檻おりは、もうほとんど跡あと形かたも残っていない。

　あと少し。最後に一際、ぱぁぁぁぁぁっ──と、光が目ま映ばゆく弾ければ。

「…………え？」

　一人の少女が、呆ほうけたようにそこにいた。

　栗くり色いろの髪かみをした少女だった。駆動銃ランゲージ──ホーネスト、訓練用のそれを胸むな元もとに両手で構えたまま、どうしてか回廊の前で立ち尽くしている。その表情は呆ぼう然ぜんとしていて、なにが起こっているのか、本人自身もまるで把は握あくしていないようで。想像が、頭を過よぎる。

　────異変を察したつばさが、回廊まで来た？

「っ……だめだつばさっ、逃げろっ！」

「……んー、これはどういう状況ですかね？」

　つばさのすぐ目の前。レーシュが首を傾かしげて、光の剣を軽く掲かかげてみせる。

　声とは裏腹に──とても、獰猛な笑みを口元に刻んでいた。

「思わぬラッキー……ってところですか？」

「っ……ぁ、あ」

　つばさが思い出したように息を呑のみ、一歩下がると……すとん、と腰を抜かして座り込んでしまう。震えた腕うでを突っ張り、銃じゆう口こうを近づいてくるレーシュに向けた。

　照準はまるで、定まっていなくて。僕は立ち上がろうと手を床について──激痛が走り抜けた拍ひよう子しに、体勢を崩してしまった。焦あせりが、喉のどを灼いた。

「やめろ……やめろっ、レーシュ！」

「……トーヤさん」

　ぢぢっ──と、剣けん先さきから火花のような光が爛ただれ落ち、つばさの目の前に零れた。

　レーシュがゆっくりと、レギナ・リリウムを真上へ振ふり上げる。そして、言った。

「この子も奪うばってみたら、ゴスペルは出てきてくれますかね？」

　腕が、剣が、刀身が……ゆっくりと、振り下ろされる────その。

　寸前だった。




　真っ白な花はな吹雪ふぶきが、一面に吹ふき荒あれた。




　その場にいた者はおそらく全員、腕で顔を覆おおった。怒いかり狂くるったような暴風が、回かい廊ろうを駆かけずり回り、一面をさながら花畑のように白く染め上げ、宙へ舞う。

　ひらひら……と、純白の花びらが降り注そそぐ光景は、とても幻げん想そう的だった。

「──そこまでだよ」

　つばさとレーシュの後ろ、研究所の地下から。

　緋ひ色いろの髪をした少女が、こちらに歩いてくる。目を惹ひく鮮せん烈れつな色──それが、今ばかりはどうしても霞かすんで見える。より美しく甘かん美びなものが、その髪を掻かき分わけているから。

　涙なみだ色の光が、一筋──羽のように伸びていた。

「……はは、そうか」

　アナタだったか、と。

　堪こらえきれないように楽しげな声が響いた。喉を鳴らして、肩かたを震わせて、腹を抱えて──全身で歓かん喜きに打ち震え、レーシュは満面の笑みを咲さかせた。

「ようこそおいで下さいました……大だい歓かん迎げいだ、ゴスペルっ！」

　涙るい晶しようの、光。

　それを羽として宿す少女──ほのみを歓かん迎げいするように、両手を大きく広げた。

「……とうやくん、ちょっと待っててね」

　対してほのみは僕の名前を呼び、そっと頬ほおを緩ゆるめて微ほほ笑えんでみせる。続けて、床にへたり込み呆然とするつばさに向かって、控ひかえ目に頷うなずいた。つばさは知らない。

　かつて──ほのみが、最強の《羽憑つき》だったことを。

　その力を今もまだ、ほんの少しだけ残していることを。

「あなたが──幽ゆう霊れいさんだよね？」

　ほのみがレーシュと真っ向から対たい峙じする。瞳には決意の光を湛たたえている。

　なにを、する気なのか──それに気付いて、縋すがるように手を伸ばした。

「……だめだ……ほのみっ、だめだ……！」

　右手は激痛で持ち上がらなかったはずなのに、それすらも忘れていた。どうしようもない焦しよう燥そうに身を焦こがされる。動け。急げ。這はいつくばってでもほのみの下もとへ──

「ようやくだ……ようやく、ここまできた」

　レーシュがレギナ・リリウムの柄つかを回し、ぴたりと剣先をほのみに突つきつけた。

　その表情は、これ以上ないくらいに愉ゆ快かいそうだった。

「ゴスペル──アナタなら、俺を殺せますか？」

「……とうやくんたちを傷つけるあなたは、許さない」

　そんな笑顔はいらない。そんな言葉は──決意はいらないんだ、ほのみ。

　僕は、失いたくない──奪われたくないだけなのに。

　状じよう況きようは最悪の流れで、最悪の結果に向かって進んでいってしまう。

「とうやくんたちは……あたしが助けるっ」

　ほのみは一際、涙色の羽を輝かがやかせた。




　純白の花吹雪が、一いつ瞬しゆんにして視界を真っ白に染めた。

　僕や姉さんのそれとは違ちがい、一枚一枚に熱は宿らない単なる花吹雪だ。必殺にはなり得ない──だからこそ、単純な物量による押し込みは僕やつばさを傷つけず、かつレーシュの身動きを止めるに至った。

「──ゴスペルの持ち玉にしては」

　ただしそれは、レーシュがレギナ・リリウムと名を冠かんした、正体不明の武器を所持していなかったら──という仮定付きなのだとすぐに悟さとった。

　光が一筋、花吹雪の中から漏れる。

　次の瞬しゆん間かんには、目映い閃せん光こうが宙に奔はしり──花びらを一枚残らず消し去っていた。

　ひゅんっ、と剣を軽く振るって、レーシュは挑ちよう発はつするように手招いてみせる。

「いささか火力に欠けるんじゃないですか？」

「──じゃあ」

　涙色の羽を誇こ示じするように広げて、ほのみはレーシュを鋭く睨にらみ付けた。

　少女の足そつ下か、なにもないそこから──泉のように純白の花びらが湧わき始める。

「これなら──どうっ」

　たんっ、とその真っ白な絨じゆう毯たんを踏み鳴らした直後、そこにうねりが生まれた。

　花びらがまるで意志を持ったかのように、蠕ぜん動どうする。

　海面に波は紋もんを立てるように、否、大たい砲ほうでも投げ込んだように──何千、何万枚の花びらが一いつ斉せいに波を生み、それら全てがレーシュに殺さつ到とうした。文字通りの、波状攻こう撃げき。

「──残念、物量は関係ない」

　レーシュは海でも割るように、剣を一閃する。光の刀身がいとも容た易やすく白い波を崩くずし、花びらは片かたっ端ぱしから光の塵ちりとなって宙へ消えていく。何事もなかったかのように。

　生まれては消え、創造しては還かん元げんされる。

　片や人を傷つけない花吹雪で、片や残留体を一いち撃げきで葬ほうむり去る絶対の剣。そのぶつかり合いは、戦いの枠わくには収まりそうになく──そう、まるで戦争のようで。

　ほのみとレーシュは睨み合ったまま、羽と剣を輝かせた。

「っ……ほのみ、だめだっ！」

　制止の声はすぐさま、花吹雪と光の衝しよう突とつに掻き消される。

　ほのみが韻いんを踏ふむように足下を鳴らせば、それだけで。

　とんっ、と無む尽じん蔵ぞうの花びらが宙に舞い──竜りゆうの形を取る。その顎あごが大きく開き、

「──なぁ、ゴスペル！」

　レーシュを呑み込んだ刹せつ那な、光がその喉のど元もとを一ひと刺さしにした。爆ばく発はつ的てきな光量が空を灼やき、その光が消える前にレーシュは花吹雪の絨毯を地を這うように駆ける。

「どうして……人間側に付いた！」

「んっ──そんなの知らない！」

　ほのみが靴くつを鳴らせば、間かん欠けつ泉せんのような花びらがレーシュの行く手を塞いだ。

　はっ、とレーシュは呼気一閃、それすらも光の剣で斬きり裂さくと、

「無責任なものだな──っ！」

「あたしは……とうやくんと一いつ緒しよにいたいだけ！」

　叫さけびが花びらを弾だん丸がんのように飛ばした。ほのみは両手をぎゅっと握にぎり締めている。

　本当は、戦い方なんて知らないはずなのに──気き丈じように、戦い続ける。

「あなたこそ──どうしてこんなことするの!?」

「ははっ、それを訊ききますかっ！」

　レーシュはまるで踊おどるように次々と白い銃じゆう弾だんを紙一ひと重えでかわしていく。くるっ、と身体からだが軸じくごと宙で回転して、着地と同時に──レギナ・リリウムを純白の絨毯に突き刺した。

「アナタのためですよ……ゴスペル！」

　そう言って、レーシュがにぃと獰どう猛もうに笑えば──ぱぁぁぁっ、と足下の花畑が光と共に吹き飛んだ。ほのみが思わずふらついた次には、青年は既すでに地を蹴けっている。

「アナタを誘さそい出すため──アナタに会うために、『鶺鴒』を襲おそった！」

「っ」

　ほのみが微かすかに息を失う。唇くちびるが怯おびえたように震ふるえ、足下を強く踏み締めた。

　揺ゆれた。確かに、今──ほのみは、揺れた。

「そんなのっ」

「言い方を換えましょうか──アナタがいるから俺は『鶺鴒』を襲った！」

「っ！」

　ほのみが弾はじかれたように顔を歪ゆがめる。その表情は今にも泣き出しそうで──僕はようやく『再生』し終わった手を床ゆかについて、一気に駆けだした。急げ。早く。

「人ではないアナタを捜さがし出すためには、それ相応の舞ぶ台たいがいる！　懐なつかしいはずだ──今の『鶺鴒』は『夜明けの危機』にそっくりだと思いませんか!?」

「っ……ぅ、やっ」

「気付きませんでしたか──ラピュセルもカナンタワーも、全てアナタに出てきてもらうための招待状、パフォーマンスですよ！　あの冬と同じ状況を作り出せば──『鶺鴒』が絶望的な状況に陥おちいれば、それを救うため、ゴスペルは必ず姿を現すはずだとっ！」

「やだぁっ」

　ほのみが絶ぜつ叫きようして耳を手で覆った。ぎりっ、と僕の歯が噛かみ締しめたあまり欠ける。

　大きく、息を吸い込め。吐はき出して──大声を上げろ！

「ほのみ────っ！」

　呼んだ名前は暴風の中に飛び込んで、花びらと悪意が渦うず巻まく空間に達して──顔を上げたほのみの耳元に届いてくれた。ほのみが彷徨さまようように首を巡めぐらす。

「……ぁ」

　水すい滴てきを溜ためた瞳ひとみが、確かに僕を見た。僕は風を押し切って強く頷く。とてもじゃないけれど言葉は届かない──でも、唇の動きだけで届いてくれた。

　────一緒に、いたいから。

　その言葉に頷くように。

　ほのみは泣き出しそうな顔で、戦場の中にたった一人で、強く笑い返してくれた──

「──油断は大敵って」




　ね、とほのみの背後で、レーシュが軽く腕うでを振ふるった。




　その瞬間──僕は一瞬、風が止やんだような錯さつ覚かくを感じる。見た。見えた。

　光の奔ほん流りゆうが刀身となって、ほのみの背中を──斬りつけて……い、る？

「…………ぁ」

　ほのみ。そう呟つぶやいたはずなのに、声はまるで言葉にはならなくて。

　ぱぁぁぁぁぁぁぁっ───と、少女の背中から、目ま映ばゆい光が空へと駆け抜ぬけると。

「…………とうや、くん？」

　ほのみは僕を見つめたまま──ゆっくりと、ゆっくりと……前のめりに。

　どさっ、と。なんの前まえ触ぶれもなくただ単に、倒たおれた。

　視界が、歪む。景色が、一気に色いろ褪あせていって──思考だけが、加速する。

「……ほのみ？　ほのみ……ほのみ」

　ほのみがうつ伏ぶせに倒れている。光はとうに消え、代わりに真っ赤な水が衣服をじわじわと染め始めていた。その意味するところはわかる。でも理解できない。

　どこかで──つばさの絶叫のような、悲鳴のような声が、聞こえた気がした。

「ほのみ、ほのみ……ほのみ？」

　思考が、勝手に回る──機関部のセキュリティ、カナンタワー、剣砕きマンゴーシユ、回かい廊ろうの扉とびら、残留体──無数の氷ひよう塊かい、水すい晶しようの檻おり、ほのみの──ほのみの、真っ白な花はな吹雪ふぶき。ほのみ。

　それらに共通する点は、いったい──なんだ？

　ぱぁんっ、と腕が唐とう突とつに破は裂れつした。思考の暴走──頭にある涙晶が暴発を起こしたのだと理解するも関係はなかった。身体が地に倒れた。でも、這えば動ける。

　あそこにいる──ほのみまで、手を。

「ほ、のみ……！　ほのっ、み！」

　手を伸のばせば届きそうで──そのすぐ傍そばで、青年が不思議そうに自らの剣を見つめていた。刀身には微かながら赤い水が滴したたっていて、彼は首をくいと傾かしげる。

　たった今──それで、ほのみを斬り裂いて。

「違った……？　でも、この思考は……」

　ぼぅっと立ち尽つくすレーシュをよそに、僕は四し肢しを無茶苦茶に動かしてほのみへ這いずった。まだわからない。わからない。ただ言葉を繰くり返す。

「ほ、のみ……！　ほのみ、ほのみ！　ほのみほのみっ！」

　ほのみは動かない。僕の制服にも赤いシミが広がって、僕は震える指先でほのみの頬ほおを撫なでた。まるで氷のように冷たくて──冷たい？

　────死に、かけている？

「ぅ……ぁ……ぁぁあぁぁぁぁあああぁああああああああああああああああああああ！」

　わけもわからず絶叫した。身体のどこかが裂ける音がする。

　自分の髪かみを掴つかみ、頭を床に打ちつけて──ひたすら、声が嗄かれるまで。

「……なぁんだ、違ったのか」

　そんな呟きが頭上から降ってくる。どうしてか、言葉が上う手まく理解できない。

　レーシュがただ、冷めた顔で僕を見下ろしているだけだ。

「これで振り出し……殺し損か」

　その言葉に。ふつ、となにかの感情が胸に熱くせり上がるも──それをどう名付けたらいいのか迷っている間に、青年は僕から視線を外してしまう。

　レーシュが、力なく剣を持ち上げる。剣先が、火花を零こぼす。

　青年の見下ろす先には、ぴくりともしないほのみの姿があった。

「結局……アナタは別人だったんですかね……」

　なにかしなくちゃいけない──なにか、僕はしなくちゃいけないのに。

　床にどんどん広がる赤い液体が、伏せたまま動かないほのみの姿が、脳のう裏りに延々とぐるぐるぐるぐる回っていて──もう、なにがなんだかわからなくて。

　レーシュが白けたように剣を振り下ろす──その寸前。

「──レーシュ・エスペラント」

　ふと、声が、透すき通った。

　レーシュがぴたりと動きを止める。ぎぢぢ……と、音がしそうなくらい、ぎこちなく背後を振り返った。僕もそれを追い──その先に、一人の少女が立っている。

　──幽ゆう霊れいかと、思った。

「その子を『還元』したところで無む駄だよ」

　リノンは確かな足取りで床を踏み、駆動銃ランゲージを片手に構えていた。リノン……そう、リノン。服がやけにびしょ濡ぬれで、唇も青く震えているけれども──リノンだった。

　ふと見れば、後ろの水晶の壁かべに、奇き妙みような穴が空いていた。

　穴──というより、小部屋にあるような、開いた扉の形をしている。

「……お前」

　レーシュが身を硬くするも、リノンは平然と首を傾げてみせた。

「なにかしら？　私が生きていると不思議？」

　ちら、と背後にそびえる水晶の壁を見み遣やった。

　そこにある、小さな扉──おそらく、リノンが蘇よみがえってきた場所を示して。

「檻をもう一つ、内側に創らせてもらった。マトリョーシカって知っている？」

「……違ちがう。そうじゃない……どうして、俺の名前を」

　知っている、と。青年はまるで、怯えているような声こわ色いろで問い掛かける。

　リノンはなにも答えない。代わりに、その口元をそっと綻ほころばせた。

「私からも一つ、訊いてもいいかしら」

　それは──彼女が見せる、リノン・クリスベルの素すの微び笑しようだった。

「レーシュ・エスペラント──貴方のお母様は元気？」

「っ……！　お前っ！」

　レーシュの語ご尾びが荒あれた瞬しゆん間かん、それは確かな隙すきとなった。

　だからこそ──リノンが引き金を絞しぼったのに対しても、反応が遅おくれたのだと思う。

　僕とレーシュの、足下だった。

　きん、と綺き麗れいな音が弾はじけた刹せつ那な、一つの檻がせり上がる。レーシュを易やす々やすと覆おおい、囚とらえる。それで終わりかと思いきや、格子は幾いく十にも絡からみ合い、天へと伸びていった。

　やがて、天上にまで達したとき──その牢ろう獄ごくは完成を迎むかえる。

　まるで小さな塔とうのような檻に、レーシュは囚とらわれた。

「……ああすれば、彼も迂う闊かつには動けないでしょう」

　リノンが駆動銃ランゲージを腰こし元もとに仕し舞まい、僕の下に歩み寄ってきた。そう、檻を壊こわせば自分ごと床に叩たたきつけられる──その意味は理解するも、口が痺しびれたように上手く動かない。

「……リ、ノン。生きているの……？」

「幽霊だという自覚はないかしら。多分、室長もそうよ」

　リノンが目だけで水晶の壁を示す。見れば、壁に背を預けるようにして──美陽さんがぐったりと座り込んでいた。全身びしょ濡れで、目は閉じたままだった。

「心配しなくても意識がないだけ。……室長は少し海み水ずを飲んだから」

　補足するように言われ、腰が抜けかける。それ以前に、既に抜けていた。

　頭が──まだ、正常に動かない。もう、色々なことが起こりすぎている。

『──生存している──全ての職員に──ッ──告げる』

　だから、初めは耳鳴りがしたのかと思った。

　確かなノイズが、耳元で弾ける。なんの脈みやく絡らくもない声──インカム？

『現在、多数の残留体が研究所に侵しん入にゆうしている──繰り返す、残留体が侵入した。数は未確認だが一〇〇以上は固く、既すでに施し設せつの三割以上が機能不全に陥っている』

　そういえば、上層部の誰だれかがこんな声をしていたなと、頭の隅すみで考える。

　考えるだけで──内容は、まるで頭に入ってこない。

『現状の対処は困難だ。故ゆえにこれより、我々は一時的に研究所を放ほう棄きする』

「……放棄？」

　見れば、リノンがインカムに指先を当てたまま、訝いぶかしげに眉まゆを寄せていた。

　その疑念に応こたえるわけではないのだろうけれど──がしゃんっ、と。

　唸うなりが。歯車が合わさるような地鳴りが、どこか上の階のほうで響ひびいた。

『現在、施設全体を覆う巨きよ大だいシェルターを展開している。これは市街地への被ひ害がいを防ぐための措そ置ちだ。シェルターの展開が完かん了りようすれば、残留体の侵しん攻こうは研究所内部にのみ留とどまる』

「……なるほど、臭くさい物には蓋ふたをするってことね」

　リノンが低く呟いた理由も、よくわからない。

　ただ、今このとき、事態が進行していることだけは──肌はだで感じ取れる。

『作戦は既に実行されている。生き残っている者は、各自もっとも近いエントランスゲートに集合せよ。武装研究員は、非戦せん闘とう員の誘ゆう導どうを最優先に。繰り返す、生き残っている者はエントランスゲートに集合せよ──』

「……理には適かなっている、かしら。風峰君」

　納得したように一つ頷うなずき、リノンが僕を見下ろす。なにを求められているかわからなくて、ぼぅっと見つめ返していると──今度は鋭するどく、睨にらまれた。

　すぐ傍に伏せる、真っ赤に染まったほのみと、僕を交こう互ごに見遣って。

「なにをしているの。早く彼女を運んで」

　一いつ瞬しゆん、なにを言っているのか、脳に言葉が届かなかった。

　──彼女って、誰だ？

「風峰君！」

　初めて、リノンの大声に怒ど鳴なられた。白い手に胸むなぐらを掴まれる。

　凜り々りしい双そう眸ぼうが──透とう明めいではない確かな光を湛たたえた瞳ひとみが、僕を真っ直すぐに覗のぞき込む。

「しっかりして。シェルターの作戦、貴方あなたにも通信が入ったでしょう？　ここはすぐに放棄される──こんなところに風峰さんを置いていく気？」

「……でも……ほのみは……」

　もう、いないじゃないか。

　僕が、失ってしまった。僕がほのみを戦わせたから、僕が油断したから、僕がレーシュから守り切れなかったから、僕がほのみと一いつ緒しよに楽しんでしまったから、僕がほのみを家に連れてきたから、僕がほのみといたいと思ってしまったから、僕が、

「僕が……ほ、のみと。出会ったから……奪うばわれて……」

「っ……いい加減にっ……しなさい！」

　がんっ、と衝しよう撃げきが頬を打った。リノンが拳こぶしをつくって肩かたを怒いからせている。

　ぱーじゃなくて──思いっきり、ぐーだった。

「これは貴方のせいじゃない！　思い上がるのもいい加減にしてっ、風峰さんはまだ生きているのよ!?　貴方が助けなくてどうするの！」

　聴きいたことない大だい音おん声じようだった。僕は泥どろから顔を上げるようにリノンを見上げる。

　リノンは僕の肩に両手を置いて、眉み間けんをきゅっと締しめた。

「まだ……風峰さんは、奪われてないでしょう？」

「……り、のん」

　頭の麻ま痺ひが、すぅーっと氷のように溶とけていくような気がした。僕は、傍かたわらに伏せる真っ赤な水すい滴てき……否いな、血に染まったほのみを見て。見た。認めた。

　その身体からだは──微かすかに、上下している。堪こらえきれずに唇くちびるが震ふるえた。

「……リノン」

　そのときにようやく、正気に戻もどれたのだと思う。僕はまだふらつく足で立ち上がり、こんな状じよう況きようでも平静を失わない少女の顔を、真っ直ぐに見つめ返した。

　そう──そうだ。僕はまだ、完全に失ったわけじゃない。

「ほのみの身体を起こすの、手伝ってくれるかな？」




　エントランスは薄うす暗ぐらく、人が蠢うごめくように集まっていた。

　硝子ガラス張りの巨大なゲートは、怪け我が人や職員、施設を見学していたらしい一いつ般ぱん人たちが付近に溢あふれかえっている。強固なシェルターの扉とびらは堅かたく閉ざされ、脱だつ出しゆつ口こうには人が殺さつ到とうしていた。非常灯が唯ゆい一いつの光源であるところを見ると──多分、発電系がやられたのか。

「──だいだいやじるし、ほのみんの容体は？」

　ゲートの出入り口の前で、美陽さんは代表するように口を開いた。

　意識を回復した美陽さんと共に、ゲートに辿たどり着ついたのはついさっきだ。僕の隣となりにはリノン、そして僕の背中に隠かくれるようにして、つばさが消しよう沈ちんしたように項うな垂だれている。

　ショックが──大きかったのだと思う。

「……止血はしました」

　僕は腕うでの中で眠ねむる、ほのみに目を落とした。

　顔を苦しげに歪ゆがめ、浅い息を繰くり返している──少女。

「でも、背中の傷が深すぎて……多分、血が足りなくなってます」

「輸血が必要か……近きん隣りんの病院に運ぶにせよ、今はこの状況だからね」

　苦々しげに言った理由は痛いほどわかる。美陽さんは荒れ果てたエントランスと、出口を前に喚わめいたり怒鳴ったり泣き出す職員たちを見回した。

　とても異常な状況なのに──あまりにも突とつ然ぜんすぎて、誰も異常だと気付いていない。

「……受け入れる病院にもベッドに限りがある。とはいえこれほどの大おお怪け我がだ、今すぐにでも優先して手配しよう。……でも、だいだいやじるし、君なら」

　美陽さんが言いかけた先は予想がついた。僕は否定するように首を横に振ふる。

　それはもう──とっくに、試した。

「すみません。『再生』は……その、さっきから頭がぐちゃぐちゃしていて。自分の身体はまだしも、ほのみを再な生おすには危なすぎて……」

「そうか……いや、酷こくなことを訊きいたね。済まない」

　いえ、と僕はもう一度首を横に振る。謝ってもらう必要なんてない。

　ほのみを再生しようとすると、血だまりに倒たおれたあの姿がどうしても脳裏から離はなれなくなって、あげく自分が暴発を起こしてしまうなんて──あまりに、情けなくて。

　今の僕には精せい一いつ杯ぱい、美陽さんに頭を下げることしかできない。

「……美陽さん、この後って」

　怪我人を病院に運んで、職員を外に逃にがして。

　その後、僕たちがなにをするのか──美陽さんは多分、知っている。

「うん、先程インカムに連れん絡らくが入った。非戦闘員の避ひ難なんが完了し次し第だい、外部にある即そく席せきの対策本部にて早さつ急きゆうに作戦を立てることになったそうだよ。敵の総戦力は未知数で、対してこちらの戦力は半分以下にまで低下している──君も消しよう耗もうしていると思うけれど、自分と一緒に本部まで向かって欲しい」

　美陽さんの口から出た答えは、ここに来る道中に予想したことと変わりなかった。そうなるだろうと考えていたし、それが状況の解決には一番得策だとも思う。

「……さあ、ほのみんを早く運ぼう」

　美陽さんが背後のゲートを振り返る。ここは重傷者専用の出入り口になっているのか、僕たちの他に人は集まっていない。「天あま之の河がわさん、早く」と誘導係の武装研究員が美陽さんを急せかしているところを見ると、僕たちが最後の避難者らしい。

　すぐ傍そばには、別の研けん究きゆう棟とうに繋つながる通路が延びている。多分、残留体の襲しゆう来らいを危き惧ぐしてもっとも近い出入り口は閉めてしまおうという作戦だと思う。そんな場所を重傷者の脱出口に選ぶところには、なんらかの意図を感じざるを得ないけれども──まあ、いい。

　好都合だ。美陽さんがシェルターの出入り口を潜くぐる。ここから一歩踏ふみ出した先は外の世界で、当面の危険からは避難することができる。現状を打開するためにも、僕はここから外に出て、外部の対策本部に合流しなくちゃいけない。それが一番だ。

　──そこまで理由を並べても、やっぱり、心は変わらなかった。

「……だいだいやじるし？」

　美陽さんが立ち止まる僕に怪け訝げんそうな色を見せる。僕は一歩を踏み出して──けれどもゲートの縁ふちを越こえないまま、美陽さんの腕の中に、

「美陽さん。ほのみのこと、お願いします」

　半ば強引にほのみを預けた。片かた腕うでは怪我をしているようだったから、申し訳なかったのだけれど──美陽さんは困こん惑わくしつつもほのみを受け取ってくれる。

　僕は苦しげに眠る少女の頬ほおを名残なごり惜おしく撫なでた。少しだけ、汗あせばんでいた。

「……とうや、くん？」

　ふと、ほのみが薄うつすらと……目を開けた。その瞳が虚うつろに宙を見つめ、彷徨さまようように視線を漂ただよわせて……僕を、見つけてくれた。あぁ、よかった。

　思わず──泣きそうになってしまったけれども。

「……ほのみ、起きた？」

　ん、と微かな息を漏もらし、ほのみが腕を上げようとしているのに気付いて、僕はその震える指先を優しく握にぎった。もしかしたら、震えていたのは僕の手かもしれないけれど。

「…………だめ、だよ？」

　何な故ぜか、ほのみが僕を弱々しく見つめ、唇を震わせていた。あぁ……そっか。

　多分──なんとなく、わかっちゃったんだろうか。

「とうや……くん……だめ……だ、よ？」

「……ごめんね、ほのみ」

　ほのみは朦もう朧ろうとしている。きっと、意識がはっきりしたときにはこんなやり取り、覚えていないだろうけれど。だからといって、頷くことは出来なかった。したくなかった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ……僕は、大丈夫」

　ゆっくりと、僕はほのみの指先をほどいていく。ほのみが微かに首を振った。

「やだ……とうや、くん……やだよ……」

「……大丈夫。ほのみは助かるよ」

　安心させるように笑いかけて、僕はそれっきりほのみの顔を見ないようにした。顔を上げた先には、美陽さんが心配するように眉尻を少し下げていて。

「……美陽さん、すみません」

　僕は深く頭を下げる。早くしろー、と誘導の職員が痺しびれを切らしたので、僕は身み振ぶりで了りよう解かいの意を返した。ぐん、とシェルターの扉が下降を開始する。

「……リノン、つばさ、先に入って」

　僕は後ろの二人に道を空あける。リノンは訝いぶかしむように目を細め、つばさはただ従うように小さく頷いた。早くしないと閉まっちゃうから、と付け加えると、リノンは不可解そうな表情を崩くずさないまま、つばさの背に寄より添そうようにしてゲートをくぐる。

　後は、僕だけだ。シェルターの扉が、徐じよ々じよに頭の上にまで降りてきて──

「──風峰君？」

　僕の目線の高さにまで降りたところだった。

　リノンがはっとしたように目を瞠みはり、手を伸のばそうとしてきて、

「っ、待ってっ」

「──いいんだっ」

　僕は叫さけぶようにして、その手を拒きよ絶ぜつする。これでいい。

　リノンを、その横にいるつばさと美陽さんを──その腕の中にいるほのみを、ここから先に連れて行くわけにはいかない。だってこれは、僕のわがままだ。

　心配しないでとは、決して言えない。

　でも、安心させるための笑顔なら、引きつったけど──浮うかべられたから。

「──ごめん。先に行ってて」

　僕は足を踏み出さないまま、その場で踵きびすを返した。制止の声がかかるよりも前に背を向け、名前を呼ぶ声が背中にかかったところで──一気に走り出す。

「……ごめん」

　人に紛まぎれるようにしてエントランスへ引き返して、小さく呟つぶやく。ごめんなさい。

　それでも、僕は──どうしてもいかなくちゃいけない。ううん、違ちがう。どうしてもいきたい。研究所の作戦に背そむいて、美陽さんたちの信しん頼らいを裏切って、ほのみの想いを踏みにじってもなお、僕は、僕自身の意志をもって、どうしても──彼を。

　大切なものをこれ以上、奪われないように──レーシュを。

「────殺す」

　静かに言った言葉は、周囲の罵ば声せいと怒ど声せいに上手く掻かき消されてくれて。

　がしゃん！　と、後ろのほうでシャッターの閉まる音が響ひびいた。







　第五章　水深二万キロメートルの底で　─The Gospel─







　楽しんでいいと思っていた。

　およそ二年間。去年の冬に至るまで、僕は日常を楽しむことを放ほう棄きしていた。

　姉さん──かつての天才武装研究員、『舞まい姫ひめ』風かざ峰みねハルを負傷させた、その罪悪感に押おし潰つぶされそうになって、逃にげて、武装研究員になって戦い続けた。

　傷を受けても再生できるからと、自分を顧かえりみずに。

　いつ死んでもおかしくない──むしろ、心の底では死んでもいいと思っていて。

　そんな僕を、ほのみは救って、変えてくれた。

　姉さんの事件から目を背そむけ、逃げ続けた僕を──かっこいいと言ってくれた。太陽のような笑顔を咲さかせて、暗くて冷たい僕の足あし下もとを、先の道まで照らしてくれた。

　今まで遠ざけていた、当たり前にそこにあった日常に、気付かせてくれた。

　だから、僕は──楽しんでいいと思えていたんだ。

　銃じゆうなんて持たなくても、命がけの戦いなんてしなくても。

　ほのみやつばさ、美み陽よさんにノボル、姉さんにリノン──みんなと一いつ緒しよに過ごせる時間を、なにより愛いとしく、尊く感じていてもいいのだと。

　僕はただ……今を、楽しんでいいのだと。




　そんなこと、あるはずがなかったのに。




　僕は結局、大きな勘かん違ちがいをしていたのだと思う。

　ほのみを失いかけたあのとき、死にたいくらいに理解した。なにもできず、なにをすることもなく、地に倒れて──目の前で、大切な女の子が奪うばわれる瞬しゆん間かんを見たんだ。

　銃なんていらないんじゃないかと、そんな考えは間違いもいいところ。

　戦わなくてもいいなんて、許されるはずもない。

　だって、そういうことだ。

　銃を捨て、今を楽しもうとしたから、こういう結果に繋つながったんだから。

　僕が今を楽しんでいいはずなんて、あるはずがなかったんだから。

　失いたくないのであれば、どうすればいいのか。奪われたくないのであれば、なにをすればいいのか。その答えを、僕はずっと昔に学んでいたはずなのに。

　どうして──今の今まで、忘れていたんだろう。

　そうだ。もう一度、あの冬が始まる前に、戻もどればいい。銃じゆう口こうの先にある敵を呪のろい、憎ぞう悪おを銃じゆう弾だんとして撃うち続ける──あの日々を、強く思い出せばいい。

　大切な人を、場所を、時間を、日々を──もう二度と、失いたくないのであれば。

　奪われたくなければ、奪うしかない。

　守るだけじゃ、もう、だめだから。

　だから今日、僕はこの手で──レーシュを、殺す。




　エントランスには各研究棟とうへ繋がる通路が延びている。

　玄げん関かん先──正門となるエントランスはとくにそれが顕けん著ちよで、また連絡通路の数も桁けた外はずれに多い。現状はそれら全ての通路から残ざん留りゆう体たいが入り込む可能性があるためか、武装研究員が各通路に二人ずつ張り付いていた。全員、表情は硬かたく強こわ張ばっていて。

「──おい、ちょっと待て」

　それは、僕が通路を通り抜ぬけようとしたら、より険けわしいものに変化した。

「ここから先は封ふう鎖さしている。お前、武装研究員だろう？　早く持ち場に戻れ」

「……どいてください」

　僕は静かにお願いする。けれども、二人の武装研究員の反応は同じものだった。

　はぁ？　と、男の一人が呆あきれたように首を横に振ふった。

「この先の区画はもうほとんど残留体に制圧されている。いつ連中がここに侵しん入にゆうしてくるかもわからないんだぞ？　いったいなんの用があって──」

　……あぁもぅ、うるさいな。

「──どけって言っているだろ」

　かちゃり、と。

　僕はホルスターから駆動銃ランゲージを抜き、口を閉じない男の鼻っ面つらに突つきつけた。銃口越ごしの瞳ひとみがぎょっと見開かれる。もう一人の男も顔を強張らせた。一応、理由は告げておく。

「僕は、この先に、用があるんだ──戦力が一人減ったくらいで問題はないだろ？」

　男二人がおずおずと首を縦に振った。よろけるように道を空あけたので、さっさと通り抜ける。最初から譲ゆずる気があるのなら、そうしてくれればいいのに。

「……余計な時間を食ったな」

　レーシュはまだ──研究所の中にいるはずだ。

　通路は電源が落ちていて薄うす暗ぐらい。コツコツという足音はやけに空気を震ふるわせて、これなら確かに、あそこの通路の角にでも残留体が潜ひそんでいたら一発で見つかるだろう。

　だとしても、構わない。好都合だ。

「……殺してやる」

　残留体であろうと、化け物であろうと、レーシュであろうと。

　奪われる前に──全部、その命を奪ってやる。と。

『────ぁー、聞こえっか？』

　不意に。本当に不意に、そんな声が──鼓こ膜まくを震わせた。

　知らないうちに吊つり上がっていた口元が、固まる。足も……止める。

『──聞こえたら応答願う──誰だれかこの回線を使っている人間がいれば、応答を──』

　その声は、耳に刺ささったままの、インカムから流れていた。

　思わず、唾つばを飲み下す。ゆっくりと耳元に指を伸ばした。

「…………ノボル？」

『──その声、橙とう矢やっちか？』

　通信先の相手もまた、同じように息を呑のんだ。ついで……はぁという大きな息。

『……なんとか通信は届いてくれたか』

　それは間違いなく──安あん堵どのため息だった。

　ようやく、理解できた。通信先の相手は──確かに、八はち王おう寺じノボルだ。

「……ノボル、無事なの？」

『一応、な。純白の花瞳エルダーアイリスに閉じ込められちゃいるが……まぁ、生きてはいるぜ』

「閉じ込められたって……」

『あぁ、回かい廊ろうが崩くずれたからな。オレはなんとか純白の花瞳エルダーアイリスまで引き返したんだが──』

　そこで、言葉に迷うような小さな間が生まれた。

　多分──感情を抑おさえ込むような、そんな葛かつ藤とう。

『──武装研究員の半分以上が崩ほう落らくに巻き込まれた。怪け我がしているやつも少なくねぇ』

「……そっか……」

　予想以上に、衝しよう撃げきは受けなかった。

　あるいはもう──心の動きを、感じ取ることが出来ないほど、僕が鈍にぶいのか。

『帰き還かんしようにも回廊が落ちてるからな。本部と連れん絡らく取ろうとして、特査の回線に繋つなげてみたんだが……なぁ、橙矢っちの回線しか生きてないってことは』

「……大だい丈じよう夫ぶだよ。他のみんなは、研究所を脱だつ出しゆつしただけだから」

　ノボルにも例の研究所の放棄作戦は、緊きん急きゆう回線で伝わっているはずだ。純白の花瞳エルダーアイリスは深海の中──回廊の途と中ちゆうに幾いくつかある、通信端たん末まつを跨またいだとしても、研究所の中にいる人間と連絡できるのが精々だろう。その回廊は今現在、ほぼ崩ほう壊かいしているわけだし。

『みんなって──おい待て、橙矢っちはどうしてんだよ？』

「……レーシュを、捜さがしている」

　誤ご魔ま化かす必要もない。しばしの間、息を殺すような沈ちん黙もくが返ってきた。

　付き合いは長い。察してもらっても──もらわなくても構わない。

『……お前、そりゃ──』

「──もう切るよ。無事でよかった」

　それ以上、聞かれたくなかった。

　言い残して、インカムのスイッチを指先で押そうしたとき。

『──待てって！』

　思わぬ強い声に咎とがめられ、手を止めてしまった。ついで、かちかち……と、インカム越しにも届くほど、力強い打だ鍵けん音が漏もれてくる。

『──橙矢っち、携けい帯たい開け』

　やがて、キーを弾はじく音が途と絶だえると、そんな鋭するどい命令が飛んできた。言われるままに携帯を見ると、バックライトに照らされ、画面が淡あわく表示される。

　その中央に──ピッ、と。突とつ然ぜん、ある図面が浮かび上がった。

「……これ」

　それは、研究所の立体的な見取り図だった。画面上部に表示されたタイトルは──

『サーモスキャンだ』

　ノボルは短く、その名前を口にした。

『研究所に幾つか設置されてんのは知っているだろ？　それをネスティ経由でハック、スキャン結果を橙矢っちの携帯に常時転送するように設定した。回廊のやつほど高性能じゃねぇが、研究所にうじゃうじゃいる残留体を大まかには察知できるはずだ』

「…………どうして」

　疑問を口に出したつもりは、なかった。

　こんなものを用意してくれる。そうとは、内心でしか口にしなかったのに。

『付き合い長いからな』

　察してくれなくても──別に、構わないのに。

　へっ、と鼻を鳴らす声は、どこか憮ぶ然ぜんとしていた。

『止めはしねぇ。橙矢っちは頑がん固こだからな。死ななきゃそれでいい』

　好きにやれよ、と。

　ピッ、という音を最後に、回線は遮しや断だんされた。ノイズがざーざーと耳元で喚わめく。僕はインカムを外して、それをジーンズのポケットに突っ込んだ。必要ない。

　スイッチを切る必要が──なくなってしまった。

　苦笑するだけの余よ裕ゆうは残っていないけれども。気付けば、息をふぅと吐はいていた。

「……有り難がたく使わせてもらうよ、ノボル」

　携帯の画面を確認してから、顔を上げる。

　目の前は相変わらず暗く、通路の先に待ち受ける闇やみは依い然ぜんとして濃こい。ただそれでも──手元には一つ、確かな光が宿って、行く先を照らしてくれるのであれば。

「……いくか」

　宣言は小さく。僕は研究所の中へと進んでいく。




　サーモスキャン。

　生物の熱源反応を察知する装置は、残留体の位置を的確に教えてくれた。携帯の画面が赤い点てん滅めつを始めれば、身を潜めて、近くを通り過ぎる大きな足音をやり過ごす──それを繰くり返し、幾いく度どとなく遭そう遇ぐうを回かい避ひした頃ころだった。

「──っ？」

　不意に妙みような違い和わ感かんを覚え、足を止める。

　通路の先、暗闇に目を凝こらす。まだ目は慣れなくて、携帯にさっと目を落とした。

　サーモスキャンが言うには──ノーリアクション。ただ、僕は直感とも言うべき感覚に従って、銃口を闇の向こう側に構え、引き金に指をかけた。

　いる。確かに、なにか、いる。

　空気が淀よどむように、動いた。闇は徐じよ々じよに、一つの輪りん郭かくを形作っていき──

「──ようやく会えました」

　危あやうく、引き金を絞しぼるところだった。

　闇から浮うかび上がるように──一つの人ひと影かげが、通路の先から現れる。ゆったりとした足取りで距きよ離りを詰つめてくる。背景に溶とけ込むような長い黒くろ髪かみを流していた。

　見み間ま違ちがえることなんてない。んふふ、と蕩とろけるような笑えみを零こぼすその人は──

「ずっと待っていた甲か斐いがありましたね」

「…………ねえ、さん？」

　姉さん、だった。

　かつての天才武装研究員、『舞姫』風峰ハルが、そこに立っていた。

「……取り残されたの？」

　ようやく状じよう況きように理解が追いついて、僕は唇くちびるを湿しめらせる。

　今日のことなのに遠い昔に思える、純白の花瞳エルダーアイリスへの緊急接続──『鶺せき鴒れい』の沈ちん没ぼつをかけた作戦のために、姉さんはアドバイザーとして研究所に呼ばれていた。残留体の襲しゆう撃げきを受けた後、そのまま研究所に取り残されたと考えれば、一応の解かい釈しやくはつく。

　とはいえ──それにしては、姉さんはあまりに落ち着いているようにも。

「……いいえー、待っていたんです」

　果たして、答えは否定だった。

　姉さんはやんわりと首を振り、ちょこんと唇に指先を当てる。

　姉さんにしては珍めずらしく、悪戯いたずらっぽい表情だった。

「なんとなく、橙矢ちゃんたちが戻もどってくるような……そんな気がしまして」

「……なんとなく、って」

　あまりにもあまりな返答だ。答えをはぐらかされたかと思えば。

　ふと、気付く。姉さんの唇が──指先ごと、微かすかに震えている。

「……それ、どうしたの？」

　それだけじゃない。腰こしまで伸のびる黒髪が、毛先から服に張り付いている。よく見れば、姉さんの髪から衣服まで──全身が水でも被かぶったかのようにびしょ濡ぬれだった。

「こうしていれば、あれに見つかることもないでしょう？」

　姉さんがちらと天てん井じようの隅すみを見上げる。示した先にあったそれは、半球体ののっぺりとしたとある装置だった。あれ──サーモスキャンは、熱源を察知する機械だ。

　熱源。熱を持った生物を発見する──見つからないようにするには。

「この季節、水を頭から被るのはさすがに寒かったですねー」

　姉さんはあくまで、上じよう機き嫌げんそうに肩かたを抱だいた。

　水を、頭から被った……？　そんな行こう為いに、意味なんて……あるとすれば……

「……サーモスキャンに、引ひっ掛かからないため……？」

「はい。熱源反応が確認されたら、橙矢ちゃんがここを避さけちゃいますからね」

　それじゃ会えませんから──そう、姉さんは肩を震わせて言った。

　いつ来るかもわからない相手を──ずっと？

「……僕を……待っていたって」

　研究所が襲おそわれてから、僕は姉さんと連絡を一いつ切さい取っていない。お互たがいの状況もわからないまま、姉さんは研究所に残り、水を被ってまでサーモスキャンをやり過ごし、いつ来るか、そもそも戻って来るかどうかすらわからない、僕を待っていたと言う。

　正常に考えれば、筋が通らない。

　否いな、異常に考えたとしても──そんなの、筋書きが破は綻たんしている。

「橙矢ちゃんに……伝えたいことがあったんです」

　それなのに、姉さんは今、僕の目の前にいる。

　今は花屋の店主で、かつての『舞姫』は──そっと、唇を開いた。

「──レーシュさんはもう、この研究所にはいません」

　ぞくっ、と背筋に、妙な寒気が奔はしった。

「この状況はおそらく『夜明けの危機』を再現したものです。レーシュさんがかつての堕だ天使の役に収まることで、残留体を率いて都市を襲う──ですが、それが彼の最終目的というわけでもありません」

「……ねえ、さん？」

　問い返した声は擦かすれたように小さくて、だから聞こえなかったのかもしれない。

　姉さんはいつもと同じように、ほんわかと微ほほ笑えんでいる。

「レーシュさんが『鶺鴒』を落としたいのであれば、ラピュセルに侵しん入にゆうした時点で、エンジンを完全に破は壊かいすればよかったんです──でも、そうはしませんでした。出来たはずなんですよ、それも。でも、エンジンは適度に破壊され、涙るい晶しようは適度に残され……そして、『鶺鴒』は純白の花瞳エルダーアイリスに接続しなくてはいけなくなりましたよね？」

「……なにを……言って」

「残留体が『鶺鴒』を襲う──それは、ただの状況演出に過ぎないんです」

　────ようやく、残留体が『鶺鴒』に入り込む──この状況をつくることができた。

　ふと、レーシュの言葉が頭を過よぎる。その、一いつ瞬しゆんの隙すきだった。

「レーシュさんの狙ねらいは、最初から最後までゴスペルだけなんですよ」

　──今度こそ、明確な寒気が身体からだを襲った。

　姉さんはその言葉を確かに口にして、愛いとおしげに僕を見つめていた。

「彼はもう、ほのみちゃんに接せつ触しよくしていますよね？　それでも、未いまだに残留体の侵しん攻こうが止まっていないことからすると、彼はまだ目的を果たしていないと考えられます」

　ほのみが斬きられたなんて──姉さんには伝えていない。

「そうなると、次にゴスペルが現れる可能性のある場所──『夜明けの危機』で、橙矢ちゃんとほのみちゃんが堕天使を倒たおした、純白の花瞳エルダーアイリスで待ち構えているはずですよ」

　レーシュの目的がゴスペルだと──姉さんには教えていない。

　そもそもの話──ゴスペルという言葉の意味を、姉さんは知らないはずなのに。

　どうしてそこまで……自信を持って、微笑んでいるんだ？

「レーシュさんはきっと──いいえ、絶対に純白の花瞳エルダーアイリスにいます」

「…………どうして、そんなことが……わかるのさ？」

　あるいは僕は、答えを知っていたのかもしれない。

　果たして──姉さんは、んふふ、と悪戯っぽく笑った。

「なんとなく……です」

　それは、初めて見るような……姉さんの幼い微笑みだった。

「もっとも、橙矢ちゃんに行く気があれば、ですけどね？」

　……本当、どこまでも見み抜ぬかれているような気がする。

　姉さんは優しく目を和なごませて、言った。

「橙矢ちゃんが一人で戦う必要なんて、ないんですよ？」

「……他の武装研究員に、任せろってこと？」

　どうしてかはわからない。何な故ぜかは知らない。けれども、姉さんは僕がなにをしようとしているのかを察している。だからこそ、譲ゆずれなかった。

　到とう底てい、受け入れられる話じゃない。僕は息を吐いて、首を横に振ふった。

「出来ないよ。レーシュは、僕が……僕一人で、撃うつ」

「もぅ、またお顔が怖こわくなってますよー？」

　帰ったらむにむにしちゃいます、と姉さんはこんなときでも調子を崩くずさずに。

「一人で戦うなんて、橙矢ちゃんはわがままです。贅ぜい沢たくです」

　めっ、とでも言わんばかりに──多分、僕を叱しかったのだと思う。

　その表情が、あまりにもゆるゆるとしていたので、自信はなかったけれども。

「橙矢ちゃんにはもう、一いつ緒しよに戦ってくれる人がいるんですよ？」

　そう言った、直後のことだったと思う。

　上。無機質な天井が──唐とう突とつに、くり貫ぬかれたように、落ちてきた。

「なっ……くっ？」

　咄とつ嗟さに腕うでで顔を覆おおう。姉さんはなにも反応を示していなかったような気がする。

　轟ごう音おんと粉ふん塵じんが、まとめて撒まき散らされる。目の自由が一時的に奪うばわれ、その僅わずかな間をもって──それは、確かな輪郭をもって現れる。

　気付けば、携けい帯たいの画面には赤い点滅が繰り返されていて。

『────！』

　異い形ぎようの化け物──残留体が、グレーカーテンの向こうより、狂くるおしく咆ほう哮こうを上げた。

　反応は反射的だった。僕は銃じゆう口こうを跳はね上げ、照準を残留体の羽に合わせ──

「──ちょっと長話しすぎちゃいましたね」

　遮さえぎるように、姉さんが僕の前に立ち塞ふさがった。手には当然、武器を持っていない。

　残留体が、牙きばを剥むく。それもまた当たり前のように、鋭するどい爪そう牙がを唸うならせ、目の前にいる姉さんを獲え物ものとして狩かり取ろうとして────ぴたり、と。

　本当に唐突に、その爪つめを、動きを、身体を止めた。

「……ぇ？」

　呆ほうけた声が漏もれた直後、きんっ──と、目の覚めるような綺き麗れいな音が鳴る。耳の錯さつ覚かくかと疑えば、音の正体は程ほどなくして確かな証しよう拠ことして目の前に創つくり上げられた。

　水すい晶しようの檻おりのようなものが、残留体の足あし下もとからせり上がり──化け物を閉じ込める。

　残留体の奇き跡せき的な停止と、洗練された牢ろう獄ごく。見覚えはあって、でも、

「──橙矢っ」

　背後から名前を呼ばれても、すぐには振り返れなかった。

　そのうちに、二人分の足音が──僕の両りよう隣どなりに、並び立った。二人は油断なく駆動銃ランゲージを構え、その銃口を檻に囚とらわれた残留体へ真っ直ぐ向けている。

「もぅっ、橙矢ってばなんで勝手にいっちゃうの!?」

「本当ね。ここまで辿たどり着つくのも大変だったのよ？」

　もう──誤ご魔ま化かしようがなかった。

　つばさとリノンが、口々に言い放ちつつも、僕の隣に寄より添そっている。

　そして姉さんが、呆ぼう然ぜんとする僕の前で、くすっと笑えみを零こぼした。

「ね？　言った通りでしたでしょう、橙矢ちゃん？」

「ってハル姉もっ。なんでまだ避ひ難なんしてないのっ？」

　あら、と姉さんがつばさに怒おこられ、のどかに首を傾かしげているも──そうなのか？

　戦ってくれる人がいるって──こういう、意味なのか？

　がしゃんっっ、と残留体が檻を荒あら々あらしく鳴らし始めた。突とつ破ぱはきっとされない──けれども音を聞きつけて、化け物が集まり始める可能性は十分に考えられる。

「つばさちゃん、リノンちゃん、お願いがあります」

　それでも姉さんはどこまでも落ち着いて、二人に言った。

「つばさちゃんは私と一緒に残留体の足止めをしてください。リノンちゃんは橙矢ちゃんを波は止と場ばまで連れていってください──あそこには潜せん水すい艇ていがありますから。純白の花瞳エルダーアイリスまでの距きよ離りでしたら、十分に辿り着けるはずです」

　──その言葉の意味は、わかった。

　研究所には波止場がある。都市の潜水中、浮ふ上じよう中を問わず外部との行き来をする場所だ。船せん舶ぱくや潜水艇なども当然整備されていて、だから姉さんの言葉の意味もわかる。ただ。

　どうして──つばさは、心得たように頷うなずき返すんだ？

「っ、つばさっ!?」

「──今度は、ちゃんと守るからっ」

　突つき刺さすような宣言が、響ひびき渡わたった。

　床ゆかを踏ふみ締しめる足は震えて、突っ張った腕も震えて、銃口もまた小刻みに揺ゆれて。

　いつかの学園での記き憶おくが──目の前の光景に、そっくりそのまま重なる。

「私っ、全然役に立ってなくてっ……ずっと見ていることしか出来なくてっ、ほのみのことも知らなくてっ、さっきも怖くてなにも出来なかったけどっ」

　さっき。それが、レーシュとほのみが対たい峙じした──緋ひ色いろの髪かみの少女が、真っ赤な血に染まったときのことを言っているのだと、悟さとる。あのときのつばさは多分、腰こしを抜ぬかしたままへたりこんでいたのだろうと、想像はつくけれども。でもそれは。

「でもっ──私は、橙矢に憧あこがれているからっ」

　つばさはまだ訓練の段階で、実戦を経験していない。知識と経験では絶対的に違ちがうように、訓練で銃を構えるのと、銃口の先に敵を見み据すえるのはまるで別物だ。

　怖いはずだ。恐おそろしいはずだ。敵を、残留体を前にすれば、震えて当たり前なのに──

「このくらいの相手っ、絶対なんとかしてみせるっ！」

　つばさは気き丈じようにも駆動銃ランゲージを構え──構え続けてみせる。

　まるで、自らの命を賭として戦う、本物の武装研究員のように。

「……リノンちゃん、お願いできますか？」

　姉さんはつばさの隣に立ったまま、リノンに呼び掛けた。

「つばさちゃんは、私が責任をもって守りますので」

「──わかりました」

　承しよう諾だくは短く、一瞬だった。

　リノンがぱっと僕の手を取る。続けて、その行動の意味を端たん的てきに伝えてきた。

「いきましょう。つばさのタイムラグは足止めに向いている」

「っっ、だからってっ！」

「あまり悠ゆう長ちようにしている時間はないの。今は『舞姫』の推測を信じるしかない」

　──このままだと『鶺鴒』は沈ちん没ぼつする。

　そう言われてはっとする。『鶺鴒』は現状、動力となる涙晶不足で沈しずんでいる──そうだ、残留体の侵攻を止めなければ、そもそもこの都市は遠からず落ちてしまう。

　そんな都市に──レーシュが、いつまでも留とどまっているのか？

「っ──姉さんっ、つばさっ」

　もう、残留体は涙晶の羽を輝かがやかせている。思考昇華パラダイムシフト──戦せん闘とう態勢への移行は、けれども強制的に断絶された。リボルバーの拳けん銃じゆうは既すでに音もなく引き金を絞しぼっている。

「いってっ、橙矢っ！」

「橙矢ちゃん、頑がん張ばってくださいね～」

　引き金を絞った一人の訓練生と──かつての天才武装研究員。

　二人の背中に、狂おしいほどの未練を覚えて──覚え続けたまま。

　僕はリノンと一緒に、その場に背を向け、駆かけだした。




　波止場は当然のように無人で、幸運なことに残留体の姿も見当たらなかった。

　ここに来る度たび、まるで巨きよ大だいな水すい槽そうの縁ふちに立っているような錯覚を覚える。見回す限りに水面が広がり、そこに大小様々な船舶がぷかぷかと浮ういて並んでいた。

「時間がない。小型の潜水艇を準備する」

　了りよう承しようを取らないまま、リノンは脇わき目めも振らずに進み、壁かべ際ぎわに埋うめ込まれたパネル──見た感じ、制せい御ぎよ盤ばんのような類たぐい──に触ふれた。その指先が迷うことなく躍おどる。

　がしゃんっ、という金属と金属が擦こすれる音が響き。

　水底のリフトが起動したのか──一つの潜水艇が、水面に浮かび上がった。

「……リノン、使い方を？」

「ええ、知っている。それより早く、乗って」

　言われるまでもない。僕はハッチの開いた潜水艇に身を滑すべらせた。

　どうやら一人乗りらしい。腕を自由に動かす余よ裕ゆうもないほどに窮きゆう屈くつだ。側面に並ぶレバーの類を順に上げると、モニターやタッチパネルが輝き始める。

　果たして──どどどどっ、と潜水艇が目覚めの唸りを上げた。

「タービン、正常に動作──いけそうね？」

　リノンが頭上からハッチを覗のぞき込んでくる。操作方法を簡単に教えてもらい、器機を一通りチェックしていけば──ほどなくして、出航の準備は整ったところで。

「──少しいいかしら？」

　リノンはハッチの蓋ふたを閉めないまま、そう言った。

「風峰君に話しておきたいことがあるの」

「……なに？」

　ここまで用意してもらった手前、断るつもりはなかった。

　それに元々──一つ、気がかりなこともある。

「──レーシュ・エスペラント」

「っ」

　思わず息を呑のんだ。いきなり言われるとは思わなかった。

　リノンは表情に感情を出さない。代わりに──言葉に感情を乗せてくる。

「彼について知っていることを、話しておきたいの」

「……それって、回かい廊ろうでのこと？」

　思い出すまでもない。リノンとレーシュが対峙したあのとき。少女が呟つぶやいた一言は、まるで魔ま法ほうでもかけたように、幽ゆう霊れいの動きを鈍にぶらせていたけれども。

　だとすれば、その魔法を唱えた少女は──いったいどんな存在なんだろうかと。

「……リノンは、レーシュを前から知っていた？」

「ええ、そう」

　その答えは、十分に予想できたものだったけれども。

　リノンは隠かくすことなく、はっきりとした声こわ色いろで告げた。

「正確には、彼本人を知っているわけじゃないけれど……詳くわしいことは話せない。ただ、私が知っているのは──彼の持つ、あの剣けんのこと」

「──レギナ・リリウム？」

　どうしてレーシュを知っているのか──それは訊きかない。そんなことを訊かずとも、リノンは決して嘘うそや誤魔化しの類を口にしないと、僕は知っている。

「風峰君も、もう薄うす々うすは気付いているかもしれないけれど……」

　伝えられることを──伝えてくれるはずだ。

　リノンは鏡のような瞳ひとみに僕を映し出し、言った。

「あの剣は、思考昇華パラダイムシフトを『還かん元げん』する」

　還元──あるものを当初の状態に還かえし、元に戻もどすこと。

　辞書で引いたような一節が、頭に浮かぶ。言葉通りの意味なのであれば──

「思考昇華パラダイムシフトを、元に……なにかに戻す？」

「より正確に言えば、思考昇華パラダイムシフトを『思考』と『涙るい晶しようの光』に戻すこと──かしら。思考昇華パラダイムシフトは本来、使用者の思考を物質として現実に形作る技術だけど……その物質としての結合を強制的に破は壊かいするのが、あの剣の力」

　その話に──幾いくつか、思い当たる節があった。

　機関部の前に連続していた、幾つもの障しよう壁へき。希望の象しよう徴ちようとして天にそびえた、カナンタワー。剣砕きマンゴーシユは欠片かけら一つ残さず砕くだけ散り、回廊の扉とびらも光となって消え失うせた。

　そして──思考昇華パラダイムシフトの身体からだを持つ、ほのみもまた、真っ赤な血に染まった。

　全て、壊こわされている。壊されて──目ま映ばゆい、光を放っている。

「圧あつ倒とう的てきな力よ。だからこそ、レギナ・リリウムは残留体を従わせることが出来る」

　力ちから尽ずくでね、とリノンは吐はき捨すてるように言った。

　どこか──怒いかりすら滲にじませるような、迫はく力りよくがあった。思わず、訊き返す。

「……力尽くって？」

「言葉のままよ。レギナ・リリウムは、残留体にとっても天敵となる──風峰さんの傷を見たでしょう？　たったの一ひと振ふりで命を奪うばわれるような代しろ物ものよ。あれを前にしたら、自我を持たない下級の残留体は本能的にあの剣に従ってしまう」

「…………だから、か」

　おかしいとは思っていた。ただの人間であるはずのレーシュが、まるでと表現するまでもなく、残留体を引き連れて『鶺鴒』に侵しん入にゆうを果たしていたのだから。

　レギナ・リリウム──『女王の百ゆ合り』とは、レーシュ本人の弁だったけれど。

　化け物と称しようされる残留体を、圧倒的な力でねじ伏ふせ、従わせる──なるほど確かに。

　王の名を冠かんしていても、不思議じゃない。

「──それでもいくの？」

　だから、リノンがほんの少しだけ、心配するように眉まゆ尻じりを下げる理由もわかった。

「レーシュ・エスペラントは、武装研究員にとって天敵に等しい相手よ。どれだけ強力な思考昇華パラダイムシフトを撃うてたとしても、彼の身体に届かなければ意味はないの」

「──なら、届かせるだけだよ」

　さっき、つばさとリノンが助けに来てくれて、本当はすごく嬉うれしかったけれど。

　姉さんに微ほほ笑えまれて、殺意で満たされた心がほんの一いつ瞬しゆん、確かに揺れたけれど。

　でも結局──やることは変わらない。変えるつもりも、ない。

　残留体でも、化け物でも、あるいは……人間であっても。

「たとえ相手が幽霊でも、僕は殺してみせる」

「……そう」

　どこか呆あきれたような声色のそれが、別れの合図だったらしい。

　若わか紫むらさき色の髪がハッチの天てん井じようから消える。がたん、と外側からハッチが閉められれば、器機の灯あかりがより眩まぶしく、僕の身体を光で染め上げた──ところで、気付いた。

　ピッ、という電子音が耳元で鳴っている。インカム。ピッ、ピッ……と、再三に亘わたって応答を求めてくる。こんな状じよう況きようで連れん絡らくしてくる相手は限られているけれども。

　なんとなく、予感があった。僕は耳に手を当て、通信のスイッチを入れる。

『──一つ、伝えておく』

　やっぱり、と言ってしまってもいいのか。

　リノンは潜せん水すい艇ていの壁かべを隔へだてた向こうから、回線を通じて言葉を投げ掛かけてきた。

『レーシュ・エスペラントは──ただの人間じゃない』

「……は？」

　思わず眉をひそめ、次の言葉を待てば──なにも返ってこない。微び弱じやくなノイズが空白を埋めるように飛び、故障かとインカムを指の腹で叩たたき。

　その直後、見計らったようにリノンは言った。

『──彼の母親は、ゴスペルよ』

「っ」

『それだけ。……健けん闘とうを祈いのっている』

　ピッ、と電子音が鳴ると、通信は呆あつ気けなく切れてしまった。もう一度、回線を接続しようとインカムに指を当てて──けれども途と中ちゆうで、僕は手を下ろす。別に、いい。

　レバーを握にぎる右手が、えらく白い。力を込めすぎていたらしい。

「……関係ない」

　自分に言い聞かせるようにして、呟く。

　レギナ・リリウムがどれほどの力を宿していようとも、関係ない。レーシュが何者であるか、たとえそれを知ったところで──なにも、関係ない。

　やることは、極きわめてシンプル。どこまでいっても変わらないのだから。

「──殺してやる」

　言葉を深く、骨身にまで刻み込んで。

　僕はレバーを力強く手前に引き倒たおし、潜水艇を奔らせた。




　一五〇年より以前──星空は今よりもっと曇くもって見えたらしい。

　大陸がまだ海底に沈しずむ前の話だ。人が集つどう場所には文明の光が灯ともり、それが数多あまたの大陸全土に広がって、世界中に光が溢あふれたという。実際に見たことはないけれど、闇やみに怯おびえる必要のない、夜でも灯りが絶えないような世界が創つくられていたらしい。

　でも──光は闇の中でこそ、一層輝かがやくものでもある。

　光を知った世界は、自らの頭上に広がる、満天の星を忘れてしまった。夜空はいつ見上げてもくすんでいて、それは自分たちの街に満ちる灯火があまりにも明るすぎるからだと、気付いたところでもう、文明の灯りは消せないほどに燃え上がっていたらしい。

　希望は──絶望の中でこそ見つけやすいと、かつて幽霊の青年は言っていた。

　けれども一五〇年前、人は踏ふみ締しめる大陸を見失って再び、空に燦さん々さんと輝く星々を見つけることが叶かなった、と美陽さんから聞いたことがある。今のご時世、星が輝いて見えるのなんて不思議にも思わないけれども、昔はどうにも違ちがったらしい。

　それでもなるほど。今の僕には、身をもって納得できるものだ。

　星空は、光のない地上から見上げるからこそ──輝いて見えるものだと。

「……綺き麗れいっちゃ綺麗、か」

　純白の花瞳エルダーアイリス。その頂上からは、星空がよく見えた。

　それだけじゃない。辺りには一面、真っ白な花畑が広がっている。海風が吹ふけば花びらは波のように揺ゆれ動き、潮と花の香かおりが仄ほのかに鼻び腔こうをくすぐった。

　去年の冬──かつて僕は、ここで迷子だったほのみを見つけたけれども。

　二か月と少しが過ぎた、今日──僕は、ここで幽霊と出会うのだと思う。

　純白に染まった花畑の中に、一人の青年が立っていた。

「……あぁ、来てくれましたか」

　ふと、青年が星空に向かって呟く。かさ、と花を踏み、そのままこちらに振り返る。口元には柔やわらかな笑えみが浮うかんでいて、両りよう腕うでが歓かん迎げいするように広がった。

　あぁ、そうだ。ようやく……ようやく、会えた。

「ようこそ、おいでくださいました」

　殺したくてたまらない相手──レーシュが、そこにいた。




「どうやってここがわかったんですか？」

　レーシュは白い花々を踏み締め、世間話でもするような気軽さで訊いてくる。

　こうして星空の下もと、対たい峙じしているとは思えないほどに──彼は変わらない。

「……身内の功だよ。そういうレーシュこそ、あんまり驚おどろいてないな」

「そりゃまあ、こんなところまで追っかけてくる人は限られてますから」

　青年がくつくつと肩かたを愉ゆ快かいそうにすくめる。実に自然体だ──とても、およそ五千万人の住まう潜せん水すい都市を丸ごと一つ、現在進行形で落としている人間には見えない。

　ああいや──そもそも、人間じゃないんだっけか。

「……じゃあ、僕が来た理由もわかってるよな？」

　僕はホルスターから駆動銃ランゲージを抜ぬき、真っ直すぐに構える。銃口をくいと持ち上げ、ゆっくりとその照準をレーシュの頭に合わせ、引き金に指をかける。

　不思議だ。胸はこれ以上なく熱いのに──頭は怖こわいくらいに冷えている。

「レーシュ。僕は、お前を殺しにきた」

「でしょうね。いいですよ、殺してください」

　──はじめは、冗じよう談だんかと思った。

　レーシュは降参するように、両腕を挙げてみせた。挑ちよう発はつするための行こう為いかと警けい戒かいすれば──なんのこともなかった。レギナ・リリウムはその腰こし元もとの鞘さやに収まっている。

　指先に力を込めることも忘れる。動どう揺ようを隠かくす余よ裕ゆうもなかった。

「…………どういう……つもりだ？」

「やることがなくなったんですよ、もう」

　そう言って、レーシュはどこか気け怠だるげに肩をすくめた。

　今のこの一瞬、僕が引き金を絞しぼれば──自分の命が吹き飛ぶというのに。

「『鶺鴒』にいるゴスペルを探して、殺す。色々と手を尽つくしましたが──如何いかんせん、ゴスペルそのものが人ひと違ちがいであった以上、ここに留とどまる必要もありませんから」

　ここ──それは『鶺鴒』のことか、あるいは彼の生きるこの世界そのものを指すのか。どちらにせよ、どうしても流せない一言があった。口が、勝手に動く。

「……ほのみが、人違い……？」

「あれは俺の求めるゴスペルじゃなかった──そういうことですよ」

　今までのような獰どう猛もうなそれじゃない。まるで幽ゆう霊れいのような、幽かすかな笑みだった。

「それでも一応、こうして純白の花瞳エルダーアイリスで待ってはみましたが──」

　ゴスペルは現れなかった、とレーシュは諦あきらめたように首を横に振った。それはそうだ──ここに来たのは、僕。幽霊が求めている、人の思考を宿した残留体じゃない。

　ゴスペルが、いない。いないから──レーシュはもう、死んでもいいと言う。

　とんでもない理り屈くつだ。そう、とんでもなく────……あぁ、いや。

「……は、はは」

　思わず、笑みが零こぼれてしまった。

　レーシュが怪け訝げんそうに眉をひそめる。僕は必死に口元を押さえてから、言った。

「はは……いや、そっか、ゴスペルは人違いか……はははっ」

「……なにか可お笑かしなところ、ありました？」

　ああいや、違う。別にレーシュのことを笑っているわけじゃない。

　ただ、僕は──あまりにもこの好機が嬉しくて、笑っちゃっただけなんだ。

「……ほのみは人違いだった……つまり、ゴスペルをもう殺せないから、『鶺鴒』には──いや、もうこの世界そのものに未練はないってことだよな？」

「……トーヤさん？」

　不思議なことに、レーシュは今いま更さらになって警戒しているらしい。自分から命を捨てると言ったくせに、人は意外とその場の状況に流されやすい生き物なのかもしれない。

　まあ、それでいい。そこで見ているといい。

「だったらさあ……もしも、ゴスペルが現れたらどうする？」

　そう言って、僕は制服の袖そでをまくった。右みぎ腕うでの肌はだが露あらわになり、そこにはまだ新しい切り傷が刻まれている。頭が混乱して再生できなかった──その、怪け我が。

　それを、レーシュに見せつけるように掲かかげる。

　よぉく見ておけ──幽霊。

「もしも目の前にゴスペルが現れたら、本気で殺しに来てくれるか？」

　ばちっ、と涙なみだ色の火花が、腕の傷口から弾はじけた。

　まるで患かん部ぶを癒いやすような淡あわい光は、けれども火花が直接皮ひ膚ふに当たる度たび、気の遠くなるような痛みが脳を叩くのだけれども──まあ、それくらいは耐たえてみせよう。

　光は皮膚をつくり、怪我を治なおし──やがて、身体からだを再生していくのだから。

「……これ、なんていうか知っているよな？」

　僕は一つ息を吐はいてから、右腕をもう一度、見せつける。

　今はもう、真っ新さらな肌が覗のぞく──怪我をなかったことにした、その腕。

　そこにいるレーシュは、知っているはずだ。

　再生能力を持った人の形をした存在を──果たして、なんと呼ぶのか。あるいは、人が驚きよう異い的な再生を行った場合、それはどう見られるのか。

「……なぁ、レーシュ」

　そう言って、僕は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす青年に向かって語りかける。

　にぃ、と。出来る限りの──嗤わらいを浮かべて。




「僕が──ゴスペルだ」




　微かすかな吐と息いきが、青年の口から吐き出された。

「…………は」

　それはあるいは、堪こらえきれずに零れた笑みだったのかもしれない。

　レーシュがうずくまるように両手で腹を抱かかえた。まるで痛みでも堪えるような仕草。顎あごを引き、目め尻じりを細め、くつくつと声を漏もらして──

「──あはははははははははっ！」

　大だい爆ばく笑しよう、した。

「あはははっ、ははっ、ははは……いや、はは……はははっ……道理で、あの子を斬きったときにはなにも読み取れなかったわけだ……はは、あーいやいや」

　──そういうことか。

　そう、レーシュは額に手を当て宙を仰あおいだまま、抑おさえきれないように口元を歪ゆがめた。

「トーヤさんがゴスペル、か──なんだ、早く言ってくれればいいのに」

　かかった。その声は内心でのみ呟つぶやき、代わりに不敵な笑みを浮かべておく。

　嘘うそだ。嘘も嘘──完全な嘘っぱちだ。

　僕がゴスペルであるはずはない。ただのハッタリ、出まかせである。

「言えるわけないだろ、こんなこと」

「はは、そりゃそうだ……でもまた、なんで今更正体明かしたんですか？」

　正体、と言われてもすぐにはピンとこなかった。あぁ……そういう意味か。

　ゴスペル──何な故ぜ、わざわざそう名乗り出たのか、青年は不思議そうだけれど。

　だってそれじゃあ、意味がないじゃないか。

「──お前を撃うつためだよ、レーシュ」

　僕は銃口を突つきつけ、乾かわいた唇くちびるを舐なめた。そう、殺すために。

　レーシュはゴスペルを殺すという。それとは逆に、彼はゴスペル以外の存在にはまるで興味を抱いだかない。殺してもいいと僕に懐ふところを晒さらしたくらいだ。

　殺意を抱いてこない相手を、殺しても意味はない。

　レーシュが僕を殺しにきてくれなきゃ──僕は、全力でレーシュを殺せないから。

「……そうですか、そりゃ光栄だ」

　その言葉は、本当に誇ほこらしそうな声こわ色いろを含ふくんでいた。

　これから起こることを──これ以上なく、歓迎するかのように。

「──これは、簡単には死ねなくなったなぁ」

　レーシュは腰元のホルダー──鞘から、その武器を抜いた。

　レギナ・リリウム。ちりっ、と刀身が火花を散らすそれは、なんの躊躇ためらいもなく足あし下もとに突き立てられる。一輪の白い花が、花弁を散らして──ぱぁぁぁぁっ、と。

　光が、地から天まで駆かけ昇のぼる。




　その刹せつ那な、花畑の中央が、突とつ然ぜんに崩くずれ落ちた。




「っ、なっ」

　声を継つぐ暇ひまなんてなかった。足下に地割れが奔ったと思った矢先、地面が亀き裂れつに沿って崩れる。足が無理矢理地面に引っ張られるような──そんな感覚に。

　花畑が──純白の花々が、在あるべき地面を失って落ちていく。

　塔とうが──否いな、塔の頂上が、塔の内部に落ちていっている。

「──知ってますかね、トーヤさん──」

　手が宙を斬り、足が空を穿うがつ──崩ほう壊かいの最中。そんな声が耳元に届いた。

　レーシュは僕と同じように足下を失いつつも、笑っている。

「純白の花瞳エルダーアイリスはね、創られたものなんですよ────」

　思考昇華パラダイムシフト。それを『還かん元げん』する剣けんが──純白の花瞳エルダーアイリスを壊こわせた理由を。

　僕はこれより、身をもって知るのかもしれない。

「──さあ、殺し合いましょうか」

　足場が崩れ、宙に浮うき、それでも開戦の声は上がった。

　レーシュ──幽霊の青年は、僕と共に落ちながら、獰猛に叫さけんだ。

「こいよ──ゴスペルっ！」

　──殺すなら、きっと。

　今、このときだ。

「っ……レーシュ────っ！」

　僕は崩壊しかけた足場を蹴けり、落ちるように跳とんだ。

　レーシュもまた、駆けるように身を重力に任せた。

　塔の内部には──いつかと同じ、螺ら旋せん状の階段が見果てぬ底まで延のびている。

　その中を、僕とレーシュは互たがいに迫せまるように落ちていく。黒の銃口と、白の剣けん先さき──二つが睨にらみ合い、やがて交こう錯さくするとき、僕たちの輪りん郭かくが重なり合った。

　僕は、引き金を絞って。レーシュが、光の剣を一いつ閃せんする。

　光熱の花はな吹雪ふぶきと、レギナ・リリウムが──正面から衝しよう突とつした。

　決着は、一いつ瞬しゆん。

　光が、世界を真っ白に染め上げる。それが晴れた途と端たん、僕は向かいの階段に勢いを殺して着地した。足に奔る衝しよう撃げきに耐え、背後を振ふり返ってみれば、なんのことはない。

　レーシュもまた無傷で、反対側の階段に降り立っている。

「──いい思考だ、トーヤさん」

　青年は僕よりも高い位置から、挑ちよう発はつするように剣を構えてみせた。

「その調子で、俺を殺しにきてくださいよ？」

「──言われなくてもっ……！」

　僕は駆動銃ランゲージを構え直して、螺旋状の階段を駆け上がった。

　銃じゆう身しんに手を添そえ、手前に引く──スライドコッキングの要領で、銃身が独りでに分解し別物のそれへと変へん貌ぼう。銃口を撥はね上げれば、レーシュが既すでに階段を駆け下りている。

　外さない。青年に狙ねらいを定さだめ、僕は引き金を絞った。

　スコーピオン──遠えん距きよ離り攻撃に特化した銃身が、弾だん丸がんを射出する。

　真っ白な矢が、階段すれすれを飛来する。それは熱量を蓄たくわえた花びらの弾丸で、それらは引き金を絞しぼった回数分、レーシュへ続けざまに殺さつ到とうした。

　およそ、四発。

　花びらの弾丸は、正確無比に青年の身体を撃ち抜ぬく──前に、その全てを光の剣先に弾はじかれ、斬られ、壊された。レーシュが躍おどるように階段から跳とび上がる。

「ははっ──ゴスペルっ！」

　光の刃はが、宙で一閃された。僕は鼻先でそれを回かい避ひすると、頭上を通り越こした青年に向けて、振り向きざまに銃口を突きつけた。けれども引き金は引けない。

　レーシュもまた、剣先を僕の銃口に重ねていて──動きが一瞬、止まる。

　ぱらぱら……ぱらぱら……という音が、やけに大きく響ひびく。

　塔の破片が雨のように降り注そそぐ中、僕と青年は視線を交錯させた。

「──どうして」

　僕は銃じゆう把はを強く握にぎり締しめ──突き刺さすように、吠ほえた。

「どうしてそこまでゴスペルにこだわるっ」

「──幽ゆう霊れいでなくなるためですよっ……！」

　レーシュが身を捻ひねり、剣先で黒の銃身を弾き上げた。銃口があらぬ方向に逸それ、睨み合いが一瞬で瓦が解かいして──僕とレーシュは同時に地を蹴った。

　僕は階段を駆け上がりながら、牽けん制せいするように引き金を立て続けに絞り。

　レーシュは、距きよ離りを殺しながら──純白の弾丸を紙一ひと重えでかわしていく。

「──レギナ・リリウムはねぇ、トーヤさんっ！」

　青年が踏ふみ込こみ、光の剣を一閃する。

　間かん髪はつ入れず、振り返りざまに上体を反そらせば、剣先が眼前に光の軌き跡せきを残し──返しの刃で、光の軌き道どうを十字に描えがいた。がんっ、という金属音が響く。

　僕は、黒の大型拳けん銃じゆうで──レーシュの剣を受け止めていた。青年の口元が、歪む。

「思考昇華パラダイムシフトを元あった形に戻もどすもの……涙るい晶しようと思考に還元するもの……その瞬しゆん間かん、俺の頭の中に入ってくるんですよっ」

「っ──なにがっ」

　腕に力を込めて剣先を払はらえば、再び刀身が襲おそい掛かかり──また、駆動銃ランゲージで受け止める。

　ぎりっ、と力比べに腕が悲鳴を上げた。レーシュは狂くるったように笑い出すと、

「思考ですよっ、思考っ──思考昇華パラダイムシフトをした人の思考がっ、俺の頭の中に入ってくるんですよ！　誰だれがなにを考えて創つくり出したのか──物質を還元すれば、一瞬で！」

　剣先を鋭するどく払い、駆動銃ランゲージを弾き、僕の胴どう体たいに回し蹴りを叩たたき込んだ。

「っ……！」

「トーヤさんが俺に真っ白な花吹雪を撃ったとき、アナタはこう考えたはずだ──」

　にぃ、とレーシュが口元を獰どう猛もうに吊つり上げた。

「──『殺してやる、僕の大切なものを奪うばうやつは、誰であろうと殺してやる』」

「……頭の中を覗のぞくなんて趣しゆ味みが悪いっ！」

　一言一句、僕の感情を代弁しているために、余計にだ。

　それはつまり──レギナ・リリウムが、本当に思考を読み取っている？

「思考が入ってくるんですよ……それは、ゴスペルだって例外じゃない！」

　レギナ・リリウムが光の軌跡を描き──ぎぃぃんっ、と僕は足を踏ん張り、それを駆動銃ランゲージで遮さえぎった。今度こそ、大型拳銃の装そう甲こうが、擦こすれたように剥はがれていく。

「っ……ゴスペルって、なにが!?」

「残留体の肉体は思考昇華パラダイムシフトの産物だっ。還元すれば当然、涙晶の光と思考に戻る──」

　ならっ、とレーシュは声を荒あららげ、壊れたように顔を歪めた。

　見ようによっては──泣き笑いのようにも、見える。

「残留体が生まれた……その瞬間の思考を読み取れるはずですよね!?」

「っ……お前っ」

「ただの雑ざ魚こや《羽はね憑つき》じゃぁ浅くて無理だ──ですがっ、もっとも人に近い残留体っ……ゴスペルなら話は変わってくるっ。この剣をその胸に突き立て『還元』すれば──残留体がどうして生まれたのかを知ることが出来るっ」

「っ……それがっ……ゴスペルを殺す理由かよっ！」

　喉のどが嗄かれかけるほどに、叫んだ。

　ようやく──理解した。レーシュがほのみを人ひと違ちがいだと言った理由。

　少女の肉体は、去年の冬に、再生不能になるほどに破は壊かいされている。それを再生したのは僕だ。レギナ・リリウムが本当に『還元』した物質の思考を読み取れるのだとすれば、ほのみの身体からだを斬きったところで──知り得るのは、僕が再生したという『思考』だけ。

　ゴスペルを殺し、その肉体を形作った思考を読み取る。

　都市を丸々一つ相手にしてでも、どこまでもゴスペルを渇かつ望ぼうした──それは、

「お前がっ……ゴスペルのっ」

　────彼の母親は、ゴスペルよ。

　言いかけた言葉は、けれども声に出さずとも通じたらしい。

「っ──知っているなら話は早いですねぇっ！」

　レーシュは一瞬、動どう揺ようしたように息を呑のみ──それを呼気として吐はき、レギナ・リリウムを横一線に薙ないだ。駆動銃ランゲージが力任せに弾かれ、身体が否いや応おうなしにぐらつき。

　ふわっ、とした感覚に包まれた。足のつかない、嫌に懐なつかしい感かん触しよく。

　僕は──螺旋階段から突き落とされ、塔の穴に落ちていった。

「ぁっ……くっ、ぅ……そっ！」

　暴風が背中を叩き、悪態すらままならない。景色が高速で流れてゆき、焦しよう点てんの定まらない視界の奥で──黒い点が、階段の縁ふちから飛び降りるのが見えた。

　レーシュが、レギナ・リリウムを手に携たずさえ──落ちて、追ってきて。

「ゴスペルっ──俺はアナタを殺して、俺が何者であるかを知るっ！」

　光の剣が、宙に掲かかげられた。それに呼応するように──音が、声が、反はん響きようする。

　──ォォォォォオオオオオオオォォォォォオオオオオオオオオオォォォ──

　ぞくっ、と戦せん慄りつを覚えた直後、それらは突然に現れた。

　考えてみれば、この場所においてはなにも不思議なことじゃない。

　どこからともなく湧わいて出た──残留体の軍勢は、一様に羽を震ふるわせて。

　レーシュを追い抜くようにして、こちらに向かって一いつ斉せいに降下してきた。

「ははっ、殺すなよっ──それを殺すのは俺だっ！」

　青年の言い放った一言は、果たして意味を成したのか。

　残留体──数十体の《羽憑き》は咆ほう哮こうを上げた。

「っ──くそっ！」

　一体一体を相手にしている暇は、到とう底ていない。

　駆動銃ランゲージを真上に構え、スライドコッキング──銃身が再構築される。銃口が狙う的まとはあまりにも多勢で、けれどもノボルの言葉を信じて、僕は迷いなく引き金を絞った。

　テンペストモード。広こう範はん囲いに出力できる──曰いわく、散さん弾だんタイプ。飛べ。

「吹ふっ飛べっ……！」

　花吹雪の大嵐テンペストが、吹き荒あれた。

　視界が真っ白に染まる。花びらが宙を舞まい、渦うずを生み──残留体を生きたまま、灼しやく熱ねつの嵐あらしの中に捕とらえた。暴力的なまでの熱量は、化け物の身を容よう赦しやなく焦こがし、灼やき、消していく。断だん末まつ魔まが交こう響きようするように繋つながれ──それが途と切ぎれたと思えば。

　あまりにも多勢の残留体が、嵐の中を飛び抜けてきた。

「──なぁ、ゴスペルっ」

　レーシュが、《羽憑き》の背に飛び乗り、光の剣で虚こ空くうを薙いだ。

「残留体の正体を掴つかむことが出来れば、俺が幽霊でないと証明できれば──別に、他がどうなったって構わないんですよっ。たとえ誰が死のうが、俺が死のうがっ……たとえ誰が生きようが、俺が生きようがっ──ただっ、ゴスペルを殺せればそれでいい！」

　それは清すが々すがしく、どこまでも獰猛な笑えみだ。瞳ひとみには強きよう烈れつな意志の光が宿っている──たった一つの目的のため、どこまでも非情になれるその心は、確かに強い。

　自分の正体を知るため、幽霊でないと証明するために────っ。

　どこか。そんな話を、どこかで────聞いた……よう、な。

「……っ」

　────あの人は──ずっと、自分を探しているんです。

　脳のう裏りを声が過よぎったのはほんの一瞬。けれども確信を掴むのには十分だった。

「……なら、どうしてお前はっ」

　多分──そういうことなのだと思う。

「──アイネちゃんと一いつ緒しよにいる!?」

　ビンゴ、だった。

　その名前を口にした途端、確かな反応が、強烈に青年から発せられる。

　レーシュが──幽霊でも見たかのように、愕がく然ぜんと瞳を見開いた。

「っ……どうして……アイネを……！」

　返す言葉はない。僕だって今思い当たったんだ。

　アイネちゃんの言っていた『お兄さん』──自分が何者なのか、いったいどのような存在なのか、それを追い求めている、とある人物の話。

　幽霊──人間でも残留体でもない、自分を揶や揄ゆした言葉。

　彼女の語っていた兄と──目の前のレーシュの姿が、歪ゆがむように重なっていく。

　これが突とつ破ぱ口こうになるかどうかは、まだわからない。でも。

「……誰がどうなってもいいなんて……言えないはずだっ……」

　残留体は変わらず多勢だ。身体は落ち続けている。でも、言わなくちゃいけない。

　目の前にいる、この幽霊を──殺すためには。

「だってレーシュは……アイネちゃんと一緒にいるだろうっ！」

　スライドコッキング、スコーピオンモードに変形。

　僕は引き金を立て続けに絞り、花びらの弾だん丸がんを連射する。

　熱量の塊かたまりが、一発、また一発──残留体の頭を貫つらぬき、絶命させていく。

「襲しゆう撃げき作戦を決行する今日、アイネちゃんをアクアリウムにまで連れ戻しにきたのはどうしてだ？　街が危険になるから──危険な目に遭あわせたくないからじゃないのか！」

「っ……黙だまれよっ、トーヤさん」

　レーシュの表情が、呆あつ気けなく歪んでいく。

　メッキが剥がれたように──感情が、剥むき出しにされる。

「アイネちゃんにはなにも言ってないんだろう──それはどうしてだ？　知られたくないからだろ？　アイネちゃんに、自分のしていることを知られたらっ──」

　幽霊だから自分の存在を曖あい昧まいにしか捉とらえられない。でもそれはきっと言い訳だ。

　自分のしていることを、正しいかどうか──考えることを、放ほう棄きしているだけだ。

「──アイネちゃんがどう思うのかっ、お前自身がわかっているからだろっ」

「……黙れっ！」

　レーシュが叫さけび、呼応するように残留体が咆哮を上げた。

　化け物の軍勢が、果か敢かんに僕へ襲い掛かる──けれども、僕は銃じゆう口こうを逸そらさない。

　照準は違たがえず、幽霊を名乗る青年に向けて引き金を絞しぼり続ける。

「レーシュはっ、自分に嘘うそを吐ついているだろっ──！」

　言葉が弾丸となり、弾丸が言葉となり──残留体を、次々と射い貫ぬいていく。

　素早く弾だん倉そうを交こう換かんし、空からのカートリッジが音も立てずに、下へ下へと零こぼれ落ちていく。

　今やもう、レーシュの軍勢は──数えられるくらいにまで減っていた。

「自分のしていることをっ、自分は幽霊だからって遠くに追いやってっ、なにも感じないようにしてっ……結局目を逸らしているだけだろっ！」

　回かい廊ろうでは多くの武装研究員が海に沈しずんだ。けれどもカナンタワーが崩ほう落らくしたとき、死者は誰だれ一人ひとりとして出なかった。それはあの状じよう況きようでは、間ま違ちがいなく特異なことだった。

　特異なことには、往々にして特異な理由がある。

　死ななかったではなく、死なせなかったのだとすれば。

　関係のない者にまで剣けんを向けることを──レーシュが、躊躇ためらったのだとすれば。

「知ったようなことを──！」

　青年がレギナ・リリウムを力強く掲げた。光に導かれ、残留体が力を振ふり絞るよう、一直線に降下してくる。数は一、二、三、四五──っ、関係ないっ。

　全員まとめて、吹き飛ばすまでだ──！

「お前がしていることを知ったら、アイネちゃんがどう思うのか考えたのかよ──！」

　銃じゆう身しんを一度、引き下ろす。モードは、使い慣れた通常形態に。

　最後の弾倉をかちっと装そう填てん、僕は引き金を力の限りに引き絞る。

　銃口が、有ありっ丈たけの光を噴ふいた。

　光熱の花はな吹雪ふぶきが、宙を、視界を、全てを真っ白に染め上げ──化け物を、呑み込む。断末魔は花吹雪と共に天へ流れていき、やがて世界が再び、色しき彩さいを取り戻もどした。

　その、間ま際ぎわ──一筋の光が、花吹雪を無に消し飛ばす。

　人の輪りん郭かくが、白い光になぞられ、現れた。

「──黙れぇぇぇっ！」

　レーシュが、逆さか手てに構えたレギナ・リリウムの切っ先を、一気に振り下ろした。それは逃のがれようもなく僕の心臓を狙ねらっていて、咄とつ嗟さに刀身を握にぎり締しめるしかなかった。

　ただの剣とは、訳が違う。

　握った途と端たん、掌てのひらから光が弾はじけ──肉が、消え失うせた。

「ぐっ……ぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああ！」

「アイネは関係ないっ……！」

　レーシュがぎりっと柄つかに力を込める。僕は掌から火花を散らした。再生。

　二年間だ。その間、再生を酷こく使しし続けた僕の身体は、半分以上思考昇華パラダイムシフトによって形作られていると言っていい。つまり、レギナ・リリウムは効く。

　こうして再な生おしていく片かたっ端ぱしから──それを、還こ元わしていく。

「俺はただっ、ゴスペルさえ殺せれば……それでいいっ……！」

「っ……言ってろっ──！」

　再生が尽つきるか、還元が終わるか──どちらも選せん択たくするつもりはない。

　僕は左手で光の剣を握り締めたまま、右手の駆動銃ランゲージを真下に突つき出した。水深二万キロメートルにまで及およぶ、どこまでも続く塔とう──けれども必ず、底はある。

　衝しよう突とつ。その二文字が頭に浮うかんで、力任せに引き金を絞った。
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「止まれっ……」

　花吹雪が、銃口から吹き荒れた。熱を宿さない、ただの質量としてのそれ。銃じゆう把はを力の限り握り締めても、銃口がかたかたと揺ゆれてしまうほどの──爆ばく発はつ的てきな、花吹雪。

　止まれ、と念じる。花吹雪が逆噴ふん射しやするように身体からだを包み込む。止まれ。

「と……まれぇぇぇえええええええええええええええええええええええええ！」

　叫び続け、引き金を引き続け──涙るい晶しようカートリッジを、撃うち続け。

　塔の奥底、終着点。それがいつ訪おとずれるのか、花吹雪が繚りよう乱らんする視界の中では、まるで見当もつかなくて──だから、終わりは唐とう突とつに訪れた。

　どぉんっ！　と。海に落ちたような、轟ごう音おんを撒まき散らして──

　僕は、純白の花瞳エルダーアイリスの底に、受け身も取れずに衝突した。

「っ……ぁ、つっ…………」

　頭が、揺れる。四し肢しが、投げ出されている。駆動銃ランゲージが手元にない。でも生きている。

　花びらがひらひらと宙を舞った。慌あわてて身体を起こせば、一面に真っ白な絨じゆう毯たんが広がっている。それが全て、僕の撃ち出した花びらなのだと悟さとって──かさ、と。

　背後で、花びらを踏ふむ音。本能的に振り返れば──遅おそかった。

「っ──俺はっ、ゴスペルを殺すっ！」

　レーシュが僕の首元に腕うでを伸のばし、強烈な力で締め上げてきた。

　息が、意図せずして口から零れる。

「かはっ……ぁ、ぁぁっ」

　首が、身体が、力ちから尽ずくで上に持ち上げられていく。レーシュは鬼おにの形ぎよう相そうで、その口元にはもう笑えみなんて欠片かけらもない。そんな表情は、初めて見るほどに強こわ張ばっていて──

「ゴスペルを殺してっ……俺は、俺を証明するっ！」

　僕の知る幽ゆう霊れいの青年とはまるで別人で、違って見えた。あぁ、そうだ。

　自分が何者かなんて証明できる人はこの世にいない。出来るのは定義をつけることだけ──自分は何者であると認識し、自分自身を認めるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

「ぅ……っ、ぁ……」

　でも……でもそれで、いいんじゃないか？

　自分が幽霊か人間かなんて──それを教えてくれる人はどこにもない。自分が何者であるかなんて、そんなこと生きていくうちに自分で決めていくしかない。

　だから──そう、だから僕も、今だけは決めていいはずだ。

「……っ、忘れて……ないか……？」

　僕は息も絶え絶えに、ゆっくりと右手を持ち上げた。

　親指を天に向かって伸ばし、人差し指はレーシュの顔にぴたりと真っ直すぐ、残りの指はこぶしでもつくるように手の内側にしまった。これ、なーんだ、と。

　微かすかに目を瞠みはったレーシュに向けて、僕は右手の指ゆび鉄でつ砲ぽうを揺らしてみせた。

　自分が、人間か幽霊かなんて──そんなの、僕にだってわからないから。

　今だけは、そう。

「僕は…………ゴスペルだ」

　ばぁん、と子供っぽく呟つぶやいた。

　指鉄砲の人差し指から──涙なみだ色の光が弾けた。火花のような鋭するどいものじゃぁない──もっと、大おお雑ざつ把ぱで身勝手な光は、合図もなにもなく突とつ然ぜんに爆ばく発はつする。

　おそらくそれは、暴発と呼ばれる失敗の思考昇華パラダイムシフトだったのだろうけれど。

　光の塊かたまりは、かろうじて指向性を持ったのか、レーシュの鼻っ面つらに衝しよう撃げきを叩たたき込み──その身体ごと、真っ白な絨毯まで吹ふき飛ばすのに十分な威い力りよくを発揮した。

　ついでに言えば──僕もまた、衝撃を殺しきれずに後ろに飛ばされていた。

「っ……えほっ、ぁっ……ぅぅ」

　僕はよろよろと立ち上がる。咽むせながら痛みに悶もだえるという、あまり貴重じゃない経験だ。危あやうい足下をなんとか制して、仰あお向むけに倒たおれる青年の下にまで辿たどり着ついた。

　レーシュは小さく呻うめいている。その瞼まぶたが薄うつすらと持ち上がり──

「……は、ははは……」

　えげつない、と乾かわいた笑みを浮かべた。

　今にでも消えてしまいそうな──そんな儚はかない、幽霊のような笑顔だった。心外な。

「弱っている相手にトドメを指すのは──むしろ基本だろ？」

　僕は指鉄砲の銃口を、レーシュの鼻先に突きつけた。

　青年は起き上がる力もないのか、咽せながら喉のどを鳴らしている。

「俺を……撃ちますか……トーヤさん？」

　答える必要なんて、ないはずだ。

　脳のう裏りに──今いま頃ごろはきっと、病院のベッドに寝ねている少女の顔が思い浮かぶ。

　ほのみは絶対に奪うばわせない。守りきれないのなら戦うしかない。

　奪われる前に──こちらが、相手の命を奪うしかないのだから。

　そうだ。

「……奪え」

　それなのに──僕の指先は、どうして震ふるえている？

　震えを起こす感情は、経験上、三つしかない。

　昂こう揚よう、緊きん張ちよう──恐きよう怖ふ。一番目が当てはまるはずなのに、何故か違うと感じる。

「……違う。奪え……奪えっ」

　怖こわいはずがない──僕は今、レーシュを殺そうとしているんだ。

　ほのみの命を奪いかけた、つばさやリノン、ノボルに美陽さん、研究所に『鶺鴒』──僕の持つ、大切なもの全てを奪おうとした相手に、銃口を突きつけているのに。

　怖い？　なにが──奪うことが、怖い？

　どうして──どうしてこうも、ほのみやつばさ、リノンやノボル、美陽さんに姉さんの笑顔が頭に思い浮かぶ？　アイネちゃんのはにかむような微ほほ笑えみが、脳裏を過ぎる？

　奪っていいはずだ。奪われる前に──奪わなくちゃ、いけないのに。

　どうして──奪わなくてもいい自分を、想像する？

「……く、そっ！」

　僕は乱暴に手を振り払はらう。自然、照準がレーシュの額から逸れた。

　僕がここで引き金を引いたら、きっと、ほのみは悲しそうに眉まゆ尻じりを落とす。つばさは心配そうな面おも持もちで胸を痛める。リノンは嘘を吐つかないから、正直に僕と向かい合って、その分傷つくかもしれない。ノボルはもしかしなくても怒おこる。美陽さんはもっと怒る。姉さんは──僕の味方でいてくれると思うけれど、でも、やっぱり。

　みんながどういう顔をするのか、想像してしまう。できてしまう。

　レーシュを撃ったら──彼を兄と慕したう、アイネちゃんがどんな気持ちになるのか、どうしても考えてしまう。でも、それは。きっと、考えなくちゃいけないことなのだと思う。

　一人ではなく、みんなと一いつ緒しよに生きているのなら。

　もう、あの冬が訪れる前の僕には──どうあっても、戻れそうにないのなら。

　僕が今、こうしてだめだと思い、感じる以上──僕は、引き金を。

「……殺さない」

　引くべきじゃ、ないのだと思う。

　レーシュが微かに目を瞠る。ひく、とその口元が変に震えた。

「……は、はは……やっぱ、トーヤさんですね」

　──甘すぎる。そう言って、青年は嘲あざけるような笑みを浮かべた。

「土ど壇たん場ばになって、怖くなりましたか……？　残留体は殺せても、人は殺せませんか──ならご安心を……俺は、幽霊です。幽霊相手だと思えば……殺せません？」

「……勘かん違ちがい、してないか？」

　僕は低く呟き、駆動銃ランゲージを腰こし元もとのホルスターにしまった。銃はいらない。

　ただし──いらないだけで、なにもしないとは言っていない。

「僕はレーシュのことが大だい嫌きらいだから。正直、憎にくんでいるって言ってもいい」

　ぐい、と青年の胸むなぐらを力任せに掴つかんだ。そのまま引っ張って、顔を目の前に持ってくる。相手はぽかんとしたように口を開き、その表情がまたいい具合に苛いら立だちをそそる。

「でも、ここでお前を殺したら、きっとアイネちゃんが悲しい顔をする」

　そうだ。殺さない。でも──やられた分はそう、仕返しである。

　レーシュ、と僕は名前を呼んで、右手の拳こぶしに込められる限りの力をこめた。

　にぃ──と。獰どう猛もうに口元を吊つり上げて、さあ、言ってみよう。

「歯ぁ、食いしばれ」

　右手の拳が、青年の頬ほおを強く殴なぐり飛ばした。




　どぉん！

　拳を振ふるった直後、そんな轟音が唐突に鳴なり響ひびいた。

　そんなに強くは殴っていない。でも首を巡めぐらせるまでもなかった──海水が、塔の奥底にまで延びていた階段を滑すべり落ちるように、一気に流れ込んできた。

　思い出すまでもない──この塔は、崩ほう壊かいしかけている。

　水はあっという間に足下にまで届くと、真っ白な花びらの絨毯を水面に押し上げた。咄嗟に見回しても、上部に繋つながる階段は一つしか見当たらなくて。

　加えて──けたたましい音を散らして、天てん井じようが少しずつ崩くずれ落ちてくる。

「っ、まずいっ……！」

　思考が回転し始める。階段は使えない──いや、駆動銃ランゲージ。光熱の花はな吹雪ふぶきで海水を蒸発させ続ければ、あるいは突とつ破ぱ口こうを開けるかもしれない。他に有効な方法も思いつかなかった。

　僕は足を一歩踏み出して、階段のほうに──向かう前に、踵きびすを返した。水を切る。

　さっきの一いち撃げきで気を失ったのか、倒れたまま半身を海面に浸ひたす──

「っ……しょっ。重いな……っ」

　レーシュを背負い、上着のベルトを調節。最大限に長く伸ばしたそれで、青年を僕の身体にくくりつける。身長差が余計に負荷をかけてきた。

　意識のない人間を運ぶのは──自じ業ごう自得とはいえ、難しいけれど。でも。

「──死なせない……っ」

　足に力を込め、青年を背中に背負い直して。水面を力強く蹴けった、そのとき。

　頭上の天井が──海水に押おし潰つぶされて、崩れた。




　身体がふわりと浮うかび上がるような、感かん触しよくがあった。

　まるで誰だれかに腕を引っ張られるような──妙みような感覚だった。




「……っ、ぁ？」

　妙な、間があった。

　じんじんと痛む頭を持ち上げて、僕は身を起こした。寒気がする──と思えば、全身が水でぐっしょりと濡ぬれている。多分、海水。道理で寒いわけだ。思わず肩かたを抱だいて、そこで初めて──僕は、自分のいる場所を認識するに至った。

　ざぁぁぁぁ……と、波の音が穏おだやかに、耳に心ここ地ちよくて。

　見み渡わたせば──辺りは一面、海だった。

「……え、なんで」

　自分の座っている場所はかろうじて陸おかだった。と言うのも、表面が海水に軽く覆おおわれた程度で、よく見れば足も伸のばせないほどに、狭せまい面積しかない。

　何気なく海水を手ですくって──ふと、気付く。

　白い花びらが、手で囲んだ海に一枚だけ、船のように浮かんでいた。……まさか。

「……ここ、純白の花瞳エルダーアイリス？」

　崩ほう落らくした塔とう──かろうじて残された、その頂いただき。塔がどの程度、崩れたかはわからないけれど──星空を頼たよりに水面を覗のぞき込んでみる限り、幾いくつかの小塔が崩れて、折り重なるようにして崩落した……ように、見えなくもない。

「……でも、なんで僕、ここにいるんだ……？」

　よくよく考え、ようやく思い出せば──意識を失う直前の記き憶おくが蘇よみがえってくる。ただ、そのときの記憶と現状があまりにも噛かみ合わなくて、思わず記憶の齟そ齬ごを疑ってしまう。

　だって、僕は確か──塔の奥底にいて。洪こう水ずいに呑のみ込まれて──普ふ通つうであれば、まず助かるはずもない、誰も知らない海底の深部で眠ねむっているはずだったのに。

「……誰も、知らない？」

　いや、違ちがう。あそこには──あのとき、一人の青年がいた。思考昇華パラダイムシフトの物質を『還かん元げん』するなどという、非常識極きわまりない武器を携たずさえた、レーシュがいたはず。

　彼なら、あるいは。

　レギナ・リリウムなら──洪水はまだしも、塔の崩落を凌しのぎきれる？

「……ありえない」

　頭を過ぎった想像に首を振り、けれどもすぐに思い返す。確かに辻つじ褄つまは、合うけれど。

　あのレーシュが、僕を助けて、この頂まで運んできたのだとすれば──合う。

　意識を失っている間、無防備だった僕を──殺さず、助けた？

　もしもそうだとしたら──レーシュは、いったいどこにいったんだ？

「…………あ」

　そんなときだった。

　ふと──光が、世界を包んだ。

　水平線上。どこまでも果てしなく広がっているように思える、真っ黒な線が──じんわりと明け色に染まっていく。その要因は、小さな丘おかのような形で現れた。

「……明けたの、か」

　太陽。夜明けの証あかしである──目覚めの象しよう徴ちようが、夜の闇やみを払っていく。

　そして、それに呼応するかのように、遠くの海面に──『あるもの』が浮かび上がってくる。それは太陽とは違い、明るくもなければ大きくもないけれど……大切なもので。

　それの意味することはつまり、もう残留体の脅きよう威いは去ったということ。

　機関部に不足していた、動力源たる涙るい晶しようは無事に確保できたということ。

「……あぁ」

　よかった。心からそう思える光景を前に、僕は静かに目を眇すがめる。

　太陽が、とても眩まぶしい朝に。

　潜せん水すい都市『鶺鴒』が、夜明けを待ちかねていたように──海面へ、浮ふ上じようした。
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　盛せい大だいに風か邪ぜを引いた。

　僕ではなく姉さんが、である。

「姉さん、入るよー」

　扉とびらを二回ノック。か細い返事を扉越ごしに貰もらい、僕はドアノブを右に回した。

　姉さんの部屋は小こ綺ぎ麗れいでさっぱりとしている。ベッドに化け粧しよう台、衣い装しよう棚だなに小さな丸テーブルと、どれも柔やわらかい色で揃そろえてある。足が冷えないためのカーペットの上を進み、僕は丸テーブルの上にお盆ぼんを置いた。市し販はんの風か邪ぜ薬ぐすりと、水の入ったコップ。

「……ありがとうございます、橙とう矢やちゃん」

　姉さんがゆっくりと身を起こして、いつもより弱々しい微ほほ笑えみを浮かべた。それもそのはずだ──昨夜の段階で、まだ三八℃の後半はあった。

　三日。それでも、風邪を引いた日からもう丸三日経たっている。

「ごめんなさい……橙矢ちゃんたちにずっと、面めん倒どうを見てもらって」

　そう言う姉さんの頬ほおは、昨晩よりか赤みが引いている。僕は笑って、

「そういうことは言わないって。僕だって、一昨日おとといまで寝ね込こんでたんだし」

　あえて軽く言い、コップを姉さんに手て渡わたした。常温の水だ。

　あの日、レーシュが起こした『鶺せき鴒れい』への強きよう襲しゆう事件から──今日で三日。被ひ害がいは甚じん大だいで、市街地にまで残ざん留りゆう体たいが進まなかったのが唯ゆい一いつの救いである。

　とはいえ目下のところ──僕たちにとっての被害といえば、体調不良である。

　姉さんは、例の『水を頭から被かぶった』状態のまま長い間放置したのが祟たたって、風邪を引いて。僕もまた、崩くずれた純白の花瞳エルダーアイリスの頂上で、迎むかえが来るまでの間、海水でべっとり濡れた服に熱を奪うばわれ、翌日には高熱にうなされる羽目になった。

　結果的には──終わり方まで『夜明けの危機』に似てしまったことになる。

「でも……橙矢ちゃんたち、ご飯は……三食インスタントとかにしていませんか？」

「大だい丈じよう夫ぶだって。つばさがご飯つくりにきてくれているから……あ、今日もこの後、つばさとか美み陽よさんとか来てくれるみたいなんだけど、会えそう？」

「ええ、だいじょーぶです……つばさちゃんにも、お礼を言いたいですし……」

　喋しやべり疲つかれたのか、姉さんがふらつく。身体からだが弱い──いや、三年前に弱くなってから、姉さんはこと風邪や体調不良にはめっぽう弱くなっている。僕であれば一日で治る風邪が、姉さんには三日三晩、高熱にうなされるほどの病気になってしまう。

　それに大きく、軋きしむように胸が痛む──でも、僕は努つとめて笑みを浮かべた。

「お腹なかとか、空すいている？　おかゆとかなら食べられそうかな？」

「はい……あ……でも、橙矢ちゃん、おかゆつくれないですよね……？」

　前提のように心配されると、少し凹へこむ。ま、まあ、料理音おん痴ちは対策済みだ。

　思いっきり、他力本願の──対策だけれども。

「うん、僕の代わりに、ほのみがつくってくれているから。もう少しで出来ると思うよ」

　そう言った矢先、こんこん……と、控ひかえめなノックが部屋に響いた。姉さんの代わりに返事を返すと、扉がゆっくりと開き──緋ひ色いろの髪かみの少女が、そこに立っている。

　手にはお盆、その上には器うつわに入ったおかゆを載のせて。

「とうやくん、おかゆ持ってきたよっ」

　ほのみがすっかり元気な様子で笑えみを咲さかせた。その拍ひよう子しに、手元のお盆が危なっかしく揺ゆれるところも、すっかり平常運転である。

　その様子に思わず、笑みが零こぼれる──本当に、よかった。

「うん、ありがと。姉さん、起きられそう？」

　はい、と姉さんがよろよろと身体を動かすと、ほのみが飛んできて「んっ、大丈夫？」と、甲か斐い甲が斐いしく手を貸した。振ふる舞まいは元気そのもの──である。

　背中をレギナ・リリウムに斬きられたほのみは、無事、一命を取り留めた。

　と、いうと大おお袈げ裟さになるかもしれない──ほのみの傷は、出血こそ派手であったけれども、傷口そのものは綺き麗れいに割れていて、二次的な炎えん症しように繋つながらなかった、というのがかかった医者の見解である。奇き妙みようではあるけれど、なんとなく理由はわかる。

　そこにあった物も質のを、ただ元に還も元どした──あの剣けん故ゆえ、なのだと思う。あとは、

「ハルお姉ちゃん、このおかゆ、あたしがつくってみたんだよっ」

　食べて食べてっ、と嬉うれしそうに言うほのみ本人の再生能力も手伝って、ほのみは昨日、めでたくスピード退院してきた。涙るい晶しようを頭に持つ者の特権──再生である。

　再生能力を持つ、人の。あるいは──ゴスペルの特権、ということで。

「……どっち、なんだろうなぁ……」

「んー、とうやくんはどっちがいいと思う？」

　ふと、ほのみがこてんと小首を傾かしげていた。その手には、左に蜂はち蜜みつ、右には何な故ぜか、バルサミコ酢すの瓶びんがある。見れば、丸テーブルの上には他にも調味料が。……なるほど。

「どうだろう、ここは自然の味を生かして、塩とか？」

「ん、しおっ。いいかもっ。ハルお姉ちゃん、お塩でいい？」

　そう言って、ほのみは第三の選せん択たく肢しである塩の瓶を手に取った。「んふふ、なんでもいいですよ～」と、姉さんはほのみがつくってくれたことが嬉しいのか、風邪で緩ゆるんだ頬ほおをさらに緩ませている。でも姉さん、さすがにバルサミコ酢は合わないと思うよ。

　料理初心者として一言。経験上──味付けには塩が一番無難である。

「……どっち、か」

　ほのみと姉さんが楽しげにしている。呟つぶやきの先は内心に留めておこうと思う。

　あのとき──純白の花瞳エルダーアイリスの、奥底で。

　僕は確かに、頭の涙晶を使って、思考昇華パラダイムシフトをした。再生ではない、指で形づくった拳けん銃じゆうの先から、涙なみだ色の光を放った──失敗も失敗、暴発気味の思考昇華パラダイムシフトを、した。

　出来た。出来て……しまった。

　むしろ、どうして今まで気が付かなかったんだろう。再生以外の思考昇華パラダイムシフトだって原理は同じだ。想像を形にして涙晶と反応、物質に変える。そこになにも違いはない──残留体に『再生』が出来るように、頭に涙晶がある以上、僕にだって『再生』は出来る。

　残留体が、駆動銃ランゲージを使わずに思考昇華パラダイムシフトを起こすように。

　僕は、駆動銃ランゲージを使って──使わなくても、思考昇華パラダイムシフトを起こせる。

「……っ」

　ぞくり、と。考えれば、背筋に言い様のない寒気が奔はしってくる。だとすれば。

　その二つに。両者に──なんの違ちがいがある？

　僕と、残留体は──ゴスペルは、いったいどう違うんだ？

「……とうやくん、どうしたの？」

　おーい、と。ふと、ほのみが目の前で手を振っていた。あ。

「いや……ちょっと考え事。せっかくだから僕もそのおかゆ、貰もらおうかな」

「ん、いいよ！　でももうすぐ……あっ」

　ピンポーン、とチャイムがほのみの口上を遮さえぎった。僕とほのみは顔を見合わせる。

　お見み舞まい──つばさたちだ。ほのみがすぐさま腰こしを上げると、

「あたし、いってくるねっ」

　言うが早いか、弾はずむような足取りで部屋を出て行った。僕もいこうと立ち上がり、

「……とうやちゃん？」

　姉さんに細い声で呼び止められた。テーブルの器うつわのおかゆは少し減っている。

　ただ、僕を見つめる表情は──風邪のせいか、どこか淡あわかった。

「あまり考えこみすぎちゃ……めっ……ですよ？」

　とはいえその柔らかい叱しかり方は、いつも通りの姉さんで。僕は思わず苦笑する。

「うん。わかっているよ」

　今は──訊きかないでおこうと思う。

　あの研究所の通路で、どうして姉さんが僕たちを待っていたのか。先のまったく見えない状じよう況きようで、僕がサーモスキャンを使うことを見み越こしていたのか。レーシュの居場所を推測して、そしてそれを的中させることが出来たのか。

　ゴスペル──その言葉を、どうして知っていたのか。

　訊きたいことは山ほどある。でも今は、ただ願おうと思う。

「姉さん──風邪、早くよくなるといいね」

　ちょっと下までいってくるね、と言い残して。はーい、という返事を背に、僕は部屋を後にした。姉、弟、妹の部屋が並ぶ廊ろう下かを抜ぬけ、一階まで下りれば。

「あ、橙矢」

　お邪じや魔ましてます、とつばさがリビングで両手の買かい物もの袋ぶくろを床ゆかに降ろしていた。中身はスーパーで買ってきた食材だと、ここ最近ご飯をつくってもらった身として知っている。

「いらっしゃい。あれ、ほのみは？」

「玄げん関かんのほう。八はち王おう寺じとかも来てるから」

　言われてみれば、玄関のほうからわいわいと声が聞こえてくる。なるほど。

　つばさは勝手知ったるもので、買い物袋の中身を冷蔵庫に詰つめていく。

「今日はいつもより量、少し多めに買ってきたんだけど……ハル姉の具合、どう？」

「昨日よりかはいいみたいだよ。今もほのみのつくったおかゆ食べているし」

　僕も手伝えば、買い物袋の中身はすぐに冷蔵庫の中に移った。

　その食材も、今日の夜には食しよく卓たくに並ぶ。つばさはそれを毎日続けてくれている。

「……本当、色々ありがと、つばさ」

「いいよ、別に。困ったときはお互たがい様さまってこういうときに使う言葉でしょ？」

　それに橙矢のことだし、とつばさが屈くつ託たくなく笑った。……そう、かな。

　リビングにみんなが入ってくる。お邪魔しまっす、お邪魔するよ、お邪魔します、いらっしゃいませっ──ノボル、美陽さん、リノンにほのみ。その声はとても賑にぎやかだ。

　ふと、気を緩めれば……なにか熱いものが、喉のどから込こみ上げてくるほどに。

「……うん、そうだね」

　この生活を、僕は取り戻もどせたと考えてもいいのだろうか。

　時には銃じゆうを持って、引き金を引いて、戦って、それでも守り通せたのだと。

　みんなと一いつ緒しよに楽しく過ごしていけると──思っても、いいんだよね。

「──みんな、なにか飲む？」

　ごく自然と笑みを浮うかべられる今なら、そう、思えるから。

　僕はリビングに向かって、笑顔で声をかけた。

『──ここに俺は、宣言する』

　どこか──聞き覚えのある声が、リビングに響ひびくまでは。

　テレビが、点ついていた。どうもノボルあたりが点けたらしい。見ればそれは、『鶺鴒』の代表的なお昼のニュース番組だった。緊きん急きゆう速報、と画面右上に表示があって。

「…………え？」

　中ちゆう継けい──どこかの海上を、上空から遠望カメラかなにかで映し出しているらしい。

　真っ青な海が画面一いつ杯ぱいに広がっていて、その中央に黒点が見える。カメラがズームすれば、その点は徐じよ々じよに大きく映り──僕は、声を失った。

　小さな点のようなそれは、実際には、巨きよ大だいな潜せん水すい艦かんだった。

『俺は──俺たちは、この場所を始まりにする』

　甲かん板ぱんの上に、人の姿がある。画面が更さらにズームすれば──ある青年が、剣のようなものを空に掲かかげていた。そのすぐ傍そばには、彼に寄より添そうようにして、少女が立っている。その長い髪が海風に吹かれ、覗のぞいた表情はなんとも和やかな笑顔だった。

　そこまでくれば、もう、見み間ま違ちがえるはずもなかった。

　青年──かつて幽ゆう霊れいを自じ称しようしたレーシュは、活いき活いきと口元を吊つり上げた。

『今このときをもって──ここを、新たな潜せん水すい都市、「雨あま燕つばめ」として建国する！』

「……建国!?」

　思わず声が漏もれる。画面の中にまで聞こえるはずはない。

　ただ、レーシュはおそらく世界各国に向けて、うんうんと得意げに頷うなずいてみせた。

『皆みなさんの反応が目に浮かびますね……唖あ然ぜん、動どう揺よう、あるいは激げき怒ど？　まあ、ただの戯ざれ言ごとではないと証明しておきましょうか』

　証明。そんなもの、なにをどうするのだと思っていれば。

『純白の花瞳エルダーアイリス、先日あれを崩ほう落らくさせたのは──この俺だ』

　レーシュは世界中に向けて、そう堂々と告白した。

　真っ先に──慌あわてたように反応したのは美陽さんだった。

「っ、なにを考えている……そんなことを話したらっ」

『その上で、俺たち「雨燕」は一つの潜水都市として、世界のあらゆる潜水都市に向けて──宣戦布告をさせてもらう！』

　ごぅぅ……と、地じ響ひびきのような音が、家の窓を震ふるわせた。

　それは──おそらく、街中で湧わいた人々の声だったのだと思う。

『世界中に散らばる花瞳アイリスを、俺が根こそぎ破は壊かいしてやるよ──』

　レーシュがわかりやすいほどの舌なめずりをして見せた。

　どこからどう見ても、明らかな──百点満点の挑ちよう発はつ行こう為い。

「まずい……こんなものが世界中に流れているとしたら……」

　美陽さんが呆ぼう然ぜんと呟いている。ノボルが慌てた様子で訊き返した。

「ど、どうなるんすか、姐あね御ご……？」

「──花瞳アイリスは涙るい晶しようの宝庫、いわば世界の生命線だよ。それを、あろうことか個人の力で破壊し、これからも破壊するなどと宣言すれば……真しん偽ぎは重要じゃない。諸国のパワーバランスが軋きしむ……世界中が、レーシュを敵として見なすはず……そうなれば」

　──たとえ、戦争が起きてもおかしくないよ。

　戦争。あまりに馴な染じみがないその重々しい一言を、どうしても実感できない。

　だってそんなもの──レーシュが望むとは、とてもじゃないけれど。

『──全ての残留体、全ての《羽はね憑つき》──』

　語りは続いている。なにか一いつ瞬しゆん、溜ためるような間が伸のびた。

『──そいつらを全て、俺はこの手で探し出し、消し去ってやる』

　…………あぁ、そういうことか、と。

　変に、納得してしまった。心臓は焦あせったように早はや鐘がねを打ち、この異常な状況に動揺しているのだけれど──心のどこかに、すとん、と。理解できるものが落ちてきた。

　レーシュはきっと、ゴスペルを未いまだに求めているのだと思う。

　だから自分の潜水艦を足に、全ての花瞳アイリスを破壊するだなんて言いだして、世界中の潜水都市を敵に回してまで、そんなところは本当に相変わらずだ。でも。

　その隣となりに、アイネちゃんの姿があるだけ──幽霊も少しは、変わったのかな。

『さあ皆さん、邪魔するやつは全員、容よう赦しやしませんからね──』

　自らの潜水艦に乗り、剣けんを掲げ、世界に向けて宣言することで──ようやく。

　幽霊はこうして今、自分の存在を認めさせたのかもしれない。

『潜水都市「雨燕」──これからどうぞよろしく』

　まぁ、仲良くしてくださいな。

　そう言って、レーシュは挑いどむような笑顔で世界に手を振ふった。
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　あとがき







　海外だと挨あい拶さつ代わりの握あく手しゆはわりとポピュラーです。

　海外ドラマとかでも初対面の人同士が握手、気心の知れた相手にはハグもします。

　その握手文化、ドバイに移り住んだ当時の僕には結構な衝しよう撃げきでした。さすがに高校生活を丸々過ごせば慣れました。クラスに入ってはまず握手、という感じでしたので。

　それから日本に帰国し一年が過ぎて、大学にも入りました。

　当たり前のように周りは知らない人ばかりです。同じ高校、予備校出身でしたら話は別でしょうが、如何いかんせんこっちは知り合いゼロ。高校の友達なんて全員海の向こうです。

　出会う相手は初対面。ならば、と僕はごく普通に握手を求めようとして──

　ぽかんとしたような相手を前に、慌あわてて手を引っ込め、苦笑い。傍はたから見れば挙動不ふ審しんな人です。慣れでしょうか、今でもつい手を差し出そうとしてしまいます。

　でも一方で、この習慣、これはこれでいいなと思っている自分もいたり。

　ドバイの学校の登校初日、クラスでいきなり級友に握手を求められたとき。その子にとってはなんでもない、それこそ普段通りにしたことなのでしょうけれど。

　英語もろくに使えず、自然とだんまりしていた僕にとっては、結構な驚きで。

　だからなんでしょうけれど、握にぎった掌てのひらから伝わる熱さとか、相手の気安い笑顔だとかは自分でも不思議なくらい未いまだに記憶に残っているんですよね……




　……ええと。そんな、本編に関係あるような、でもあんまりないような話でした。

　某ぼう『幽霊』さんはきっと、意識せずに握手を出来る人なんだと思います。




　３巻も、沢山の方に力を貸してもらい、この本を創り上げることが出来ました。

　今回もギリギリのスケジュールの中、担当さん、イラストレーターのntnyさん、デザイナーの草野剛さん。そして僕が把は握あくしきれていない多くの方々に助けてもらいました。

　本当に、ありがとうございました。次も、よろしくお願いいたします。




　それではまた、次巻で貴方に会えることを願いつつ。





二○一三年七月　武たけ葉ばコウ
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